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独立行政法人
国立精神・神経医療研究センター
精神保健研究所

創立昭和27年1月 35年10月 36年6月 40年7月 46年6月 48年7月 49年7月 50年7月 54年4月 58年10月 61年4月 61年10月 62年4月 62年10月 元年10月 11年4月 13年4月 15年10月 18年10月 20年6月 21年10月 平成22年4月

総務課 総務課 総務課 庶務課 運営部庶務第二課 運営部庶務第二課 運営部政策医療 運営局 運営局

精神衛生研修室 精神衛生研修室 精神衛生研修室 精神保健研修室 運営部企画室 企画課 政策医療企画課 政策医療企画課 研究所事務室

(６月） 精神保健研修室 精神保健研修室 精神保健研修室 精神保健研修室 研究所事務係

庶務課

研究所事務係

精神保健計画部 精神保健計画部 精神保健計画部 精神保健計画研究部

統計解析研究室 統計解析研究室 統計解析研究室 統計解析研究室

ｼｽﾃﾑ開発研究室 ｼｽﾃﾑ開発研究室 ｼｽﾃﾑ開発研究室

（自殺予防総合対策ｾﾝﾀｰ） （自殺予防総合対策ｾﾝﾀｰ）

自殺実態分析室 自殺実態分析室

適応障害研究室 適応障害研究室

国立精神・神経センター精神保健研究所

���部組織���経�

国　立　精　神　衛　生　研　究　所

自殺予防対策支援研究室 自殺予防対策支援研究室

薬物依存研究部 薬物依存研究部 薬物依存研究部 薬物依存研究部 薬物依存研究部

薬物依存研究室 薬物依存研究室 心理社会研究室 心理社会研究室 心理社会研究室

向精神薬研究室 向精神薬研究室 依存性薬物研究室 依存性薬物研究室 依存性薬物研究室

診断治療開発研究室 診断治療開発研究室 診断治療開発研究室

心理学部 精神衛生部 精神衛生部 精神衛生部 精神衛生部 心身医学研究部 心身医学研究部 心身医学研究部

心理研究室 心理研究室 心理研究室 ストレス研究室 ストレス研究室 ストレス研究室

精神衛生相談室 心身症研究室 心身症研究室 心身症研究室

（4月）

児童精神衛生部 児童精神衛生部 児童精神衛生部 児童・思春期精神保健部 児童・思春期精神保健部 児童・思春期精神保健部 児童・思春期精神保健研究部

精神発達研究室 精神発達研究室 精神発達研究室 精神発達研究室 精神発達研究室 精神発達研究室

児童期精神保健研究室 児童期精神保健研究室 児童期精神保健研究室 児童期精神保健研究室

思春期精神保健研究室 思春期精神保健研究室 思春期精神保健研究室 思春期精神保健研究室

老人精神衛生部 老人精神衛生部 老人精神衛生部 老人精神衛生部 成人精神保健部 成人精神保健部 成人精神保健部 成人精神保健研究部

老化研究室 老化度研究室 老化度研究室 成人精神保健研究室 成人精神保健研究室 成人精神保健研究室 精神機能研究室

老人保健研究室 老人保健研究室 診断技術研究室 診断技術研究室 診断技術研究室 診断技術研究室

組
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心理研究室 心理研究室 心理研究室 認知機能研究室

犯罪被害者等支援研究室 犯罪被害者等支援研究室

災害等支援研究室 災害等支援研究室

老人精神保健部 老人精神保健部 老人精神保健部 精神薬理研究部

老化研究室 老化研究室 老化研究室 精神薬理研究室

老人保健研究室 老人精神保健研究室 老人精神保健研究室 気分障害研究室

社会学部 社会精神衛生部 社会精神衛生部 社会精神衛生部 社会精神保健部 社会精神保健部 社会精神保健部 社会精神保健研究部

ソーシャルワーク研究室 ソーシャルワーク研究室 社会福祉研究室 社会福祉研究室 社会福祉研究室 社会福祉研究室

社会文化研究室 社会文化研究室 社会文化研究室 社会文化研究室

家族・地域研究室 家族・地域研究室 家族・地域研究室 家族・地域研究室

生理学形態学部 精神身体病理部 精神身体病理部 精神身体病理部 精神生理部 精神生理部 精神生理部 精神生理部 精神生理研究部

生理研究室 生理研究室 精神機能研究室 精神機能研究室 精神機能研究室 精神機能研究室 精神生理機能研究室

（4月） （4月） 臨床病態生理研究室 臨床病態生理研究室

優生学部 優生学部 優生部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織

精神薄弱部 精神薄弱部 精神薄弱部 精神薄弱部 知的障害部 知的障害部 知的障害研究部

診断研究室 診断研究室 診断研究室 診断研究室 診断研究室

治療研究室 治療研究室 治療研究室 治療研究室 治療研究室

発達障害支援研究室

社会復帰部 社会復帰相談部 社会復帰相談部 社会復帰相談部 社会復帰相談部 社会復帰相談部 社会復帰相談部 社会復帰研究部

精神衛生相談室 精神衛生相談室 精神保健相談研究室 精神保健相談研究室 精神保健相談研究室 精神保健相談研究室 精神保健相談研究室

援助技術研究室 援助技術研究室 援助技術研究室

司法精神医学研究部 司法精神医学研究部 司法精神医学研究部

制度運用研究室 制度運用研究室 制度運用研究室

専門医療・社会復帰研究室 専門医療・社会復帰研究室 専門医療・社会復帰研究室

精神鑑定研究室 精神鑑定研究室 精神鑑定研究室
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図

大 槻 泰 介

大 島 宏 一

佐 々 木 征 行

村 田 美 穂

平 林 直 次 （ 併）

有 馬 邦 正

大 島 宏 一 （ 併）

藤 﨑 清 道 （ 併）

藤 崎 清 道 （ 併）

斉 藤 郁 夫

平 林 直 次

安 西 信 雄 （ 併）

吉 田 寿 美 子

佐 藤 典 子

大 槻 泰 介 （ 併）

三 山 健 司 （ 併）

三 山 健 司

大 和 　 滋

和 田 　 清

竹 島 　 正

竹 島 　 正 （ 併）

木 村 英 雄

山 村 　 隆

本 田 　 学

岡 田 幸 之

伊 藤 順 一 郎

稲 垣 真 澄

三 島 和 夫

伊 藤 弘 人

山 田 光 彦

金 　 吉 晴

神 尾 陽 子

小 牧 　 元

財 務 経 理 部 長

企 画 経 営 部 長

総 務 部 長

ラ ジ オ ア イ ソ ト ー プ 管 理 室 長

霊 長 類 管 理 室 長

実 験 動 物 管 理 室 長

臨 床 検 査 部 長

情 報 管 理 ・ 解 析 部 長

第 二 精 神 診 療 部 長

図 書 館 長

第 一 精 神 診 療 部 長

総 合 外 科 部 長

医 療 連 携 福 祉 部 長

総 合 内 科 部 長

脳 神 経 外 科 診 療 部 長

小 児 神 経 診 療 部 長

神 経 内 科 診 療 部 長

モ デ ル 動 物 開 発 研 究 部 長

遺 伝 子 疾 患 治 療 研 究 部 長

は
併
任

病
院
長

（
糸
山
泰
人
）

副
院
長

理
事

会

企
画
戦
略
室
長

（
藤
﨑
清
道
）

（
大
森
勇
一
）

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
長

外 来 部 長

臨 床 研 究 支 援 部 長

（
安
西
信
雄
）

臨 床 開 発 部 長

心 身 医 学 研 究 部 長

理
事

長
・

総
長

微 細 構 造 研 究 部 長

病 態 生 化 学 研 究 部 長

疾 病 研 究 第 六 部 長

免 疫 研 究 部 長監
　
事

疾 病 研 究 第 一 部 長

疾 病 研 究 第 五 部 長

疾 病 研 究 第 二 部 長

代 謝 研 究 部 長

疾 病 研 究 第 三 部 長

神 経 薬 理 研 究 部 長

監
査
室
長

放 射 線 診 療 部 長

薬 剤 部 長

看 護 部 長

リ ハ ビ リ テ ー ショ ン 部 長

手 術 ・ 中 央 材 料 部 長

（
樋

口
輝

彦
）

疾 病 研 究 第 四 部 長

（
平

成
２

３
年

３
月

３
１

日
現

在
）

神
経
研
究
所
長

（
髙
坂
新
一
）

司 法 精 神 医 学 研 究 部 長

精 神 保 健 計 画 研 究 部 長

成 人 精 神 保 健 研 究 部 長

自 殺 予 防 総 合 対 策 セ ン タ ー 長

薬 物 依 存 研 究 部 長

社 会 復 帰 研 究 部 長

知 的 障 害 研 究 部 長

所 長 補 佐

運
営

会
議

（
町
田
克
実
）

精 神 生 理 研 究 部 長

社 会 精 神 保 健 研 究 部 長

精 神 薬 理 研 究 部 長

児 童 ・ 思 春 期 精 神 保 健 研 究 部 長

精
神
保
健
研
究
所
長

疾 病 研 究 第 七 部 長

（
加
我
牧
子
）

（
武
田
伸
一
）

和 田 　 清 （ 併）

ト
ラ

ン
ス

レ
ー

シ
ョ

ナ
ル

・

メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
長

所 長 補 佐 和 田 圭 司 （ 併）

橋 戸 和 夫

関 　 和 彦 （ 併）

玉 井 淑 貴

関 　 和 彦

武 田 伸 一 （ 併）

山 村 　 隆 （ 併）

荒 木 敏 之

和 田 圭 司

功 刀 　 浩

後 藤 雄 一

西 野 一 三

後 藤 雄 一 （ 併）

村 田 美 穂 （ 併）

山 田 光 彦 （ 併）

小 宅 比 佐 子

功 刀 　 浩 （ 併）

一 戸 紀 孝

星 野 幹 雄
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4．職員配置（平成22年　3月31日現在）

研　究　員 （嶋根卓也）

薬 物 依 存 研 究 部 長 （和田　　清） 心 理 社 会 研 究 室 長 （部長併任）

（加我　牧子） シ ス テ ム 開 発 研 究 室 長

（自殺予防総合対策センター）
（センター長）

自 殺 実 態 分 析 室 長 （松本  俊彦（併））
（竹島 正 （併））

所長補佐

（和田　清（併））

所　　長 精神保健計画研究部長 (竹島　　正） 統 計 解 析 研 究 室 長 （立森　久照）

（副センター長）
（松本　俊彦（併））

適 応 障 害 研 究 室 長 （稲垣　正俊）

心 身 医 学 研 究 部 長 （小牧　　元） ス ト レ ス 研 究 室 長 （安藤　哲也）

心 身 症 研 究 室 長 （菊地　裕絵）

依 存 性 薬 物 研 究 室 長 （舩田　正彦）

診 断 治 療 開 発 研 究 室 長 （松本　俊彦）

自殺予防対策支援研究室長 （川野　健治）

成人精神保健研究部長 （金　　吉晴） 精 神 機 能 研 究 室 長 （栗山　健一）

児童・思春期精神保健研究部長 （神尾　陽子） 精 神 発 達 研 究 室 長 （部長併任）

児童期精神保健研究室長 （高橋　秀俊）

診 断 技 術 研 究 室 長 （松岡　　豊）

認 知 機 能 研 究 室 長 （福井　裕輝）

「司法部へ併任」

犯罪被害者等支援研究室長 （中島　聡美）

思春期精神保健研究室長 （部長併任）

研 究 員 （井口英子）

社会精神保健研究部長 （伊藤　弘人） 社 会 福 祉 研 究 室 長 （野田　寿恵）

社 会 文 化 研 究 室 長 （部長併任）

災 害 時 等 支 援 研 究 室 長 （鈴木友理子）

精 神 薬 理 研 究 部 長 （山田　光彦） 精 神 薬 理 研 究 室 長 （斎藤　顕宜）

気 分 障 害 研 究 室 長 （部長併任）

（守口　善也）

知 的 障 害 研 究 部 長 （稲垣　真澄） 診 断 研 究 室 長 （井上　祐紀）

家 族 ・ 地 域 研 究 室 長 （堀口　寿広）

精 神 生 理 研 究 部 長 （三島　和夫） 精 神 生 理 機 能 研 究 室 長 （肥田　昌子）

臨 床 病 態 生 理 研 究 室 長

研 究 員 （小松　容子）

発 達 障 害 支 援 研 究 室 長 （部長併任）

専門医療・社会復帰研究室長 （安藤久美子）

精 神 鑑 定 研 究 室 長 （部長併任）

研 究 員 （西中　宏吏）

援 助 技 術 研 究 室 長 （吉田　光爾）

司法精神医学研究部長 （岡田　幸之） 制 度 運 用 研 究 室 長 （菊池安希子）

治 療 研 究 室 長 （軍司　敦子）

社 会 復 帰 研 究 部 長 （伊藤順一郎） 精 神 保 健 相 談 研 究 室 長

- 10 -



5
.
精

神
保

健
研

究
�

構
成

�
(
�

成
2
2
�

�
)

�
長

秘
�

�
�

�
　

牧
子

　
笹
　
和
紀
・
南
雲
　
郁
子
・
太
田
　

玲
子

(
　

～
2
2
.
7
.
1
)

�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
�

自
殺

予
防

総
合

対
策

セ
ン

タ
ー

＊
セ

ン
タ
ー
長

川
野
　
健
治

(
2
2
.
6
.
1
～

　
)

八
重

樫
 
弘

子
増

田
　

久
重

（
併

任
）

稲
垣
　
正
俊

大
槻

　
露

華
(
2
2
.
4
.
2
3
～

　
)

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

竹
島

　
正

松
本
　
俊
彦

山
内

　
貴

史
滝

澤
さ

な
え

長
島

　
弥

生

勝
又

陽
太

郎

副
セ
ン
タ
ー
長

(
2
2
.
6
.
1
～
2
3
.
3
.
3
1
)

（
併
任
）

川
島

　
大

輔

(
2
2
.
5
.
1
6
～
)

松
本
　
俊
彦

精
神

保
健

計
画

研
究

部
竹

島
　
正

立
森
　
久
照

廣
川

　
聖

子
荘

島
　

幸
子

清
田

　
晃

生
亀

山
　

晶
子

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

(
2
2
.
4
.
2
3
～

　
)

安
藤

俊
太

郎
西

口
　

直
樹

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

桑
原

　
　

寛
(
～

2
2
.
5
.
3
1
)

構
　

聡
子

吉
田

　
勺

美
森

川
す

い
め

い
ソ

ウ
　

由
香

赤
澤

　
正

人
小

山
明

日
香

助
川

　
征

雄
川

島
　

大
輔

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

原
　

　
治

子

趙
　

香
花

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

高
橋

　
祥

友
(
2
2
.
4
.
1
～
～
2
3
.
3
.
3
1
)

大
類

　
真

嗣
(
～

2
2
.
5
.
3
1
)

(
～

2
2
.
5
.
3
1
)

河
野

　
稔

明
橋

本
　

康
男

木
谷

　
雅

彦
(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

山
内

　
貴

史

勝
又

陽
太

郎
松

本
　

晃
明

(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

吉
野

比
呂

子
(
～

2
2
.
6
.
3
0
)

(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

渡
邉

　
直

樹
横

山
由

香
里

(
2
2
.
4
.
1
～

2
3
.
3
.
3
1
)

構
　

聡
子

長
沼

　
洋

一
(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

本
屋

敷
美

奈

藤
田

　
利

治

薬
物

依
存

研
究

部
和

田
　
清

舩
田
　
正
彦

嶋
根
　
卓
也

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

浅
沼

　
幹

人
庄
司

　
淑

子
小

島
　

恵
子

小
林

　
桜

児
佐

藤
　

美
緒

(
2
2
.
5
.
1
6
～
2
3
.
3
.
3
1
)

(
～
2
2
.
5
.
1
5
)

富
山

　
健

一
山

野
　

尚
美

(
2
2
.
4
.
1
～

2
2
.
9
.
1
6
)

中
野

　
真

紀
青

尾
　

直
也

松
田

　
リ

エ

松
本
　
俊
彦
(
併
任
)

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

近
藤

あ
ゆ

み
古
藤

 
吾

郎
高

野
　

歩

(
2
2
.
5
.
1
6
～
　
)

小
堀

　
栄

子
尾

崎
　

茂
(
2
2
.
4
.
1
～
2
2
.
1
2
.
3
1
)

松
本
　
俊
彦

山
口

　
み

ほ
大
島

奈
斗

美

心
身

医
学

研
究

部
小

牧
　
元

安
藤
　
哲
也

兒
玉

　
直

樹
前

田
　

基
成

権
藤

　
元

治
上

村
 
利

恵
大

和
　

滋
倉

　
五

月

(
2
2
.
4
.
1
～
　
)

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

杉
田

　
峰

康
大

西
　

隆
坂

本
 
克

子
有

賀
　

元
倉

　
尚

樹

菊
地
　
裕
絵

長
谷

部
智

子
佐

々
木

雄
二

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
）

吉
武

 
美

喜
濱

田
　

孝
小

出
　

将
則

近
喰

ふ
じ

子
倉

　
尚

樹
神

谷
 
裕

子
(
2
2
.
8
.
1
～

　
）

榑
松

　
文

子

関
山

　
敦

生
倉

　
五

月
天

野
　

智
文

高
橋

　
晶

辻
　

裕
美

子

山
田

久
美

子

藤
川

　
哲

也

(
2
2
.
8
.
1
～

　
）

足
立

　
洋

希

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
）

小
原

　
千

郷

児
童

・
思

春
期

精
神

保
健

研
究

部
神

尾
　
陽
子

(
～
2
2
.
9
.
3
0
)

井
口
　
英
子

森
脇

　
愛

子
則

内
ま

ど
か

飛
松

　
省

三
土

屋
　

賢
治

(
～

2
2
.
5
.
3
1
)

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
)

小
山
　
智
典

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

辻
井

　
正

次
高

橋
　

英
之

土
橋

め
ぐ

み
橋

本
　

邦
子

(
2
3
.
2
.
1
～
　
)

片
桐

　
正

敏
大

森
　

隆
司

片
桐

　
正

敏
(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

高
橋
　
秀
俊

菊
池

　
吉

晃
稲

田
　

尚
子

小
町

 
恵

子

奥
寺

　
崇

辻
井

　
弘

美

中
島

　
洋

子
榊

原
　

信
子

武
田

　
俊

信
石

川
　

文
子

黒
田

　
美

保

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
)

小
山

　
智

典

�
�

研
究

�
部

�
部

長
�

長
研

究
�

�
�

研
究

�
�

�
生

研
究

�
上

�
�

研
究

�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
助

�
セ

ン
タ

ー
研

究
助

�
併

任
研

究
�

研
究

生

- 11 -



�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
�

�
�

研
究

�
部

�
部

長
�

長
研

究
�

�
�

研
究

�
�

�
生

研
究

�
�

�
�

研
究

�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
�

�
�

�
�

�
研

究
�

�
併

任
研

究
�

研
究

生

成
人

精
神

保
健

研
究

部
金

　
吉
晴
　

中
島
　
聡
美

松
村

　
健

太
伊

藤
　

正
哉

松
田

　
博

史
北

山
　

徳
行

(
2
2
.
7
.
1
～

1
2
.
3
1
)

丸
山

　
京

子
澁

谷
美

穂
子

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
)

深
澤

　
舞

子

松
岡
　
豊

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

袴
田

　
優

子
宇

野
　

正
威

堤
　

敦
朗

柏
井

　
美

穂
水

野
　

恵
子

島
崎

み
ゆ

き
足

立
真

観
子

内
海

　
知

子

鈴
木
友
理
子

本
間

　
元

康
(
2
2
.
5
.
1
～

　
)

加
茂

登
志

子
白

井
　

明
美

(
2
2
.
5
.
1
～

　
)

(
2
2
.
4
.
2
3
～

　
)

江
口

佐
和

子
木

村
美

貴
子

栗
山
　
健
一

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

島
崎

み
ゆ

き
小

西
　

聖
子

原
　

恵
利

子
小
山

　
さ

よ
り

三
次

　
紀

子
小

林
　

由
季

福
井
　
裕
輝

岡
島

　
純

子
(
2
2
.
7
.
1
～
2
2
.
8
.
3
1
)

宮
地

　
光

恵
石

丸
径

一
郎

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

(
2
2
.
1
1
.
1
5
～

　
)

茂
木

　
香

子
（

司
法

精
神

医
学

研
究

部
併

任
）

深
澤

　
舞

子
下

山
　

晴
彦

井
筒

　
節

大
関

　
千

春
石

田
　

牧
子

高
岡

　
昴

太

C
h
a
r
l
e
s
 
M
a
r
m
a
r

西
　

大
輔

佐
野

　
恵

子
加

藤
　

典
子

野
口

　
普

子

鈴
木

　
伸

一
松

岡
　

恵
子

茂
木

　
香

子
(
2
2
.
1
2
.
2
～

　
)

中
澤

佳
奈

子

S
a
r
b
j
i
t
 
S
i
n
g
h
 
J
o
h
a
l
柳

田
 
多

美
(
2
2
.
1
2
.
1
～

　
)

千
葉

　
菜

生
佐

野
　

恵
子

寺
島

　
瞳

鈴
木

　
春

香
伊

藤
　

大
輔

深
澤

　
舞

子
松

崎
　

陽
子

曽
雌

　
崇

弘
永

井
め

ぐ
み

正
木

　
智

子
臼

杵
　

理
人

西
多

　
昌

規
(
2
2
.
8
.
1
～

　
)

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

堀
江

美
智

子

成
澤

　
知

美
加

藤
　

知
子

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
)

栗
田

　
真

里

藤
井

　
猛

(
2
2
.
1
0
.
1
～

　
)

工
藤

　
紗

弓

中
島

　
俊

(
2
2
.
1
1
.
1
～

　
)

荒
川

和
歌

子

奥
山

　
紗

由

(
2
2
.
1
1
.
1
5
～

　
)

石
田

　
牧

子

加
藤

　
典

子

(
2
2
.
1
2
.
1
～

　
)

伊
藤

ま
ど

か

伊
東

　
史

ヱ

(
2
2
.
1
2
.
1
5
～

　
)

小
暮

　
由

美

精
神

薬
理

研
究

部
山

田
　
光
彦

斎
藤
　
顕
宜

岩
井

　
孝

志
(
～

2
2
.
7
.
3
1
)

白
川

修
一

郎
宮

田
　

茂
雄

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

米
本

　
直

裕
渡

邊
　

恭
江

牧
野

　
祐

哉

(
　

～
2
2
.
5
.
3
1
)

小
高

　
真

美
長

田
　

賢
一

(
～

2
2
.
7
.
7
)

松
谷

真
由

美
杉

山
　

梓

大
槻

　
露

華
(
2
2
.
7
.
8
～

　
)

亀
井

　
淳

三
山

田
　

美
佐

村
松

　
浩

美
中

井
 
亜

弓

(
2
2
.
9
.
1
～

　
)

山
田

　
美

佐
林

　
直

樹
(
～

2
2
.
8
.
3
1
)

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

遠
藤

　
香

高
橋

　
弘

(
2
2
.
8
.
1
～

　
)

岡
　

淳
一

郎
高

橋
　

 
弘

櫻
井

　
恭

子
田

島
　

美
幸

小
高

　
真

美
越
阪

部
勝

江
高

原
　

円

関
根

　
陽

子
西

岡
玄

太
郎

廣
瀬

　
倫

孝

本
屋

敷
美

奈

社
会

精
神

保
健

研
究

部
伊

藤
　
弘
人

堀
口
　
寿
広

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

奥
村

　
泰

之
平

田
　

豊
明

桑
原

　
和

江
(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

山
縣

眞
美

子
三

澤
　

史
斉

野
田
　
寿
恵

池
野

　
敬

川
畑

　
俊

貴
(
2
2
.
4
.
1
～

6
.
3
0
)

村
田

江
里

子
稲

井
由

紀
子

藤
田

　
純

一

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

杉
山

　
直

也
清

水
沙

友
里

原
 
わ

か
な

峯
山

　
智

佳

清
水

沙
友

里
末

安
　

民
生

江
頭

 
織

佳
(
～

2
3
.
3
.
3
1
)

(
2
2
.
7
.
1
～
2
3
.
3
.
3
1
)

佐
藤

　
洋

熊
谷

 
珠

樹
小

山
　

達
也

内
山

　
直

樹
（

2
2
.
1
2
.
1
～

　
）

西
田

　
淳

志

安
野

　
史

彦
市

倉
加

奈
子

松
岡

　
志

帆

(
2
2
.
4
.
1
～

2
3
.
3
.
3
1
)

安
齋

　
達

彦

本
田

　
貴

紀

(
2
2
.
5
.
1
7
～
2
2
.
6
.
3
0
)

内
山

　
直

樹

(
2
2
.
9
.
1
～
2
3
.
3
.
3
1
）

福
内

　
友

子

(
2
2
.
9
.
1
3
～

　
)

五
十

嵐
涼

子

- 12 -



�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
�

�
�

研
究

�
部

�
部

�
�

�
研

究
�

�
�

研
究

�
実

�
生

研
究

�
上

�
�

研
究

�
�

�
研

究
�

�
研

�
研

究
�

�
�

�
�

�
研

究
�

�
併

任
研

究
�

研
究

生

精
神

生
理

研
究

部
三

島
　
和
夫

肥
田
　
晶
子

北
村

　
真

吾
(
2
3
.
1
.
1
～
2
3
.
3
.
3
1
)

内
山

　
真

阿
部

又
一

郎
加
藤

 
美

恵
(
～

2
2
.
4
.
9
)

亀
井

　
雄

一
(
2
2
.
8
.
1
～

2
3
.
3
.
3
1
)

(
～

2
3
.
3
.
3
1
　

)

守
口
　
善
也

榎
本

み
の

り
村

上
　

裕
樹

大
川

　
匡

子
古

田
 
光

(
2
2
.
6
.
1
～

　
)

斉
藤

 
徳

穂
早

川
　

達
彦

福
田

　
知

美
加

嶋
　

誠

(
2
2
.
5
.
1
～

　
)

　
兼

坂
　

佳
孝

関
口

夏
奈

子
大
嶋

美
奈

子
(
2
2
.
4
.
1
3
～
2
2
.
7
.
3
1
)

塚
田

恵
鯉

子
(
2
3
.
1
.
1
～

　
)

野
崎

健
太

郎
　

山
寺

　
博

史
草

薙
　

宏
明

(
2
2
.
8
.
1
～

　
)

中
澤

 
君

枝
金

山
　

裕
介

(
2
2
.
6
.
1
～

2
2
.
1
1
.
3
0
)

井
上

　
雄

一
田

村
美

由
紀

松
本

有
希

子
(
2
2
.
4
.
1
3
～

　
)

渡
邊

真
紀

子
白

川
美

也
子

三
盃

　
亜

美
(
2
2
.
1
0
.
1
～
2
3
.
3
.
3
1
)

加
藤

 
美

恵

(
2
2
.
7
.
1
～

2
2
.
1
0
.
3
1
)

上
田

　
泰

己
梶

　
達

彦
渡
邊

か
お

り
(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

村
上

　
裕

樹
松

浦
　

雅
人

宗
澤

　
岳

史
 

大
嶋

美
奈

子

(
2
3
.
2
.
1
～

　
)

筒
井

　
孝

子
渋

井
　

佳
代

　
(
2
2
.
8
.
1
～

　
）

　

片
寄

　
泰

子
海

老
澤

　
尚

(
～

2
2
.
5
.
3
1
）

　
松

本
有

希
子

　

遠
藤

　
拓

郎
渡

邊
真

紀
子

樋
口

　
重

和
(
2
2
.
4
.
1
～
2
2
.
4
.
3
0
)

田
ヶ

谷
浩

邦
野

崎
健

太
郎

本
多

　
真

(
2
2
.
7
.
1
～
2
3
.
1
.
3
1
)

片
寄

　
泰

子
　

知
的

障
害

研
究

部
稲

垣
　
真
澄

井
上
　
祐
紀

後
藤

　
隆

章
秋

山
千

枝
子

中
村

　
雅

子
(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

大
橋

　
啓

子
中

川
　

栄
二

北
　

洋
輔

(
～

2
2
.
6
.
3
0
)

軍
司
　
敦
子

(
 
～

2
2
.
8
.
3
1
)

宇
野

　
彰

矢
田

部
清

美
須
藤

茉
衣

子
刑

部
　

仁
美

(
～

2
2
.
6
.
3
0
)

小
柴

満
美

子
須

藤
茉

衣
子

松
田

　
芳

樹
(
2
2
.
4
.
1
～
2
3
.
2
.
2
8
)

木
実

谷
哲

史
真
嶋

　
麻

子
中

村
　

紀
子

山
崎

　
広

子
古

島
わ

か
な

真
嶋

　
麻

子

(
 
～

2
2
.
9
.
3
0
)

崎
原

こ
と

え
小

池
　

敏
英

吉
川

　
朋

子
小

林
　

朋
佳

加
地

　
雄

一
(
2
2
.
9
.
1
～

　
)

小
枝

　
達

也
(
2
3
.
1
.
1
～

　
)

(
2
3
.
3
.
1
～

　
)

松
田

　
芳

樹
昆

　
か

お
り

山
本

寿
子

崎
原

こ
と

え
(
2
3
.
1
.
1
7
～

　
)

杉
田

　
克

生
(
～

2
3
.
1
.
1
6
)

佐
久

間
隆

介
鈴

木
　

義
之

小
久

保
奈

緒
美

小
久

保
奈

緒
美

田
中

　
敦

士
佐

久
間

隆
介

鈴
木

　
浩

太
中

村
　

俊
鈴

木
　

浩
太

難
波

　
栄

二

林
　

　
隆

細
川

　
徹

三
砂

ち
づ

る

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

山
崎

　
広

子

竹
市

　
博

臣

社
会

復
帰

研
究

部
伊

藤
順
一
郎

吉
田
　
光
爾

英
　

一
也

前
田

　
恵

子
大

島
　

巌
堀

内
健

太
郎

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

檜
垣

　
早

苗
安

西
　

信
雄

浪
久

　
悠

(
　
～
2
3
.
1
.
2
4
)

高
原

優
美

子
(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

稲
垣

　
中

香
田

真
希

子
藤

田
　

真
純

坂
田

　
増

弘
(
2
3
.
1
.
1
～

　
)

瀬
戸
屋
雄
太
郎

佐
藤

さ
や

か
西

尾
　

雅
明

久
永

　
文

恵
田

中
　

純
子

(
2
2
.
4
.
1
～

　
)

小
泉

　
智

恵

(
2
3
.
1
.
2
5
～

)
贄

川
　

信
幸

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

佐
竹

　
直

子

瀬
戸

屋
雄

太
郎

高
橋

　
誠

小
川

　
雅

代
樽

谷
精

一
郎

(
2
2
.
7
.
1
～

　
)

小
川

　
雅

代

司
法

精
神

医
学

研
究

部
(
～
2
2
.
7
.
3
1
)

菊
池
安
希
子

西
中
　
宏
吏

牧
野

　
貴

樹
川

田
　

良
作

三
輪

　
靖

子
野

田
　

隆
政

大
塚

 
淑

子

吉
川

　
和
男

安
藤
久
美
子

小
松
　
容
子

美
濃

由
紀

子
堀

　
喜

美
　

今
村

　
扶

美
淺

野
　

敬
子

(
2
3
.
1
.
1
～
　
)

(
～
2
2
.
1
2
.
3
1
)

福
井
　
裕
輝

朝
波

　
千

尋
王

　
剣

婷

岡
田

　
幸
之

岡
田
　
幸
之

（
成

人
精

神
保

健
研

究
部

併
任

）
岩

崎
さ

や
か

石
塚

 
聖

堂

(
2
3
.
1
.
1
～
 
)

(
～
2
2
.
1
1
.
3
0
)

（
2
2
.
5
.
1
2
～

）

岡
田
　
幸
之
（
併
任
）

高
橋
　
洋
子

大
島

　
郁

葉

（
2
2
.
1
2
.
1
～

）

増
井

　
啓

太

- 13 -



Ⅱ 研 究 活 動 状 況

 
 

1)  
22

 
7  

22 1 1 4
2  

23 3 31 11 23 1
4  
 
2)  

22 4 1
11 8

 ( )
 

22 5 25

, 22 89 71 5
185

. 
Grelin

Faculty of 1000

 
23 3 11 9 3

14 22 22

10 20
 

5 14

 
4 6 3

 

- 15 -



精神保健研究所年報　第 24 号

15 1,015
 

 
3)  

22 7 26 Dr. Dana Babuskova 2  
22 8 23 hyun myoungho  
22 8 23  

 

1)  
13

 
2) AD/HD  

 
3)  
4) ALD  

ALD
ALD

 
5)  Landau-Kleffner  

  
6)   

Bronx waltzer bv

 
 

22 2

 

(p257)  

- 16 -



Ⅱ 研 究 活 動 状 況

(p260)  
 

1) Inoue Y, Inagaki M, Gunji A, Furushima W, Okada H, Sasaki H, Omori T, Takeichi H, Kaga M: 
Altered effect of preceding response execution on inhibitory processing in children with AD/HD: An 
ERP study. Int J Psychophysiol 77: 118-125, 2010. 

2) Kita Y, Gunji A, Sakihara K, Inagaki M, Kaga M, Nakagawa E, Hosokawa T: Scanning strategies do 
not modulate face identification: Eye-tracking and near-infrared spectroscopy study. PLoSONE 
http://dx.plos.org/10.1371/journal.pone.0011050. 

3) Sakuma H, Shimizu Y, Saito Y, Sugai K, Inagaki M, Kaga M, Sasaki M Electrophysiological 
evidence of cerebral dysfunction in childhood opsoclonus-myoclonus syndrome. Mov Disord 25: 
940-945, 2010. 

4) Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Sakihara K, Kaga M, Inagaki M, Hosokawa T: Self-face recognition 
in children with autism spectrum disorders: A near-infrared spectroscopy study. Brain Dev Dec. 17, 
2010. [Epub ahead of print] 

5) Matsuda Y, Inoue Y, Izumi H, Kaga M, Inagaki M, Goto Y Fewer GABAergic interneurons, 
heightened anxiety and decreased high-frequency electroencephalogram components in Bronx 
waltzer mice, a model of hereditary deafness. Brain Res 1373: 202-210, 2011. 

6)  
Social Skill Training 56 1-87 2010  

7)   

42 437-442 2010  
8)

28: 401-408 2011  
 

1) 50 43-46 2009  
2) 100 47-53 2011  
 

1) Gunji A, Takeichi H, Inoue Y, Okada H, Omori T, Inagaki M, Kaga M: Single one-minute trial 
assessment of speech processing in school age children. Proceedings of the Auditory Research 
Meeting, the Acoustical Society of Japan, 40: 857-861, 2010  

2) ―
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3) ―  
― pp122-124 2011  
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1) 2011 Pasquale J. Accardo, Barbra Y. 
Whitman: Dictionary of Dvelopemental Disabilities Terminology. Paul H. Brookes Publishing Co., Inc, 
USA, 2002.  
 

1) Inagaki M, Yamazaki H, Kobayashi T, Kita Y, Yatabe K, Gunji A, Kaga M: Magnocellular VEP in 
dyslexics. Clinical Neurophysiology 121: S27, 2010. 

2) Gunji A, Kita Y, Sakihara K, Inoue Y, Kaga M, Inagaki M: Facial cognition in autistic children. 
Clinical Neurophysiology 121: S57, 2010. 

3) Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Kaga M, Watanabe K: Hand-actions implied in hand-written 
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Chinese radicals in the human motor system. Clinical Neurophysiology 121: S196, 2010. 
4) Sakihara K, Gunji A, Kita Y, Furushima W, Inoue Y, Inagaki M, Kaga M: Event-related oscillations 

to structural encoding of face in children with pervasive developmental disorders. Clinical 
Neurophysiology 121: S266, 2010. 

5) Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Inagaki M, Kaga M, Hosokawa T: A hemodynamic study of self-face 
recognition in autism spectrum disorder (ASD): Relation with ASD severities and self-consciousness. 
Clinical Neurophysiology 121: S266, 2010. 

6) Kaga M, Inagaki M, Gunji A, Nakamura M: Auditory perception in Landau-Kleffner syndrome. 
Clinical Neurophysiology 121: S35, 2010. 

7) Inagaki M, Kobayashi T, Kaga M, Kamio Y: Problems of reading and writing in elementary school 
children: Part . Nationwide study in Japan. Abstracts from the second Excellence in Paediatrics 
Conference , 2010; 108. 

8) Kobayashi T, Inagaki M, Kaga M, Tanaka Y, Kamio Y: Problems of reading and writing in 
elementary school children: Part . Relationship with ADHD rating scale. Abstracts from the second 
Excellence in Paediatrics Conference , 2010; 108. 

9) Kaga M, Inagaki M, Ohta R:Incidence of Landau-Kleffner syndrome(LKS)in Japan. Abstracts from 
the second Excellence in Paediatrics Conference , 2010; 70. 

10) Kaga M  New year’s greetings. Brain Dev 33: 1, 2011. 
11)  Dyslexia ADHD

― ― 12 118 2010  
12)

pp.45-46  2010  
13) 21 23 56  1  2010  
14) 23 56  1 2010  
15)

38 345 2010  
16) 23 2010  
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2011  

 

1) Inagaki M, Yamazaki H, Kobayashi T, Kita Y, Yatabe K, Gunji A, Kaga M: Magnocellular VEP in 
dyslexics. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

2) Gunji A, Kita Y, Sakihara K,  Inoue Y,  Kaga M, Inagaki M:Facial cognition in autistic children 
(Symposium 38: Face perception). The 29th International Congress of Clinical Neurophysiology 
(ICCN), Kobe, 2010.10.28-11.1. 

3) Kaga M, Inagaki M, Gunji A, Nakamura M: Auditory perception in Landau-Kleffner syndrome. 29th 
International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

4) 2 2010.7.3. 
5) 15

2010.7. 18. 
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7) 118 2011.2.19. 
 

1) Gunji A, Inoue Y, Kita Y, Sakihara K, Kaga M, Inagaki M: Discrimination of one′s own face and 
familiar face in children with Pervasive Developmental Disorders (PDD): an event related potential 
(ERP) study. The 11th International Child Neurology Congress, Cairo, 2010.5.1-7. 

2) Kita Y, Gunji A, Goto T, Sakuma R, Koike T, Hosokawa T, Inagaki M, Kaga M: Intervention Effects 
of Social-Skill Training for Children with Autism Spectrum Disorders: Quantitative Behavioral 
Assessments with Two-Dimensional Motion Capture System. The 11th International Child 
Neurology Congress, Cairo, 2010.5.1-7. 

3) Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Watanabe K, Kaga M: Motion Perception of Explicit and Implicit
Hand Action Associated with Writing Letters.  The 50th annual meeting of the Society for 
Psychophysiological Research, Marriott Downtown Waterfront, Portland, Oregon, 2010.9.29-10.3. 

4) Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Kaga M, Watanabe K: Hand-actions implied in hand-written 
Chinese radicals in the human motor system. 29th International Congress of Clinical 
Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

5) Sakihara K, Gunji A, Kita Y, Furushima W, Inoue Y, Inagaki M, Kaga M: Event-related oscillations 
to structural encoding of face in children with pervasive developmental disorders.  29th International 
Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

6) Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Inagaki M, Kaga M, Hosokawa T: A hemodynamic study of self-face 
recognition in autism spectrum disorder (ASD): Relation with ASD severities and self-consciousness. 
29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

7) Inagaki M, Kobayashi T, Kaga M, Kamio Y: Problems of reading and writing in elementary school 
children: Part .Nationwide study in Japan. Excellence in Paediatrics , London, 2010.12.2-4. 

8) Kobayashi T, Inagaki M, Kaga M, Tanaka Y, Kamio Y: Problems of reading and writing in 
elementary school children: Part .Relationship with ADHD rating scale. Excellence in Paediatrics , 
London, 2010.12.2-4. 

9) Kaga M, Inagaki M, Ohta R:Incidence of Landau-Kleffner syndrome(LKS)in Japan. Excellence in 
Paediatrics , London, 2010.12.2-4. 

10) Gunji A, Takeichi H, Inoue Y, Okada H, Omori T, Inagaki M, Kaga M: Single one-minute trial 
assessment of speech processing in school age children.
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2002
2010 9 5

(MEMORANDUM OF UNDERSTANDING 2010 COOPERATION IN MENTAL 
HEALTH PROGRAMS AS BETWEEN NCNP and THE UNIVERSITY OF MELBOURNE)

 
22

 
 

1) Chee Ng, Setoya Y, Koyama A,Takeshima T: The ongoing development of community mental health 
services in Japan:utilizing strength and opportunities. Australasian Psychiatry: 18(1): 57-61, 2010. 

2) Miyamoto Y, Tachimori H, Ito H. Formal caregiver burden in dementia: impact of behavioral and 
psychological symptoms of dementia and activities of daily living.Geriatr Nurs.31(4):246-53.2010. 

3) Saito M, Iwata N, Kawakami N, Matsuyama Y; World Mental Health Japan 2002–2003 
Collaborators, Ono Y, Nakane Y, Nakamura Y, Tachimori H, Uda H, Nakane H, Watanabe M, 
Naganuma Y, Furukawa TA, Hata Y, Kobayashi M, Miyake Y, Takeshima T, Kikkawa T. Evaluation 
of the DSM-IV and ICD-10 criteria for depressive disorders in a community population in Japan 
using item response theory. Int J Methods Psychiatr Res. 19(4):211-22. 2010. 

4) de Graaf R, Radovanovic M, van Laar M, Fairman B, Degenhardt L, Aguilar-Gaxiola S, Bruffaerts R, 
de Girolamo G, Fayyad J, Gureje O, Haro JM, Huang Y, Kostychenko S, Lépine JP, Matschinger H, 
Mora ME, Neumark Y, Ormel J, Posada-Villa J, Stein DJ, Tachimori H, Wells JE, Anthony JC .Am J 
Epidemiol. 172(2):149-59. 2010. 

5) Yoshimasu K, Kawakami N, Ono Y, Nakane Y, Nakamura Y, Kobayashi M, Fukao A, Oorui M, 
Horiguchi I, Yamamoto Y, Tachimori H, Takeshima T, Naganuma Y, Iwata N, Uda H, Nakane H, 
Watanabe M, Funayama K, Furukawa TA, Hata Y, Ahiko T, Kikkawa T. Epidemiological aspects of 
intermittent explosive disorder in Japan; prevalence and psychosocial comorbidity: findings from the 
World Mental Health Japan Survey 2002-2006." Psychiatry Research 186(2-3): 384-389, 2011. 

6) Sawamura K, Ito H, Koyama A, Tajima M, Higuchi T: The effect of an educational leaflet on 
depressive patients' attitudes toward treatment. Psychiatry Res 177: 184-187, 2010. 
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7) Sudo A, Yamauchi T: Risk cognition and risk behaviors concerning sexual victimization in female 
undergraduates. Pers Individ Dif 49: 13-18, 2010. 

8)   
(0919-1372)20 1 : 

17-25.2011. 
9)  

52(6): 583-589, 2010. 
10)  

29(9): 874-878, 2010. 
11)  

 45(2): 104-118, 2010. 
12)

 1 52(6): 
561-572. 2010. 

13)
 

57(7): 550-560, 2010. 
14)  

112(8): 720-733, 2010. 
15)  

58(1): 40-46, 2011. 
16) ,  : 

.  52 (9): 903-907, 2010. 
 

1)  29(3): 10-15, 2010. 
2)  52(6): 530-531, 2010. 
3)  

 , pp3-13, 2010. 
4)  17(3): 281-286, 2010. 
5)  74(11): 950-954, 2010. 
6)  74(12): 1034-1037, 

2010. 
7)  25(2): 29-34, 2010. 
8)  113(1): 68-69, 2011. 
9)  113(1): 70-73, 2011. 
10)  

75(4): 321-325. 2011. 
11)   

à la carte 29(2): 263-267, 2010. 
12)   

2010. 
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13) 74(7): 603-606, 2010. 
14) 74(8): 701-704, 2010. 
15)  74(10): 870-873, 2010. 
16)  42(1): 68-76. 2011.  
17) . , 19(1): 58-62, 2010. 
18)  39(11): 1425-1429, 2010. 
19)   156: 85-88, 2011. 
20)   

75: 9-12, 2010. 
21)  

:52(7) : 441-446, 2010. 
22) Be 26(2): 26-30, 2010. 
23)   104(6): 36-42, 2010. 
24) SIRI 39 : 851-858, 

2010. 
25)

53(2): 240-261, 2010. 
 

1)   pp772-773. 2010. 
2)  21 2011  

pp33, 2010. 
3) . 2011  

pp215-216, 2010. 
4) SST

pp24, 2010. 
5) . 2011  

pp216-217, 2010. 
6) 2011  

pp217, 2010. 
7) 1 3

pp20-24, 2010. 
8) 29

pp219-225, 2011. 
 

1)  21
pp565-567, 2009. 

2)  22

  ( 21 22 ) pp7-6, 2011. 
3)  22
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1)  Tomiyama K, Kuriyama T, Nakashima H, Funada M, Ogawa Y, Arakawa Y: Analysis of r
elation between an increase in intracellular calcium and cell death mechanism in RCR-1 ce
lls exposed to tributyltin chloride. Trace Nutrients Research 27 : 28-34, 2010. 

2) Katsumata Y, Matsumoto T, Kitani M, Akazawa M, Hirokawa S, Takeshima T: School pro
blems and suicide in Japanese young people. Psychiatry and clinical neurosciences 64:214-2
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3)   Surasing Visrutaratna, Siriporn Wongchai, Manoon Jaikueankaew, Kobori Eiko, Kihara Ma
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.  26 (2): 241-250, 2011. 
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1)  Kiyoshi Wada: The history and current state of drug abuse in Japan. Annals of the New Y
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2)     46 (7): 1781-1786, 20
10. 

3)     68(8): 1437-1442, 2010. 
4)     46(9):876-880, 2010. 
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23) : .  112 (8): 766-

773, 2010. 
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, 2010.11.5. 

11)  42
, 2010.11.8. 

12)  
22 , 

, 2010.11.18. 
13)  

22 , 
,2010.11.19. 

14)  
22 , 

, 2 , 2010.11.30. 
15)   

, , 2010.12.7. 
16)  

4 , 
, 2010.12.10. 

17)  22 4
, 2010.12.16. 

18)  
 , , 2011.2.1. 

19)  2011.2.16. 
20)  

 , , 2011.2.18. 
21)  

 , , 2011.2.22. 
22)  : .  21

, , 2010.4.7. 
23)  : .  21

, , 2010.4.7. 
24)  : ?   

,  , 2010.4.16. 
25)  : .  3

,  , 2010.4.17. 
26)  : .  , 

 & , 2010.4.17. 
27)  : . 

 22 1 ,  , 2010.5.8. 
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29)  : .  

, , 2010.5.24. 
30) : .  ,  ,

 2010.5.26. 
31)  : . NPO  2

010  & 7 , , 2010.5.29., 
32)  : .  , 

, 2010.5.31. 
33)  : .  22

,  , 2010.6.2. 
34)  : , . 

 30 ,  , 2010.6.10. 
35)  : .  22

,  , 2010.6.11. 
36)  : .  

,  , 2010.6.14. 
37)  : .  

,  , 2010.6.21. 
38)  : .  22

,  , 2010.6.23. 
39)  : .  22 , 

, 2010.6.25. 
40)  : .  22

, , 2010.6.30. 
41)  : .  

, , 2010.7.7. 
42)  : , .  22

, , 2010.7.9. 
43)  : .  

22 , 2010. 7. 12,  
44)  : .  78 , 

, 2010.7.14. 
45)  : Q & A .  , 

, 2010.7.22. 
46)  : .  22

, , 2010.7.23. 
47)  : , .  

22 ,  
, 2010.7.30 

48)  : .  ,  
, 2010.7.30 

49)  : . 
 22 1 ,  , 2010.7.31. 

50)  : .  
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/ 2,  WithYou , 2010.8.2. 
51)  : .  ,  

, 2010.8.3. 
52)  : .  22
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53)  : .  
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54)  : . 

 22 ,  , 2010.8.18. 
55)  : . 

 22 , , 2010.8.
20. 

56)  : .  22
, , 2010.8.21. 

57)  : / .  
4 ,  , 2010.8.26. 

58)  : .  22
,  , 2010.8.30. 

59)  : , .  22
, , 2010.9.3. 

60)  : , . 
 2010 2 
,  , 2010.9.5. 

61)  : .   8  
, ,  ,

2010.9.10. 
62)  : . 

 ,  , 2010.9.11. 
63)  : . 

 , , 2010.9.17. 
64)  : ,  

  
 ,  , 2010.9.23 

65)  : .  
4 .  , 2010.9.24. 

66)  : . , 
 , 2010.9.26. 

67)  : .  22
 , , 2010.9.28. 

68)  : , .  
,  , 2010.10.2. 

69)  : . 
,  

,2010.10.13. 
70)  : .  , 
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 22 2 NPO ,  , 2010.10.17. 
72)  : .  22

,  , 2010.10.18. 
73)  : .  22

 ,  , 2010.10.19. 
74)  : .  7

 ,  , 2010.10.21. 
75)  : , , .  10  ,  

, 2010.10.31. 
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 22 ,  , 2010.11.5. 
77)  : . 

 1 , 
, 2010.11.8. 

78)  : .  22
, 2010. 11. 10,  

79)  : SMARPP .  .  
SCAPES , 2010.11.12. 

80)  : .  22 ,  
, 2010.11.14. 

81)  : .  22 , 
, 2010.11.15. 

82)  : . 
 2 ,  

, 2011.11.16. 
83)  :  .  14

, & , 2010.11.18. 
84)  : .  , ,

 2010.11.19. 
85)  : . NPO  , 

, 2010.11.23. 
86)  : 7   .  30 i

n ,  , 2010.11.27. 
87)  : .  22 5

, , 2010.11.29. 
88)  :  . 48 ,  ,  
    2010.11.30. 
89)  : .  22

, , 2010.12.6. 
90)  : .  
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91)  : ? .  22

,  , 2010.12.8. 
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92)  : 1 . 
 22 ,  ,201

0.12.9. 
93)  : .  2

2 , , 2010.12.10. 
94)  : . 

 17 , ,20
10.12.12. 

95)  : .  ,   
    2010.12.15. 
96)  : !  ,  

, 2010.12.17. 
97)  : .  

,  , 2010.12.20. 
98)  : .  42

.  , 2010.12.22.  
99)  : . 

 60  ,  , 2011.
1.16.   

100)  : .  
, , 2011.1.17. 

101)  : , ?
.  , , 2011.1.19. 

102)  : , . 22
 ,  , 2011.1.21. 

103)  : . 
 , , 2011.1.22. 

104)  : . 22
 ,  

, 2011.1.24. 
105)  : .  

,  , 2011.1.28. 
106)  : .  

, , 2011.1.30. 
107)  : .  
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108)  : .  22 2

,  , 2011.1.31. 
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110)  : .  22
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111)  : .  22

, , 2011.2.5. 
112)  : . NPO
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, 2011.2.8. 
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115)  : .  22 ,  

, 2011.2.20. 
116)  : . 

 ,  , 2011.2.22. 
117)  : .  22 ,  

5 , 2011.2.22. 
118)  : .  

,   , 2011.2.25. 
119)  : SOS .  

, 2011. 2. 27,  
120)  : .  ,  

, 2011.3.2. 
121)  : .  3 ,  

, 2011.3.8. 
122)  : .  4 ,  , 2
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 ,  , 2011.3.1
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124)  , : , 
22 ,  , 2011.3.21. 
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 22 ,  , 201
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126)  : , . 
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,  , 
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128) , 22
2011.3.1 

129)  22
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131)  22
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133)  22
2010.11.26 

134)  ,
2010.10.13  

135)  1
2010.6.29. 

136)  22
. 2010.6.25. 

137)  
2010.6.7. 

138)  22
2010.5.20. 

1)  , 3 5 JS-5 22
45 , 22

, 13
2010.10.7-10.9. 

2)  , 30
2011.3.4. 

3)   , : 8 . 106
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4)  , : 3 1 , 
22 ,  , 2010.10.7. 
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, 22 , , 2010.10.7. 

6) 5 45 , , 
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1) 12 (2010.9.7-9.10) 
2) 24 (2010.9.7-9.10) 
 

1)   2010.4.6. 
2) 10 2 2010.7.28. 
3)   2010.8.4. 
4) 

2010.9.18. 
5)    2 2010.11.13. 
6)  2010 46 , BS

2010.12 MOOK. p.053-p.053, 2010.12. 
7)  2010.12.17. 
8) : , 2010.4.30. 
9) : , 2010.6.24. 
10) : , 2010.5.26. 
11) : , 2010.6.9. 
12) : 2010.8.5. 
13) : , 2010, 7. 13 
14) : , 2010.7.24. 
15) : , 2010.9.1. 
16) : NHK , 2010.8.19. 
17) : 11 , 2010.8.27. 
18) : , , 2010.8.27. 
19) : , 2010.9.25. 
20) :  

, 2010.9.11. 
21) : , 2010.9.15. 
22) : , 2010.9.21. 
23) : , 2010.11.2. 
24) :  OTC , 2010.12.1. 
25) : , 2010. 2. 28 
26) : NHK , 2010. 4. 26-27 
27) : DVD , 2010.5.10. 
28) : NHK , 2010.6.28-29. 
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29) : NHK , 2010.7.26-27. 
30) : NHK ETV  , 2010.8.28. 
31) : NHK , 2010.9.22-23. 
32) : NHK  , 2010.11.8-9. 
33) :   , 2011.1.21. 
34) : NHK VTR , 2011.3.4. 
35) OK 2009.4.20  
 

1)  . NO! DRUGS 2010. , 2010. 
2)  : DRUG 2010 . , 2010. 
3)  ,

, 2010. 
4)   , 2010.8.4. 
5)  , No.922, 2010

9 28 . 
6)  DRUG , ,02-02, 2010.11.  
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TAS-20
 

(2) MRI
 

MRI

C  
 

2)  
(1)  

 
(2)  

6,000

EDE-Q  CIDI 3.0  (CAPI) 

 
 
3)  
(1)  
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Nakabayashi K. et al J Hum Genet 54:531-537, 2009
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Hardy-Weinberg Equilibrium 1q41 D1S0562i
D1S0562i D1S0562i

 
SNP

GWAS H23 940
B  

(2)  

Psychiatric Genetics
Faculty of 1000

 

BDNF Val66Met

B  
(3)  

BMI 20.5kg/m2 25.9

β3
1 β2

BDNF
C  

 
4  

 
 
5  

ecological momentary assessment EMA

BMI
 

 
6  

Day 
reconstruction method DRM EMA DRM
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1) ― ―

2010.8.5. 
2)  2011 ― ― 13

2011.1.30. 
3) 2011.2.25. 
4) 2010.2.26 

 
2  

 

 
 
3  

22  
8 2010.8.31 9.3  
7 2010.11.10 12  

 
 
4  

 
 

5  
)   

 
 

1) Ando T, Komaki G, Nishimura H, Naruo T, Okabe K, Kawai K, Takii M, Oka T, Kodama N, 
Nakamoto C, Ishikawa T, Suzuki-Hotta M, Minatozaki K, Yamaguchi C, Nishizono-Maher A, 
Kono M, Kajiwara S, Suematsu H, Tomita Y, Ebana S, Okamoto Y, Nagata K, Nakai Y, Koide M, 
Kobayashi N, Kurokawa N, Nagata T, Kiriike N, Takenaka Y, Nagamine K, Ookuma K, Murata 
S, the Japanese Genetic Research Group for Eating Disorders A ghrelin gene variant may 
predict crossover rate from restricting-type anorexia nervosa to other phenotypes of eating 
disorders: a retrospective survival analysis Psychiatric Genetics 20:153 159,  2010. 

2) Ishiguro H, Onaivi ES, Horiuchi Y, Imai K, Komaki G, Ishikawa T, Suzuki M, Watanabe Y, Ando 
T, Higuchi S, Arinami T :  Functional polymorphism in the GPR55gene is associated with 
anorexia nervosa. Symapse 65:103–108, 2011. 
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3) Igarashi T, Komaki G, Lane RD, Moriguchi Y, Nishimura H, Arakawa H, Gondo M, Terasawa Y,  
Sullivan C, Maeda M The reliability and validity of the Japanese version of the Levels of 
Emotional Awareness Scale (LEAS-J), BioPsychoSocial Medicine 2011, 5:2 2001.1.31. 

4)
50(12):1171-1185, 2010 

5)   
Body Shape Questionnaire Body Attitudes Questionnaire

51(2):151-161 2011 
 

1) Yoshiuchi K, Inada S, Kikuchi H: Food diaries: use of new technology versus the written record. 
CAB Reviews: Perspectives in Agriculture, Veterinary Science, Nutrition and Natural Resources 
5:48(1-5), 2010. 

2) 2011 No4534
pp80 87 2011. 

3)  A SPECIAL EDITION,
GWAS BIO Clinica 25(6) 494-499, 2010. 

4) 11 Geriatric 
Medicine Vol. 48 1113-1118, 2010. 

5)  50 :811-815 2010. 
6) : , , , 56(14): 26-32, 

2010.  
 

1) ― NPO  
2010.6 

2)
pp557-571 2010.9.10 

 

1)
20~22 20 -7 2011.3 

2)
20~22 20 -2 2011.3 

3)
20~22 20 -7 2011.3 

 

 , , , , 
pp234-237 2010. (Freeman A, Felgoise SH, Nezu AM, Nezu CM, Reinecke MA eds.: 

Encyclopedia of Cognitive Behavior Therapy. Springer, New York, 2005)  
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1) Q20
  a la carte

29 (3): 312, 2010. 
2) Q27 ( )  

 a la carte 29 (3): 319, 2010. 
3) Q32

  a la carte 29 (3): 
324, 2010. 

4) Q8  
 a la carte 29 (3): 300, 2010. 

5)
http://dev03.visual-l.com/portal/100625 /disease/eat.html

http://dev03.visual-l.com/portal/100625/disease_detail/1_04_02eat.html 
6)

http://dev03.visual-l.com/portal/100625 /disease/eat.html
http://dev03.visual-l.com/portal/100625/disease_detail/1_04_02eat.html 

7) Q46
 

 a la carte. 29 (3): 338, 2010. 
8) 2  

3(1): 57-59  2011. 
9)  42(1):122 2011.. 
 

1) Neuroimaging 51
2010.6.26-27. 

2) 118 2011.2.19.  
3) 2 3

2011.2.5-6. 
 

1) Komaki G, Nakabayashi K, Ando T, Inoko H, Shirasawa S, Japanese Genetic Research Group 
For EatingDisorders (JGRED) Genetic study for Japanese anorexia nervosa patients by 
genome-wide association analysis with microsatellite markers. The 14th Congress of the Asian 
College of Psychosomatic Medicine, Beijing, 2010.9.10-12 

2) Ando T, Hasegawa Y, Ichimaru Y, Komaki G Associations of stress coping styles with eating 
disorder-tendency and body composition in young Japanese women.  International Conference 
on Eating Disorders, Salzburg, 2010.6.10-12. 

3) Nishimura H, Komaki G, Arakawa H, Maeda M Screening investigation for eating disorders 
among female juniorhigh students; one year prospective study. International Conference on 
Eating Disorders, Salzburg, 2010.6.10-12. 

4) Kikuchi H, Yoshiuchi K, Inada S, Komaki G, Yamamoto Y What is related to food intake in real 
daily life?: A study using ecological momentary assessment and PDA-based food recording system. 
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11th International Congress of Behavioral Medicine, Washington, D.C., 2010. 8.4-7. 
5) Kim J, Kikuchi H, Yamamoto Y Examination of new methods to measure fatigue and depressive 

mood by using physical activity level. 11th International Congress of Behavioral Medicine, 
Washington, D.C., 2010.8.4-7. 

6) Gondo M, Moriguchi Y, Sato N, Sudo N, Komaki G : Daily physical complaints and Activity in the 
hippocampal formation in response to pain modulation mediated by Anxiety. American 
Psychosomatic Society 69th Annual Scientific Meeting, March 9-12, 2011, San Antonio, USA 

7)
51 2010.6.26-27. 

8)
51 2010.6.26-27. 

9)
51

2010.6.26-27. 
10)

51 2010.6.26-27. 
11)  EMA

51 2010.6.26-27. 
12)

 
2010.10.22-23 . 

13)
 

BDNF Val66Met 14
2010.10.2-3. 

14)
26

2010.11.5-6. 
15)  

15
2010.11.20-21. 

16)  EMA
15 , , 

2010.11.20.-21. 
17)

2010.10.2. 
18)

. 17
2011.3.11-12. 

19) Yoga Aroma
51

2010.6.26-27. 
20)
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14 2010.12.11-12. 
21)  2.

2. DLB . 11
, 2010.4.17. 

22) DLB . 10 , , 2010.6.4 
23)  29

DLB . 29
, , 2010.11.5. 

24)   ) Ealry 
depression DLB SPECT 4

2010.11.20. 
 

1)
20 -7

2010.7.16. 
2) , 

20 -7
2010.7.16. 

3)
20 -7

2010.12.1. 
4)

20 -2
2010.12.2. 

5)

20 -7
2010.12.1. 

6) ( )
 20 -7

2010.12.1. 

5)
2010.8.5. 

6)  2011 ― ― 13
2011.1.30. 

7) 2011.2.25. 
8) 2010.10.24. 
9) 2011.2.20. 
10) 2011.3.8. 
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11) , 8 , 
2010.1.14 .6. 

12) 2010.3.12.. 
 

 1   WG  
  , ,                                      

 
   
      
 2   
  
  
 3)   
  
 

1) Komaki G Chairman President speech: Recent Advances in Psychosomatic Medicine by C. 
Kubo The 14th Congress of the Asian College of Psychosomatic Medicine, Beijing, 2010.910-12. 

2) Komaki G Special lecture II : TCM Types of Personality & Constitution in 
Prevention and Treatment of Psychosomatic Disease by Xue Chongcheng (China), 
Psychosomatic Medicine in Korea-Research and Clinical Reality by Byung-Il Min (Korea), The 
14th Congress of the Asian College of Psychosomatic Medicine, Beijing, 2010.910-12. 

3) Neuroimaging 51
2010.6.26-27. 

4) 14
2010.10.2-3 

5) 118 2011.2.19. 
6) 118 2011.2.19.  

 

1  
  “BioPsychoSocial Medicine” Deputy Editor 
 

 
1 22 8

2010.8.31-9.3 
2 22 7

2010.11.10-12 
 

 
1 8 2010.8.31-9.3 
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2 7
2010.11.10-12 

3 7 2010.11.10-12 
4 : . 12 , , 

2011.1.16 
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SRS SCDC DCDQ
MOQ-T CCC-2 ADOS

5)

M-CHAT

6)

7)
 

e-learning
 

 

1)  

H21

HP 2010.10.23 You Tube

2)  

1

3

3)  
5
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4)  

20-22

21 21
5

23 WG
National Children’s Study WG

19-21

23 1 13

0113 1

1

5)  

 
6)  

 

 
1) Yamasaki T, Fujita T, Ogata K, Goto Y, Munetsuna S, Kamio Y, Tobimatsu S: Electrophysiological 

evidence for selective impairment of optic flow perception in autism spectrum disorder. Research in 
Autism Spectrum Disorders 5: 400-407, 2011.  

2) Fujita T, Yamasaki T, Kamio Y, Hirose S, Tobimatsu S: Parvocellular pathway impairment in 
autism spectrum disorder: Evidence from visual evoked potentials. Research in Autism Spectrum 
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Disorders 5: 277-285, 2011.  
3) Maekawa T, Tobimatsu S, Inada N, Oribe N, Onitsuka T, Kanba S, Kamio Y: Top-down and 

bottom-up visual information processing of non-social stimuli in high-functioning autism spectrum 
disorder. Research in Autism Spectrum Disorders 5: 201-209, 2011. 

4) Mitsudo T, Kamio Y, Goto Y, Nakashima T, Tobimatsu S: Neural responses in the occipital cortex to 
unrecognizable faces. Clinical Neurophysiology 122: 708-718, 2011.  

5) Koyama T, Kamio Y, Inada N, Inokuchi E: Maternal age at childbirth and social development in 
infancy. Research in Autism Spectrum Disorders 5: 450-454, 2011.  

6) Koyama T, Inokuchi E, Inada N, Kuroda M, Moriwaki A, Katagiri M, Noriuchi M, Kamio Y: Utility 
of the Japanese version of the Checklist for Autism in Toddlers (CHAT-J) for predicting pervasive 
developmental disorders at age 2. Psychiatry Clin Neurosci 64: 330-332, 2010.  

7) Kuroda M, Wakabayashi A, Uchiyama T, Yoshida Y, Koyama T, Kamio Y: Determining differences 
in social cognition between high-functioning autistic disorder and other pervasive developmental 
disorders using new advanced “mind-reading” tasks. Research in Autism Spectrum Disorders 5: 
554-561, 2011.  

8) Canuet L, Ishii R, Iwase M, Ikezawa K, Kurimoto R, Takahashi H, Currais A, Azechi M, Aoki Y, 
Nakahachi T, Soriano S, Takeda M: Psychopathology and working memory-induced activation of 
the prefrontal cortex in schizophrenia-like psychosis of epilepsy: Evidence from 
magnetoencephalography. Psychiatry Clin Neurosci 65: 183-190, 2011.  

9) Katagiri M, Inada N, Kamio Y: Mirroring effect in 2- and 3-year-olds with autism spectrum disorder. 
Research in Autism Spectrum Disorders 4: 474-478, 2010. 

10) Moriwaki A, Ito R, Fujino H: Characteristics of empathy for friendship in children with 
high-functioning autism spectrum disorders. Japanese Journal of Special Education 49: 593-618, 
2011. 

11) Inada N, Kamio Y, Koyama T: Developmental chronology of preverbal social behaviors in infancy 
using the M-CHAT: Baseline for early detection of atypical social development. Research in Autism 
Spectrum Disorders 4: 605-611, 2010. 

12) Inada N, Kamio Y: Short forms of the Japanese version WISC-III for assessment of children with 
autism spectrum disorders. Japanese Journal of Child and Adolescent Psychiatry 51 Supplement: 
11-19, 2010. 

13) Inada N, Koyama T, Kamio Y: Reliability and validity of the Japanese version of the Modified 
Checklist for autism in toddlers (M-CHAT). Research in Autism Spectrum Disorders 5 330-336, 
2011. 

14) Noriuchi M, Kikuchi Y, Yoshiura T, Kira R, Shigeto H, Hara T, Tobimatsu S, Kamio Y: Altered white 
matter fractional anisotropy and social impairment in children with autism spectrum disorder. 
Brain Res 1362: 141-149, 2010. 

 
 

1) 4 7 2010  
2) 4 58-63 2010  
3) 4486 83-84 2010  
4) Endocrine Disrupter News Letter 12 2  2010   
5) 41 24-31 2010  
6) Cefiro12 25-28 2010  
7) PDD 12 1 6-11 2010  
8) 691 49-57 2011  
9)
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10 62-63 2010  
10) Maternal Love

62 12-16 2011  
11)

4 64  135-137 2011  
 

 
1)

pp19-37, 2010  
2)

19 pp47-52 2010  
3)  

pp17-33 2010  
4) 2010

, Vol.25 pp260-261 2010  
5)

EBM 2010-2011 pp343-347 2011  
 

 
1) 1

22   1

pp1-13 2011  
2)

22   1

pp17-21 2011  
3)

22   1

pp43-47 2011  
4) 21

 (2 ) pp153-156 2010  
5)

20-22
pp1-8 2011

6)
22

pp00-00 2011
7) 22

  1

pp93-100 2011  
8) 22

  1
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pp177-182 2011  
9)

22   1

pp183-202 2011  
10)

22   
1

pp129-155 2011  
11)

21  (2
) pp161-162 2010  

12)
( ) 22

  1

pp23-29 2011  
13) 21

 (2 ) pp157-160 2010  
14)

20-22 pp11-19 2011  
15)  (Social Responsiveness Scale SRS)  (

) 22  
 1

pp49-68 2011  
16)

 ( ) 22
  1

pp69-82 2011  
17)  (

) 22  
 1

pp83-91 2011  
18)

 ( ) 22
  1

pp101-113
2011  

19) (Autism Diagnostic Observation 
Schedule ADOS) 1 (

) 22  
 1

pp31-38 2011  
20)

20-22 pp38-53 2011  
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21)

22
  1

pp119-128
2011  

 
 

1) 3-4
2010  

2) 26
113-116 2011  

3)  
20-22

 
2011  

4)
. 2011. 

 

 
1) Kamio Y: The Utility of the Modified Checklist for Autism in Toddlers (M-CHAT) in the 

community-based health check-up at 18 months of age in Japan: From 5-years prospective study. 
Symposium “Early detection and interventions for the children of pervasive developmental 
disorders” The 19th World Congress of the International Association for Child and Adolescent 
Psychiatry and Allied Professions/ The 6th Congress of the Asian Society for Child and Adolescent 
Psychiatry and Allied Professions, Beijing, 2010.6.4.  

2) Ryouhei I, Leonides C, Yasunori A, Masao I, Hidetoshi T, Takayuki N, Masatoshi T: Clinical 
Application of MEG in Schizophrenia. Symposium 6: Electrophysiology. New Insight through 
Psychophysiological Study for Exploring Psychopathology of Schizophrenia Patients. The 2nd Asian 
Congress on Schizophrenia Research, Seoul, Korea, 2011.2.11-12.  

3) Inada N: Reliability and validity of the Japanese version of the Modified Checklist for Autism in 
Toddlers M-CHAT  . Development Research International Workshop, Kyoto, 2010.8.21.  

4)
2010.7.14. 

5)

48  2010.9.19. 
6) 51

 2010.10.28.  
7) .

22 2011.3.25. 
8)

22 2011.3.25. 
9) 74

2010.9 
10) CCC-2
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CCC-2
48 2010.9.18. 

11) SRS

22 2011.3.25. 
12) M-CHAT

M-CHAT, ADOS, CARS, 
Vineland-II 22 2011.3.28. 

13) 62
2010.5.15. 

 
 

1) Inagaki M, Kobayashi T, Kaga M, Kamio Y: Problems of reading and writing in elementary school 
children: Part I.Nationwide study in Japan. Excellence in Pediatrics, London, UK, 2010.12.2-4. 

2) Kobayashi T, Inagaki M, Kaga M, Tanaka Y, Kamio Y: Problems of reading and writing in 
elementary school children: Part II. Relationship with ADHD Rating scale Excellence in Pediatrics, 
London, UK, 2010.12.2-4. 

3) Leonides C, Ryouhei I, Masao I, Koji I, Ryu K, Hidetoshi T, Michiyo A, Yasunori A, Takayuki N, 
Masatoshi T: Cognitive and psychopathological disturbance in schizophrenia-like epilepsy 
psychosis: a neuroimaging magnetoencephalography study. The 2nd Asian Congress on 
Schizophrenia Research, Seoul, 2011.2.11-12.  

4) Katagiri M, Yamasaki T, Tobimatsu S, Kamio Y: Familiar voice processing in children with ASD. 
IX International Congress Autism Europe, Catania, Italy, 2010.10. 8-10.  

5) Yamasaki T, Ogata K., Ijichi I, Katagiri M, Kamio Y, Tobimatsu S: A NIRS study on the neural 
mechanism of voice recognition in preschool children. Clinical Neurophysiology121, e23. 
[doi:10.1016/j.clinph.2010.02.099] 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 
Japan, 2010.  

6) Moriwaki A, Fujino H: Friendship and empathy in children with high-functioning 
ASD.  International congress Autism Europe, Catania, Italy, 2010.10. 9. Noriuchi M, Kikuchi Y, 
Yoshiura T, Kamio Y: White matter structure and social impairments in children and adolescents 
with autism spectrum disorder: A preliminary diffusion tensor imaging study. IX International 
congress, Autism Europe, Catania, Italy, 2010.10. 8-10.  

7) Atomi T, Yoshizawa Y, Noriuchi M, Atomi Y, Kikuchi Y: An fMRI study of the human body's gravity 
center -Self-other difference in the perception of body instability-. 29th International Congress of 
Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

8) Oba K, Kikuchi Y, Noriuchi M, Matsuoka A: The Neural Mechanisms of Warm Feeling Associated 
with Remote Autobiographical Memory Retrieval –An fMRI Study -. 29th International Congress of 
Clinical Neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

9)
2 35
2010.7.1-2. 

10)
2 4 51 2010.10.29. 

11)
51 2010.10.30. 

12) familiar 
voice 51
2010.10.30.  
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13)
45 2010.11.27 

14) SRS
51 2010.10.30. 

15) ASD
22 2011.3.26. 

16) SRS
51 2010.10. 30.

17) RBS-R
51 2010.10.29.

18) ADOS
1 22 2011.3.27.

19)
ADOS 4 22 2011.3.27. 

20)
15 2010.7.17-18.  

21) fMRI
12 2010.6.19-20. 

22)
2010.9.16-18. 

23) Functional 
MRI

2010.9.30-10.2.  
24) fMRI

40 2010.11.1. 
 

 
1) . 

2010.6.17. 
 

1)
2010.8.28. 

2)
2010.10.26. 

3) 24
2010.11.11. 

4) 2010
2010.11.7. 

5) NCNP 2010.11.16. 
6) 20

2010.11.28. 
7) 22

2010.12.21. 
8) 14

2011.2.5. 
9) 15
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2011.2.5. 
10)

2011 2011.2.26. 
11) CNS 

Symposium 2011.3.5. 
12) 2010.7.21. 
 

 
1)  
2)  
3)  
4) 21  
5)  
 

 
1) 22 5

2010.6.23-25. 
2) 22 3

2010.9.29-10.1. 

 
1) (PARS) 22 1

2010.5.13. 
2) PARS 22 1

2010.5.14. 
3) 22

5
2010.6.23. 

4) 22 5
2010.6.24. 

5) 22
5 2010.6.25.  

6) 22 3
2010.9.29. 

7) 22
3 2010.9.30.  

8) 28
2010.10.2. 

9) 22 2
2010.10.5. 

10) 22
2010.10.9. 

11) , 
2010.11.24. 

12) M-CHAT . 22
2011.3.18. 
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13) PARS 22 1
2010.5.14. 

14) 22 3
2010.10.1. 

15)
2010.11.25. 

16) 22
5

2010.6.24. 
17)  2010 2

2010.11.14. 
18) 2010

2010.11.19. 
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6．成人精神保健研究部 
Ⅰ．研究部の概要

研究部及び研究室の研究目的 
自然災害，犯罪被害，虐待等における心理的外傷を緩和し，効果的な治療と支援の研究を進めるととも

に，代表的な病態であるPTSD の神経科学的な解明と治療研究を推進している．各種震災，事故等に際し

ては専門家派遣などの現地支援に当たるとともに，効果的な行政・医療対応のシステム研究にも取り組ん

でいる．また関係諸機関（厚生労働省，警察庁，内閣府等中央省庁，精神保健福祉センター，災害医療セ

ンター，保健医療科学院，世界保健機構，兵庫県および新潟こころのケアセンター等）とのネットワーク

の構築，共同研究の推進，教育研修活動も積極的に行っているところである． 
また平成 22年度末の 3月 11日に発生した東日本大震災に関しては，直ちに国立精神神経医療研究セン

ターに情報支援サイトを立ち上げ，また精神神経学会において対策にあたるなどの迅速な対応を行った． 
平成 22 年度の当研究部の構成は以下の通りである．部長：金 吉晴．診断技術研究室長：松岡 豊．犯

罪被害者等支援研究室長：中島聡美．災害等支援研究室長：鈴木友理子．精神機能研究室長：栗山健一．

認知機能研究室長（司法精神医学研究部併任）：福井裕輝．流動研究員は松村健太，本間元康，岡島純子．

外来研究員として伊藤正哉，袴田優子．協力研究員は北山徳行，西 大輔，堤 敦朗，松岡恵子，白井明美，

柳田多美，原恵利子，石丸径一郎，寺島 瞳，深澤舞子，井筒 節，曽雌崇弘，成澤知美，西多昌規，藤井 猛，

正木智子．研究生は佐野恵子，茂木香子，野口普子，松崎陽子，永井めぐみ，伊藤大輔，澁谷美穂子，臼

杵理人，中澤佳奈子，島崎みゆき，江口佐和子，小林由季，高岡昴太，加藤知子，栗田真里，堀江美智子，

荒川和歌子，工藤紗弓，奥山紗由，石田牧子，伊東史ヱ，伊藤まどか，小暮由美．実習生として足立真観

子，木村美貴子．客員研究員として松田博史，宇野正威，加茂登志子，小西聖子，宮地光恵，下山晴彦，

鈴木伸一，Charles Marmar，Sarbjit Singh Johal各氏を迎えている．（順不同） 
 
Ⅱ．研究活動

1) PTSDに対する持続エクスポージャー療法の効果に関する研究 
現在各国のガイドラインでPTSDに対する治療法として最もエビデンスがあるとされている，持続エクス

ポージャー療法（Prolonged Exposure Therapy）の治療効果についてのRCTが終了し，出版中である．

（金，中島，伊藤） 
 

2) 交通外傷後の精神健康に関するコホート研究 
事故後PTSDの有病率は，研究方法が確立された先進諸国の間でも差がある．研究参加者300人中106人
が6か月後の面接調査に参加し，事故6か月の時点で精神疾患の診断基準を満たしていたのは28人（26.
4％）であった．そのうち，PTSD（6人，5.7％），部分PTSD（12人，11.3％），大うつ病（10人，9.
4％）が为要な診断であった．PTSD有病率を明らかにしたうえで，医療技術や公衆衛生の水準および生

活水準などを反映する乳児死亡率が各国間の有病率の相違と関連しているかどうかを検討した．その結果，

乳児死亡率が高い国ほど事故後PTSDの有病率が高いという生態学的関連を見出した．（松岡，中島，金） 
 
3) 新潟県中越地震および中越沖地震における地域住民の精神健康追跡調査 

新潟県小千谷市および柏崎市，刈羽村，出雲崎町における住民の精神健康調査を実施した．（金，鈴木，

深澤，中島） 
 

4) 災害精神保健マニュアルの改訂に関する研究 
災害精神保健のあり方について，阪神・淡路大震災，新潟中越沖地震，中越沖地震で精神保健活動に

携わった被災地内外の専門家 100 名を対象にデルフィ法を行い，災害対応に関する合意形成を行っ

た．その結果，１）災害精神保健体制の構築，２）心のケアのあり方，３）外部支援のあり方，４）
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支援者ケアの 4つの領域について，推奨行動に関する合意を得，またその他の注意事項についてまと

めた．この結果に基づいて，災害精神保健マニュアルの改訂を行った（鈴木，深澤，中島，金） 
 

5) PTSD症状，レジリエンス，そして外傷後成長の関連についての検討 
交通外傷患者におけるレジリエンスと外傷後成長との関連を検討した．外傷後成長を構成する因子のうち，

「人生・生命に対する感謝」と「精神性的変容」はPTSD症状と深く関連し，「人間としての強さ」「他

者との関係」「新たな可能性」はレジリエンスと深く関連していることが示唆された．（松岡，金） 
 

6) 不飽和脂肪酸によるPTSD予防法の検討 
外傷患者のPTSD二次予防を目的としたプラセボ対照二重盲検ランダム化比較試験を実施中である．平成

23年3月末までに目標症例140例中75例（54％）を登録した．その基礎実験として，健常者を対象に魚食

習慣とストレス負荷時の心臓血管系機能の関連を検討する実験を実施した．（松岡，松村） 
 
7) 複雑性悲嘆の認知行動療法の効果に関する研究 

米国のShear博士によって開発された複雑性悲嘆の認知行動療法の有効性の検討を日本人の遺族を対象

に実施している（中島，伊藤，金） 
 

8) 犯罪被害の急性期の心理ケアプログラムの開発 
犯罪被害者支援の専門家によるフォーカスグループを実施し，この結果と国内外の文献を参考に，日

本の現場に即した①犯罪被害後の対応のガイドラインを作成し，精神保健の非専門家を含む支援者

（84名）によってDelphi法を用いた合意形成を行なった．（中島，鈴木，深澤，成澤，金） 
 
9) 健康危機体制における精神保健支援の在り方に関する研究 

災害時の精神保健対応のマニュアルに基づいて，研修プログラムの開発を行った．マニュアルの視覚

教材，また遺族対応，災害後のトラウマ反応および自殺念慮のある住民の対応に関するデモンストレ

ーションビデオを作成した．また過去の阪神・淡路大震災および宮城・岩手地震の経験をもとに，行

政対応のクリティカルパスを作成した．（鈴木，深澤，中島） 
 

10) 精神障害に対する偏見・差別除去に関する介入研究 
精神障害をもつ人びとが経験した差別に関する国際共同研究，INDIGO 研究に参加した．日本の参

加者データについて，親研究と別途分析して，量的および質的に分析をした．また，精神疾患に関す

る差別除去の目的で，臨床研修医を対象にメンタルヘルス・ファーストエイドプログラムの実証研究

を行った．（鈴木） 
 

11) 睡眠剥奪および概日特性が恐怖記憶の形成に及ぼす影響 
睡眠剥奪は恐怖情動記憶の般化を選択的に消去し，さらに，条件付けによる生理反応の消去にも有効

であった．これはトラウマ受傷後の睡眠剥奪は PTSD 発症を予防する可能性を示唆しており，スト

レス性不眠の生物学的意義を示唆する可能性もうかがえる．また，女性は恐怖記憶記銘率が習慣的入

眠時刻を過ぎると有意に上昇し，特に恐怖刺激に選択的に記銘率が上がったのに対し，男性は習慣的

入眠時刻を過ぎると有意に記銘率が低下した．これは，女性の PTSD の为な発症因である性的暴行

は，深夜に発生率が高いという時刻特性があり，女性の PTSD 有病率が男性の 2 倍以上である一因

となる可能性を示唆している．（栗山，曽雌，三島） 
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12) D-サイクロセリン, バルプロ酸による恐怖消去学習，陳述記憶，手続き記憶，作働記憶の促進効果の時間

生物学的検討 
D-サイクロセリンおよびバルプロ酸が学習を促進することが動物実験で示唆されており，これらの薬

剤がヒトの恐怖消去学習やその他の高次学習の促進効果を検討した．D-サイクロセリンおよびバルプ

ロ酸ともに，消去学習後の再発刺激への恐怖反応を減弱させた．また，D-サイクロセリンのみ手続き

記憶，作働記憶を促進させた．作働記憶促進効果は睡眠依存性学習とは独立した記憶機序を賦活して

もたらされることが明らかになった．本研究成果はこれらの薬剤の臨床応用時の有効性向上及び副作

用の低減化に有用な知見となる．（栗山，曽雌，本間，小山，島崎） 
 
Ⅲ．社会的活動に関する評価 
1) 市民社会に対する一般的な貢献 
・ 毎日新聞（平成 22年 8月 24日朝刊）「震源近く 自殺多発」（鈴木） 
・ PRESIDENT FAMILY（平成 22 年 6 月）「記憶の回路を繋ぐ 7 つの習慣」（栗山） 
・ 週刊ポスト(平成 22 年 9 月 24 日号) やっぱりあった「時計遺伝子」のメカニズム 「体内時計」で

人生が変わる（栗山） 
・ テストの科学 「所さんの目がテン」（平成 23 年 1 月 15 日放送分）（栗山）   等 

 
2) 専門教育面における貢献 
・ 専門家向け講演会 （金，鈴木） 

全国精神保健福祉センター長会，健康危機管理保健所長等研修，国土交通省幹部職員研修会，保健師

等ブロック別研修会等で，災害精神保健に関する最新知見を提供している． 
・ 客員教授：東京女子医科大学医学部（金） 
・ 大学講師：東京大学医学部（金），京都大学医学部（金），東京医科歯科大学医学部（金） 
・ 多施設共同研究チーム内での専門家としての貢献：「自殺対策のための戦略研究：自殺企図の再発防

止に対する複合的ケースマネジメントの効果：多施設共同による無作為化比較研究」に参加する研究

者（医師・看護師・心理士・精神保健福祉士）の教育（松岡）およびイベント判定委員会委員（松岡）

「同研究：自殺予防地域介入研究」の研究班運営委員（鈴木） 
・ 各地の医師会，法務省，警察庁, 精神保健福祉センター等の依頼を受け，トラウマ対応，PTSD 治

療，犯罪被害者対応，災害精神保健に関する一連の講演を行った（金，中島，鈴木）． 
・ 国立国際医療研究センター，東京精神医学会の依頼を受けて，研究倫理ならびに臨床疫学に関する講

演を行った（松岡）． 
・ 国際協力（鈴木） 

JICA による四川大地震後のこころのケアプロジェクトに参加し，国内外における災害精神保健の最

新知見について，中国および兵庫県の研修会において一連の講演を行った． 
・ M3.com 学会レポート 

ストレス後の急性不眠，恐怖反応消去の適応的意義

http://www.m3.com/academy/report/article/122527/ 2010 年 7 月 7 日掲載（栗山） 
 
3) 精研の研修の为催と協力 
・ 国立精神・神経医療研究センターにおいて，第 4回PTSD 精神療法研修を为催した（金），また第５

回犯罪被害者メンタルケア研修を为催した（中島） 
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4) 保健医療行政・施策に関する研究・調査，委員会等への貢献 
①政府委員会 
・内閣官房「国民保護訓練」アドバイザー（金，鈴木） 
・原子力安全委員会，被ばく医療分科会 専門委員 （金） 
・宇宙開発事業団 有人サポート委員会 委員 （金） 
・内閣府基本計画策定および推進専門委員等（中島） 
・内閣府「平成 22年度交通事故被害者サポート事業検討会」委員（中島） 
・国土交通省「公共交通における事故発生時の被害者支援のあり方」委員（中島） 
・厚生労働省「HIV 遺族実態調査検討会」委員長（金），委員（中島） 
 
②その他公的委員会 
・「新潟こころのケアセンター」アドバイザー 
アドバイザーとして，新潟中越地震および中越沖地震後の地域住民の精神健康に関する調査お

よびプログラム開発の専門的助言を行っている．（金，鈴木） 
・「兵庫県こころのケアセンター」外部アドバイザー（金） 

 
5) センター内における臨床的活動 
・ 認知行動センター設立準備室長を併任（金） 
・ 病院においてPTSD，複雑悲嘆の外来診療，CBTを行っている．（金，中島） 
・ トランスレーショナル・メディカルセンター室長併任（松岡） 
・ トランスレーショナル・メディカルセンターの臨床研究研修制度と若手育成カンファレンスの運営な

らびに若手研究グループでレジデントとコメディカルの研究指導を行った．（松岡） 
・ トランスレーショナル・メディカルセンターが为催するセミナーで，海外のコホート研究の動向につ

いて講演を行った．（鈴木） 
 

6) その他 
・ 成人部 HP に「自然災害に関するガイドライン｣「薬物療法アルゴリズム」「犯罪被害者のメンタル

ヘルス情報ページ」を掲載し，専門家，一般に対し治療や対応についての啓発を行っている.（金，

中島） 
 
研究業績

Ａ．刊行物

原著論文

1） Nishi D, Matsuoka Y, Yonemoto N, Noguchi H, Kim Y, Kanba S: The Peritraumatic Distress 
Inventory as a predictor for the subsequent posttraumatic stress disorder after a severe motor 
vehicle accident. Psychiatry Clin Neurosci 64(2): 149-156, 2010. 

2） Nishi D, Matsuoka Y, Kim Y: Posttraumatic growth, posttraumatic stress disorder and resilience 
of motor vehicle accident survivors. Biopsychosocial Medicine 2010, 4:7. 

3） Honma M, Soshi T, Kim Y, Kuriyama K: Right Prefrontal Activity Reflects the Ability to 
Overcome Sleepiness during Working Memory Tasks: A Functional Near-Infrared Spectroscopy 
Study. PLoS ONE 5 (9): e12923, 2010. 

4） Kuriyama K, Soshi T, Kim Y: Sleep deprivation facilitates extinction of implicit fear 
generalization and physiological response to fear. Biological Psychiatry 68(11): 991–998. 2010.
（雑誌より press release される．） 
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5） Fujisawa D, Miyashita M, Nakajima S, Ito M, Kato M, Kim Y: Prevalence and determinants of 
complicated grief in general population. Journal of Affective Disorders 127: 352-358, 2010. 

6） Suzuki Y, Tsutsumi A, Fukasawa M, Honma H, Someya T and Kim Y: Prevalence of Mental 
Disorders and Suicidal Thoughts Among Community-Dwelling Elderly Adults 3 Years After 
the Niigata-Chuetsu Earthquake. Journal of Epidemiology 21-2: 144-150, 2011. 

7） Umehara H, Fangerau H, Gaebel W, Kim Y, Schott H, Zielasek J: Von der “Schizophrenie” zur 
“Störung der Einheit des Selbst”. Der Nervenarzt, 2011. (online) 

8） Kuriyama K,Honma M,Koyama S, Kim Y:D-cycloserine Facilitates Procedural Learning but not 
Declarative Learning in Healthy Humans: A Randomized Controlled Trial of the Effect of 
D-cycloserine and Valproic Acid on Overnight Properties in the Performance of Non-emotional 
Memory Tasks  Neurobiology Learning and Memory 95(4):505-9,2011. 

9） Kuriyama K, Mishima K, Soshi T, Honma M, Kim Y:Effects of sex differences and regulation of 
the sleep-wake cycle on aversive memory encoding. Neurosci Res 70(1):104-10,2011. 

10） Matsuoka Y, Nishi D, Yonemoto N, Hamazaki K, Hashimoto K, Hamazaki T: Omega-3 fatty 
acids for the secondary prevention of posttraumatic stress disorder after an accidental injury: 
an open-label pilot study. J Clin Psychopharmacology 30(2): 217-219, 2010. 

11） Nishi D, Uehara R, Kondo M, Matsuoka Y: Reliability and validity of the Japanese version 
of the Resilience Scale and its short version. BMC Research Notes 3:310, 2010. 

12） Suzuki Y, Takahashi T, Nagamine M, Zou Y, Biao Han B, Park JI, Hwue HG, Chen CC, Lin CC 
and Shinfuku N: Comparison of psychiatrists’ views on classification of mental disorders in four 
East Asian countries/area. Asian Journal of Psychiatry 3: 20-25, 2010. 

13） Kato TA, Suzuki Y, Sato R, Fujisawa D, Uehara K, Hashimoto N, Sawayama Y, 
Hayashi J, Kanba S, Otsuka K:. Development of 2-hour suicide intervention program 
among medical residents: first pilot trial. Psychiatry Clin Neurosci. 64(5): 531-540. 2010 
Oct. doi: 10.1111/j.1440-1819.2010.02114.x. Epub 2010 Aug 19. 

14） Fujita E, Kato D, Kuno E, Suzuki Y, Uchiyama S, Watanabe A, Uehara K, Yoshimi A, 
Hirayasu Y: Implementing the illness management and recovery program in Japan. Psychiatr 
Serv 61(11):1157-1161, 2010. 

15） Ito J, Oshima I, Nishio M, Sono T, Suzuki Y, Horiuchi K, Niekawa N, Ogawa M, Setoya Y, 
Hisanaga F, Kouda M, Tsukada K: The effect of Assertive Community Treatment in Japan. 
Acta Psychiatr Scand. 2010 Nov 10. doi: 10.1111/j.1600-0447.2010.01636.x. [Epub ahead of 
print] 

16） Aritake-Okada S, Higuchi S, Suzuki H, Kuriyama K, Enomoto M, Soshi T, Kitamura S, 
Watanabe M, Hida A, Matsuura M, Uchiyama M, Mishima K: Diurnal fluctuations in subjective 
sleep time in humans. Neurosci Res 68: 225–231, 2010. 

17） Yamakoshi T, Matsumura K, Yamakoshi Y, Hirose H, Rolfe P: Physiological measurements 
and analyses in motor sports: a preliminary study in racing kart athletes. European Journal of 
Sport Science 10: 397-406, 2010. 

18） Hakamata Y, Lissek S. Ba-Haim Y, Britton, JC, Fox NA, Leibenluft E, Ernst M, Pine DS: 
Attention bias modification treatment: A meta-analysis toward the establishment of novel 
treatment for anxiety. Biological Psychiatry 68, 2010. 

19） Ito M, Horikoshi M, Kodama M: Subjectivity and environmental influence in relation to sense 
of authenticity. Psychol Rep, in press. 

20） 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，白井明美，伊藤大輔，小西聖子，金 吉晴：遷延性悲嘆障害の

実態と危険因子に関する研究 －罪責感の与える影響おうおびソーシャルサポートの役割を中心
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に―．明治安田こころの健康財団研究助成論文集 45: 119-126，2010. 
21） 伊藤大輔, 金 吉晴, 鈴木伸一：トラウマ体験者の外傷後ストレス反応の形成過程に不安感受性が

及ぼす影響．認知療法研究 第 3 巻, 2010.9. 
22） 鈴木友理子, 古川壽亮, 川上憲人, 堀口逸子, 石丸径一郎, 金 吉晴： 震災前の身体健康指標を用い

た中越地震後の心理的ストレスの予測因子の検討. 精神保健研究 56: 89-97, 2010. 
23） 野口普子, 佐久間香子, 佐野恵子, 西 大輔, 松岡 豊：救急医療現場において臨床試験を円滑に行うた

めの工夫－CRCの役割を中心に－. 総合病院精神医学 21(4):357-362, 2009. 
24） 松岡 豊，西 大輔：精神科臨床における前向きコホート研究のすすめ．総合病院精神医学

21(4):376-380, 2009. 
25） 白井明美, 中島聡美, 真木佐知子, 辰野文理, 小西聖子：犯罪被害者遺族における複雑性悲嘆及び

PTSD に関連する要因の分析．臨床精神医学 39(8): 1053-1062, 2010. 
26） 白井明美，中島聡美, 真木佐知子, 辰野文理, 小西聖子：犯罪被害者遺族における続柄の相違が精神

健康に与える影響についての分析．精神保健研究 56: 27-34，2010. 
27） 山越健弘，田中直登，山越康弘，松村健太，Rolfe P, 廣瀬 元，高橋規一 ：イヤホン組込型深部体

温連続計測装置の開発と安全支援を目指した GT ドライバーへの応用．生体医工学, 48: 494-504, 
2010. 

28） 山越健弘，松村健太，山越康弘，廣瀬 元，高橋規一，Rolfe P: 高温熱ストレス環境下におけるレ

ーシングドライバー深部体温の連続計測と解析．生体医工学 48: 269-280, 2010. 
29） 山越健弘，松村健太，小林寛幸，後藤雄二郎，廣瀬 元： 差分顔面皮膚放射温度を用いた運転スト

レス評価の試み―単調運転ストレス負荷による基礎的検討―．生体医工学 48: 163-174, 2010. 
30） 伊藤正哉，川崎直樹，小玉正博：自尊感情の 3 様態——自尊源の随伴性と充足感からの整理——．心理

学研究 81:560-568,2010. 
31） 岡島純子，佐藤容子，鈴木伸一：幼児を持つ母親の育児自動思考尺度の開発とストレス反応の関連．

行動療法研究37(1): 1-11, 2011.  
 
総説

1） Matsuoka Y: Clearance of fear memory from the hippocampus through neurogenesis by 
omega-3 fatty acids: A novel preventive strategy for posttraumatic stress disorder? 
Biopsychosocial Medicine 5:3, 2011. 

2） Shear MK, Simon N, Wall M, Zisook S, Neimeyer R, Duan N, Reynolds C, Lebowitz B, Sung S, 
Ghesquiere A, Gorscak B, Clayton P, Ito M, Nakajima S, Konishi T, Melhem N, Meert K, Schiff 
M, O'Connor MF, First M, Sareen J, Bolton J, Skritskaya N, Mancini AD, Keshaviah A.: 
Complicated grief and related bereavement issues for DSM-5. Depress Anxiety28(2): 103-17, 
2011． 

3） Ono Y, Furukawa TA, Shimizu E, Okamoto Y, Nakagawa A, Fujisawa D, Nakagawa A, Ishii T, 
Nakajima S: Current status of research on cognitive therapy/cognitive behavior therapy in 
Japan. Psychiatry Clin Neurosci.65(2):121-129, 2011. 

4） Sartorius N, Gaebel W, Cleveland H-R, Stuart H, Akiyama T, Arboleda-Flórez J, Baumann AE, 
Gureje O, Jorge MR, Kastrup M, Suzuki Y, Tasman A: WPA guidance on how to combat 
stigmatization of psychiatry and psychiatrists. World Psychiatry 9: 131-144, 2010. 

5） 金 吉晴：PTSD と裁判．精神科治療学 25(6): 833-837, 2010. 
6） 金 吉晴，鈴木友理子，中島聡美：精神医療支援．日本内科学会雑誌 99:3108-3111, 2010. 
7） 西 大輔，松岡 豊：PTSD の病態理解から考える予防および治療介入―身体外傷患者の場合を中心

に―．臨床精神医学 39(4):431-437, 2010. 
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8） 浜崎 景, 松岡 豊, 浜崎智仁, 稲寺秀邦：ω3 系多価不飽和脂肪酸の精神への影響．月刊精神科

17(5):520-527, 2010. 
9） 西 大輔, 松岡 豊：精神科臨床と伝統・相補・代替療法（TCAM）．総合病院精神医学 22(2):162-169, 

2010. 
10） 伊藤正哉，中島聡美：複座性悲嘆に対する認知行動療法：治療プロセスとアウトカム．精神保健研

究 55: 95-100，2009. 
11） 中島聡美：犯罪被害者の help-seeking とメンタルヘルスサービス．精神保健研究 56: 19-27, 2010. 
12） 中島聡美：日本のメンタルヘルス領域における犯罪被害者支援の現状と課題．トラウマティック・

ストレス 8(2): 111-120，2010. 
13） 中島聡美：急性ストレス反応（急性ストレス障害）の治療．精神科治療学 25 増刊号:166-167, 2010. 
14） 栗山健一，曽雌崇弘，藤井 猛：時間認知の心理学・生理学・時間生物学的特性と精神病理．時間

生物学 16(1): 23-30, 2010. 
15） 栗山健一： 特集 2：睡眠と学習・記憶．脳 21 vol.13(4): 402-40, 2010. 
16） 栗山健一：ストレス関連障害．Cefiro 特集 精神・神経系疾患 ‐その病態と治療‐ Autumn 12: 

20-24, 2010. 
17） 本間元康：ラバーハンドイリュージョン：その現象と広がり．認知科学 17(4):761-770，2010． 

 
著書

1） 金 吉晴：Pocket 精神科 21.PTSD．金芳堂，東京，pp140-145, 2010. 
2） 金 吉晴：精神科診療データブック 診療ガイドラインとアルゴリズム．D.不安障害 1.PTSD．中

山書店，東京，pp425-431, 2010. 
3） 金 吉晴：危機への心理支援学 91 のキーワードでわかる緊急事態における心理社会的アプローチ 

日本心理臨床学会監修 第 2 章（3）災害支援の心構え：22-2, 遠見書房，東京，pp22-24, 2010. 
4） 金 吉晴，廣幡小百合：PTSD の心理教育．臨床精神医学 39（6），アークメディア，東京，p797-793, 

2010. 
5） 金 吉晴：家庭医学大全科（六訂版）4.こころの病気（PTSD，解離性障害，心気症）．法研，東京，

pp778-781, 2010. 
6） 鈴木友理子：災害時のメンタルヘルス. 精神保健福祉白書 2011 年版. 精神保健福祉白書編集委員

会(編)．中央法規，東京，2010. 
7） 栗山健一：4.4 睡眠と記憶－断眠の影響－． 眠気の科学－そのメカニズムと対応― 朝倉書店，

東京，pp 51-59, 2011.1.25. 
8） 栗山健一：Q&A 眠ると記憶力が良くなるって本当？ 特集「眠れない」を解決する．治療 2 月号

（vol.93）． 南山堂，東京，pp 298-299, 2011. 
9） 白井明美，小西聖子：暴力被害女性とうつ．上島邦利監修，平島奈津子編著．治療者のための女性

のうつ病ガイドブック．金剛出版，東京，pp128-136, 2010. 
10） 白井明美：喪失と喪の作業．危機への心理支援学．日本心理臨床学会監修, 日本心理臨床学会支援

活動プロジェクト委員会編．遠見書房，東京，p31, 2010. 
 
研究報告書

1） 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，伊藤大輔，寺島瞳，大関千春，白井明美，小西聖子，金吉晴：

重度ストレス障害の認知行動療法の効果に関する研究．平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こ

ころの健康科学研究事業）「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」総括・分担研究報告書（研

究代表者大野裕）．pp53-63,2009. 
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2） 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，伊藤大輔，寺島瞳，大関千春，白井明美，小西聖子，加茂登志

子，金吉晴：重度ストレス障害の認知行動療法の効果に関する研究．平成 19-21 年度厚生労働科学

研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「精神療法の実施方法と有効性に関する研究」総合研

究報告書（研究代表者 大野裕）．pp56-66,2009. 
3） 金 吉晴：大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究．

平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や犯罪被害等

による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表

者：金 吉晴)．pp1-4, 2010. 
4） 金 吉晴，加茂登志子，小西聖子，中島聡美 他：心的外傷後ストレス障害に対する持続エクスポー

ジャー療法の無作為比較試験．平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事

業）「大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・

分担研究報告書(研究代表者：金 吉晴)．pp5-16, 2010. 
5） 加茂登志子，丹羽まどか，正木智子，金 吉晴 他：DV 被害を受けた母子へのフォローアップ研究．

平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や犯罪被害等

による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表

者：金 吉晴)．pp27-64, 2010. 
6） 松岡 豊，西 大輔，中島聡美，金 吉晴：交通外傷後の精神健康に関するコホート研究．平成 21 年

度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や犯罪被害等による精神

科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表者：金 吉晴)．
pp81-86, 2010. 

7） 中島聡美，加茂登志子，小西聖子，中澤直子，金 吉晴：性暴力被害者への急性期対応の現状に関

する調査．平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や

犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 

(研究代表者：金 吉晴)．pp87-91, 2010. 
8） 中島聡美，小西聖子，伊藤正哉，白井明美，金 吉晴：日本語版コナー・デビッドソン回復力尺度

の信頼性と妥当性の検討．平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）

「大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究

報告書 (研究代表者：金 吉晴)．pp93-97, 2010. 
9） 鈴木友理子，深澤舞子，金 吉晴：震災前の身体健康指標を用いた中越地震後の心理的ストレスの

予測因子の検討．平成 21 年度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模

災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報

告書 (研究代表者：金 吉晴)．pp99-119, 2010. 
10） 栗山健一，曽雌崇弘，金 吉晴：潜在的な恐怖記憶想起の時間生物学的特性および性差．平成 21 年

度厚生労働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や犯罪被害等による精神

科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表者：金 吉晴)．
pp121-124, 2010. 

11） 鈴木友理子，深澤舞子，金 吉晴：PTSD 治療ガイドライン作成の予備的研究．平成 21 年度厚生労

働科学研究費補助金（こころの健康科学研究事業）「大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の

実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表者：金 吉晴)．
pp125-158, 2010. 

12） 金 吉晴：大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究．

平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））「大規模災

害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告

書 (研究代表者：金 吉晴)．pp1-4, 2011. 
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13） 金 吉晴 他：心的外傷後ストレス障害に対する持続エクスポージャー療法の無作為比較試験．平

成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））「大規模災害

や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 

(研究代表者：金 吉晴)．pp5-14, 2011. 
14） 加茂登志子, 金 吉晴 他：DV 被害を受けた母子へのフォローアップ研究．平成 22 年度厚生労働

科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））「大規模災害や犯罪被害等による

精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究代表者：金 吉
晴)．pp29-54, 2011. 

15） 松岡 豊, 西 大輔，中島聡美，金 吉晴：交通外傷後の精神健康に関するコホート研究．平成 22 年

度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））「大規模災害や犯罪被

害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 (研究

代表者：金 吉晴)．pp71-78, 2011. 
16） 中島聡美，加茂登志子，鈴木友理子，金 吉晴 他：性暴力被害者の急性期心理ケアプログラムの構

築に関する研究．平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分

野））「大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総

括・分担研究報告書 (研究代表者：金 吉晴)．pp79-96, 2011. 
17） 鈴木友理子, 深澤舞子, 中島聡美. 成澤知美, 金 吉晴：災害精神保健医療マニュアル改訂版作成の

取り組み．平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））

「大規模災害や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分

担研究報告書 (研究代表者：金吉晴)．pp97-130, 2011. 
18） 栗山健一，本間元康，曽雌崇弘，金 吉晴：習慣的睡眠時刻前後の恐怖記憶特性における性差．平

成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野））「大規模災害

や犯罪被害等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究」総括・分担研究報告書 

(研究代表者：金 吉晴)．pp167-172, 2011. 
19） 金 吉晴：健康危機発生時における地域健康安全に係る効果的な精神保健医療体制の構築に関する

研究．平成 22 年度厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）「健康危

機発生時における地域健康安全に係る効果的な精神保健医療体制の構築に関する研究」総括・分担

研究報告書 (研究代表者：金 吉晴)．pp1-4, 2011. 
20） 鈴木友理子, 深澤舞子：WHO の mhGAP, AIMS, ATLAS の調査及び検討. 厚生労働科学研究費補

助金障害者対策総合研究事業「精神障害者への対応への国際比較に関する研究」平成 21 年度分担

研究報告書 (为任研究者：中根允文). 長崎．2010.3 
21） 鈴木友理子： 災害精神保健に関する研修体制の構築および効果評価研究の予備的検討. 厚生労働科

学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業）健康危機発生時における地域健康安全に

係る効果的な精神保健医療体制の構築に関する研究 平成 22 年度分担研究報告書. 2011. 
22） 栗山健一：ショックな体験の直後に眠れなくなるのには意味がある．ＴＭＣニュース第 4 号:10. 

Paper Scan 2011.1.17. 

翻訳

1） 金吉晴：狂気の道徳化．濱中淑彦 監訳：中世の狂気，人文書院，東京，2010. (Muriel Laharie. La 
Fole au Moyen Age, Le Leopard d’Or, Paris, 1991). 
 
その他 

1) Sartorius N, Gabel W, Cleveland H-R, Stuart H, Akiyama T, Arboleda-Florez J, Baumann A, 
Gureje O, Jorge M. R, Kastrup M, Suzuki Y, Tasman A: WPA guidance on how to combat 
stigmatization of psychiatry and psychiatrists. World Psychiatric Association, 2010. 
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2) 金吉晴，中島聡美：化学兵器あるいは，生物兵器によるテロ事件が発生した場合の精神医療対応．

精神保健研究 55: 27-28, 2009. 
3) 金吉晴，中島聡美：精神保健医療活動マニュアル．精神保健研究 55: 29-30, 2009. 
4) 金 吉晴, 伊藤正哉：第 5 章 神経症性障害，ストレス関連障害および身体表現性障害, 7．外傷後

ストレス障害．今日の精神科治療ガイドライン 25 増刊号:168-169, 2010. 
5) 金 吉晴：特集 認知行動療法と社会との接点．精神神経学雑誌 112(9):867, 2010. 
6) 金 吉晴：犯罪被害を伴った精神病体験の扱いについて．精神神経学雑誌 112(9):868-871, 2010. 
7) 金 吉晴：こころのバリアフリーコーナー，講演「知っておきたいトラウマ支援」（講演紹介）．

こころの健康だより№28:4-5，2010. 
8) 深澤舞子，鈴木友理子，金 吉晴：都道府県及び政令指定都市を対象とした災害時精神保健活動に

関するニーズ調査．日本社会精神医学会雑誌 19:16-26, 2010.（資料論文） 
9) 金 吉晴：怯える子ども（災害時 心のケア急性期の対応）．教育医事新聞，2011.3.25  
10) 松岡 豊：オメガ 3 系脂肪酸などのサプリメントはうつ病に効果がありますか？こころのりんしょ

う a-la-carte 29(4):463, 2010. 
11) 中島聡美，白井明美，小西聖子：犯罪被害者のメンタルヘルス情報ページ．精神保健研究 55: 31-34，

2009. 
12) 鈴木友理子：取材記事掲載：岩手内陸地震 震源近く，自殺多発：被災後の数カ月間，うつ兆候や生

活苦．毎日新聞東京朝刊社会面，2010.8.24. 
13) 栗山健一： 記憶の回路を繋ぐ 7 つの習慣, PRESIDENT FAMILY 2010.06: 48-49, 2010. 
14) 栗山健一：コメント・取材協力．やっぱりあった「時計遺伝子」のメカニズム 「体内時計」で人

生が変わる．「週刊ポスト」2010 年 9/24 号，2010. 
 
Ｂ．学会・研究会における発表

学会特別講演，教育講演，シンポジウム，ワークショップ，パネルディスカッション等

1） Kim Y: The preliminary evaluation of efficacy of parent-child interaction therapy for Japanese 
mother and child victimized by domestic violence, 20th IFP World congress of Psychotherapy, 
Lutzern, 2010.6.18. 

2） Kim Y: Implementation of prolonged exposure therapy for PTSD in Japan. 20th IFP World 
congress of Psychotherapy, Lutzern, 2010.6.19. 

3） Nakajima S, Ito M, Shirai A, Konishi T, Kim Y: Complicated Grief as a Stress-Response Disorder: 
Cross-Cultural Perspectives on Diagnosis, Risk Factors, and Treatment, World Congress of 
Behavioral and Cognitive Therapies，Boston, 2010.6.5. 

4） Kim Y: The Value of Psychotherapy for Schizophrenia: The Japanese Experience”．37th Annual 
Convention & 6th Asia-Pacific Association of Psychotherapists. The Philippine Psychiatric 
Association，Cebu Island, Philippines，2011.1.24-27. 

5） Matsuoka Y, Nishi D, Yonemoto N, Hamazaki K, Hashimoto K, Hamazaki T: Omega-3 fatty 
acids for secondary prevention of posttraumatic stress disorder following accidental injury: an 
open-label pilot study. 9th Conference of the International Society for the Study of Fatty Acids and 
Lipids, Maastricht, 2010.5.29-6.2 

6） Suzuki Y, Kato T, Sato R, Fujisawa D, Uehara K, Hashimoto N, Sawayama Y, Hayashi J, Kanba 
S, Otsuka K: Antistigma Program for Medical Residents: Adopting the Mental Health First Aid 
Program in Japan. World Psychiatric Association International Congress, Symposium Stigma 
and mental illness. Beijing, 2010.9.1-5. 

7） Ito M, Greenberg, L, Iwakabe S, Pascual-Leone A.: A task analysis for self-soothing process in 
Emotion-Focused Therapy ， 26th International Conference of Society for Exploration of 
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Psychotherapy Integration, Florence, Italy, 2010.5.27-30. (Symposium)  
8） 小林桜児, 菊池安希子, 堀越 勝, 金 吉晴, 加茂登志子 :シンポジウム 8 認知行動療法と社会との接

点, 第 106回日本精神神経学会学術総会，広島，2010.5.20-21. 
9） 中島聡美，金 吉晴，井上麻紀子，中澤直子，加茂登志子：産婦人科医療現場における性暴力被害者

の診療の実態と急性期の心理的介入の検討．第 9回日本トラウマティック・ストレス学会シンポジウ

ム「性暴力被害者の支援―最近の課題」，神戸，2010.3.7. 
10） 金 吉晴，中島聡美：持続エクスポージャー法の原理と，非定形PTSD 症状への応用．第 9回日本ト

ラウマティック・ストレス学会シンポジウム「トラウマ記憶へのエクスポージャー」，神戸，2010.3.7. 
11） 栗山健一，曽雌崇弘，本間元康，金 吉晴：睡眠剥奪は高次皮質の活動減尐により恐怖情動反応を減

弱させる日本睡眠学会第 35回定期学術集会，名古屋，2010.7.1.（ポスター），2010.7.2（口演）． 
12） 本間元康，曽雌崇弘，金 吉晴，栗山健一：右側背外側前頭前皮質活動は認知課題遂行中の自己覚醒

能力を反映する：機能的近赤外分光法を用いて．日本睡眠学会第 35回定期学術集会，名古屋，2010.7.2.
（ポスター）． 

13） 金 吉晴：PTSD の持続エクスポージャー療法. 第 11回認知行動療法研修会，愛知, 2010.9.23. 
14） 金 吉晴：現在の精神科医が「てんかん」から学びたいこと．ワークショップ 2．第 44回日本てんか

ん学会，岡山，2010.10.15. 
15） 金 吉晴：PTSD の病態と治療. 平成 22年度新潟精神医学会，新潟, 2010.10.23. 
16） 松岡 豊：魚油による心的外傷後ストレス障害予防への可能性．シンポジウム「脳栄養学・精神栄養

学の最前線」第 64回日本栄養・食糧学会大会, 徳島, 2010.5.21-23. 
17） 松岡 豊：オメガ 3系脂肪酸による心的外傷後ストレス障害の予防介入試験．大塚賞受賞記念講演. 日

本脂質栄養学会第 19回大会, 愛知県, 2010.9.3. 
18） 松岡 豊：魚油によるPTSD 予防への挑戦. 第 11回八ヶ岳シンポジウム. 長野, 2010.9.26. 
19） 松岡 豊：日本総合病院精神医学会における「論文投稿および学会発表におけるプライバシー保護に

関する倫理指針」．倫理検討委員会セミナー, 第51回日本児童青年精神医学会総会, 群馬, 2010.10.29. 
20） 松岡 豊：臨床疑問設定とRCT・研究費取得「後期研修医合同研修会：若手が臨床研究を進めるには

（司会：秋山 剛）」．東京精神医学会第 91回学術集会／第５回関東甲信越地区精神科後期研修医合同

研修会．東京, 2011.2.19. 
21） 中島聡美：日本の犯罪被害者支援の現状と課題．第 9回日本トラウマティック・ストレス学会教育講

演，神戸，2010.3.6. 
22） 中島聡美：性暴力およびドメスティック・バイオレンス被害者の精神科受療の実態と精神科医療機関

の果たすべき役割．シンポジウム３ 女性のトラウマに対する外来診療でのアプローチ．第 10 回日

本外来精神医療学会，東京，2010.7.25. 
23） 鈴木友理子, 秋山 剛：世界精神医学会アンチスティグマ・タスクフォースの活動の動向. 第 106回日

本精神神経学会，シンポジウム 31 精神科医の社会への関わり－－診察室の外で精神科医に求めら

れていること，広島，2010.5.19-22. 
24） 鈴木友理子： 医学領域におけるトランスレーショナル研究や実施研究の状況：精神・神経医学領域

において. 日本評価学会第11回全国大会 シンポジウム「成果志向型評価アプローチの新たな進化」，

兵庫県，2010.11.28．  
25） 栗山健一：睡眠中と覚醒中の学習効果の質的差異－睡眠中の神経可塑性が学習に与える影響－．日本

睡眠学会，第 35回定期学術集会シンポジウム，名古屋，2010.7.1 
26） 栗山健一：睡眠と記憶・認知機能(S-8-2)．第 32 回日本生物学的精神医学会 シンポジウム 8，福岡，

2010.10.8. 
27） 栗山健一：記憶から見た身体. 立教大学 SFR ミニシンポジウム 幻想の身体— 自分の身体は本当に

自分のものか？  (パネリスト), 東京，2010.12.5. 
28） 松村健太：WS050 記憶心理学と臨床心理学のコラボレーションに向けて(2)−PTSD を巡る諸問題− 
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記憶心理学から見た PTSD の予防・治療方略．日本心理学会第 74 回大会, 大阪，2010.9.21. 
29） 本間元康：回避行動における同調現象．第 74 回日本心理学会ワークショップ「神経心理学の新しい

展望 -社会的認知への仮説検証的アプローチ-」，大阪，2010.9.21. 
30） 本間元康：触知覚から見た身体．立教大学 SFR ミニシンポジウム 幻想の身体— 自分の身体は本当

に自分のものか？（パネリスト）, 東京，2010.12.5. 
 
一般演題

1) Ito M, Nakajima S, Shirai A, Konishi T, Kim Y, Shear K.: Complicated Grief among General 
Japanese Population: Validity and Reliability of Brief Grief Questionnaire， World Congress of 
Behavioral and Cognitive Therapies，Boston, 2010.6.5. 

2) Suzuki Y, Fukasawa M, Kim Y, Komagata K, Matsuda H, Someya T: Mental health status and 
associated socioeconomic factors among community residents: 1 year after Niigata Chuetsu-oki 
earthquake in Japan. The 13th international congress of International Federation of 
Psychiatric Epidemiology. Symposium, Kaohsing, Taiwan, 2011.3.30-4.2. 

3) Fukasawa M, Suzuki Y, Kim Y, Komagata K, Matsuda H, Someya T:. Social networks and its 
relationships with mental health one year after the Niigata Chuetsu-oki Earthquake. The 13th 
international congress of International Federation of Psychiatric Epidemiology. Poster 
presentation, Kaohsing, Taiwan, 2011.3.30-4.2. 

4) Matsuoka Y, Nishi D, Yonemoto N, Hamazaki K, Matsumura K, Hashimoto K, Hamazaki T: 
Potential role of BDNF in the omega-3 fatty acid supplementation to prevent posttraumatic 
distress. 69th Annual Scientific Meeting of the American Psychosomatic Society, San Antonio, 
USA, 2010.3.9-12. 

5) Matsumura K, Matsuoka Y: Cardiovascular activities during mental stress among fish eaters. 
69th Annual Scientific Meeting of the American Psychosomatic Society, San Antonio, USA, 
2010.3.9-12. 

6) Ito M, Greenberg, L : Intensive Case Analysis of Self-Soothing Process in Psychotherapy，26th 
International Conference of Society for Exploration of Psychotherapy Integration, Florence, Italy, 
2010.5.27-30. (Poster). 

7) Ito M, Greenberg L, Iwakabe S, Pascual-Leone A: Compassionate Emotion Regulation: A task 
analytic approach to studying the process of self-soothing in therapy session，World Congress of 
Behavioral and Cognitive Therapies，Boston, 2010.6.5. 

8) 松岡 豊, 西 大輔, 中島聡美, 金 吉晴：事故後PTSD の有病率が各国で異なる理由についての考察―

乳児死亡率との相関―．第 106回日本精神神経学会総会, 広島, 2010.5.20-22. 
9) 本間元康，島崎みゆき，小山さより，金 吉晴，栗山健一：反応抑制の学習は睡眠ではなく概日変

動に依存する．第 17 回日本時間生物学会学術大会 東京，2010.11.21.ポスター． 
10) 栗山健一，本間元康，三島和夫，金 吉晴：習慣的睡眠時刻前後の恐怖記憶特性における性差．第

17 回日本時間生物学会学術大会，東京，2010.11.21.ポスター． 
11) 中島聡美，中澤直子，加茂登志子，金 吉晴：産婦人科医療現場における性暴力被害者の診療の実態．

第 39回日本女性心身医学会学術集会，埼玉，2010.8.7. 
12) 鈴木友理子, 深澤舞子, 中島聡美, 成澤知美, 淺野敬子, 金 吉晴：デルフィ法を用いた災害時の精

神保健活動についてのガイドラインの改訂：特に災害時こころのケアの直接支援のあり方について. 
第 30 回社会精神医学会，奈良，2011.3.4-5.  

13) 深澤舞子, 鈴木友理子, 中島聡美, 成澤知美, 淺野敬子, 金 吉晴：日本における災害時の精神保健

活動についてのガイドラインの作成とヨーロッパにおいて作成されたTENTSガイドラインとの比

較. 第 30 回社会精神医学会，奈良，2011.3.4-5. 
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14) 西 大輔, 上原里程, 近藤真木, 松岡 豊：Resilience Scale 日本語版の信頼性と妥当性. 第 21 回日本

疫学会学術総会，北海道， 2011/1/21-22. 
15) 柳 朊歌，小西聖子，中島聡美，白井明美：犯罪被害者の受ける二次被害の質的分析．第 9 回日本ト

ラウマティック・ストレス学会，神戸，2010.3.7.（ポスター）. 
16) 鈴木友理子, 深澤舞子, 駒形規左枝, 松田ひろし, 染矢俊幸：中越沖地震 1年後の地域住民の精神健康

と社会経済的要因の検討. 第69回日本公衆衛生学会総会. 一般演題（ポスター），東京，2010.10.27-29.  
17) 深澤舞子, 鈴木友理子, 駒形規左枝, 松田ひろし，染矢俊幸：中越沖地震 1 年後の住民のソーシャル

ネットワークの記述および精神健康度との関係. 第 69 回日本公衆衛生学会総会. 一般演題（ポスタ

ー），東京，2010.10.27-29. 
18) 深澤舞子，鈴木友理子，駒形規左枝，松田ひろし，染矢俊幸：中越沖地震 1年後の住民のソーシャル

ネットワークの記述および精神健康度との関係．第 69回日本公衆衛生学会，東京，2010.10. 29. 
19) 本間元康，小山慎一，長田佳久，栗山健一：顔認知は理想方向にずれている．第 8回日本認知心理学

会，福岡，2010.5.30. 
20) 井田孝之, 板坂優希, 宮崎慎平, 小川充洋, 山越憲一, 田中志信, 野川雅道, 松村健太, 山越康弘, 

廣瀬 元, 山越健弘：多波長型光電脈波利用新規アルコールイグニッションインターロック装置開発

に向けた基礎的検討．日本生体医工学会北陸支部大会，石川，2010.12.11. 
 
研究報告会

1) 金 吉晴：遺体処理に関わる惨事ストレスの治療例．第 7回トラウマ治療研究会，東京，2011.2.4. 
2) 金 吉晴：健康危機発生時における地域健康安全に係る効果的な精神保健医療体制の構築に関する研

究．健康安全・危機管理対策総合研究事業研究報告会．埼玉，2011.2.21. 
3) 中島聡美，白井明美，真木佐知子，石井良子，永岑光恵，辰野文理，小西聖子，金 吉晴：犯罪被害

者遺族の精神健康とその回復に関連する因子の検討．平成 21 年度国立精神・神経センター精神保健

研究所研究報告会，東京，2010.3.15. 
4) 中島聡美，伊藤正哉，石丸径一郎，白井明美，小西聖子，金 吉晴：遷延性悲嘆障害の実態と危険因

子に関す研究．明治安田こころの健康財団 2009年度研究助成成果報告会，東京，2010.7.24. 
5) 松岡恵子, 小谷 泉, 山里道彦, 金 吉晴：外傷性脳損傷者の自殺問題のとらえ方～インタビュー談話

からの分析～. ヒューマンコミュニケーション基礎研究会(HCS), 東京, 2010.8.27-28. 
6) 本間元康，金 吉晴，栗山健一：作業記憶課題遂行中の自己覚醒能力：機能的近赤外分光法を用いて．

第 13回光脳機能イメージング研究会，東京．2010.7.24. 
7) 栗山健一：高次記憶と睡眠．第 8回睡眠学研究会，秋田，2011.2.12. 
 
その他

1） 松岡 豊：日本脂質栄養学会第 19 回大会において大塚賞を受賞．2010.9.3. 
2） 松岡 豊：第 23 回日本サイコオンコロジー学会総会において学会賞を受賞．2010.9.24. 
3） 松村健太：平成 22 年度日本生体医工学会北陸支部大会研究奨励賞受賞．受賞論文名：多波長型光

電脈波利用新規アルコールイグニッションインターロック装置開発に向けた基礎的検討．石川，

2010.12.11. 
4） 本間元康：第 17 回日本時間生物学会優秀ポスター賞 「反応抑制の学習は睡眠ではなく概日変動に

依存する」．第 17 回日本時間生物学会学術大会，東京，2010.11.21.  
 
Ｃ．講演

1) Suzuki Y: Postnatal depression and associated parenting indicators among Vietnamese women. 
Nhan Dan Gia Dinh Hospital, Ho Chi Minh City, Vietnam. 2010.8.18. 

2) Suzuki Y: Disaster mental health in Japan. TELL collaboration and disaster training, Tokyo, 
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2010.10.19. 
3) Suzuki Y: Teaching modules in four countries (JP, UK, AUS, USA) Epidemiologic research in 

psychiatry. JICA Partnership Program Capacity Building Toward Evidence-Based Medicine, 
Fukushima, 2010.11.22. 

4) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．東京大学大学院医学系研究科，東京，2010.7.13. 
5) 金 吉晴：PTSD の病態と治療．日本精神神経学会精神科専門医障害教育研修会，神奈川，2010.7.17. 
6) 金 吉晴：知っておきたいトラウマ支援．H22 年度メンタルヘルス講座Ⅰ．富山県民共生センター, 

富山, 2010.9.7. 
7) 金 吉晴：災害時の精神保健医療活動について．H22 年度精神保健福祉現任者研修会．富山県民共

生センター, 富山, 2010.9.7. 
8) 金 吉晴：PTSD の持続エクスポージャー療法．第 11 回認知療法研修会．ウィンクあいち，愛知，

2010.9.23. 
9) 金 吉晴：PTSD：記憶と意識の病理．第 11 回八ヶ岳シンポジウム．蓼科三井の森セミナーハウス 

ケセラセラ，長野，2010.9.26. 
10) 金 吉晴：PTSD：診断と治療に関する最近の知見．東京精神医学会为催第 5 回専門医制度障害教育

研修会，東京，2010.11.13. 
11) 鈴木友理子, 金 吉晴：災害時の支援・こころのケア：総論・組織的対応．平成 22 年度自然災害等

精神医療対応研修．東京，2011.1.21.  
12) 鈴木友理子, 金 吉晴：災害時の支援・こころのケア：初期対応．平成 22 年度自然災害等精神医療

対応研修．東京，2011.1.21.  
13) 金 吉晴：「災害時やその後の身体・心のヘルスケア」．ニュージーランド地震被災者等のケアに

係る「ヘルスケア対応緊急研修会」，富山，2011.3.10. 
14) 松岡 豊：講師，MINI および評価尺度.「自殺対策のための戦略研究」.新規参加者研修会，東京，

2010.4.3. 
15) 松岡 豊：魚を食べてこころを元気に． 武蔵野大学平成 22年度前期生涯学習講座，三鷹，2010.8.4. 
16) 松岡 豊：臨床研究を行う人が知っておかなければならない倫理原則． 国立国際医療研究センター/

必須化対応の認定対象講習会「臨床研究の実務と倫理」， 東京，2010.8.27. 
17) 松岡 豊：講師，青魚を食べてこころを元気に. 高輪の会, 東京, 2010.10.23. 
18) 松岡 豊：ω3 系脂肪酸―あまり知られていない精神健康への影響. 浜松児童精神薬理研究会, 静岡, 

2010.11.26. 
19) 中島聡美：複雑性悲嘆の概念と治療．上智大学 日本グリーフケア研究所公開講座，上智大学日本

グリーフケア研究所，兵庫，2010.7.16. 
20) 中島聡美：性暴力の被害者への支援のあり方．犯罪被害者支援ハートフルサポート in 岡崎，社団

法人サポートセンターあいち，愛知，2010.11.17. 
21) 中島聡美：犯罪被害者のこころのケア．犯罪被害者支援啓発講演会，いばらき被害者支援センター，

茨城，2011.1.22. 
22) 鈴木友理子：生涯を通じた健康づくり：成人期②（メンタルヘルス）. 福島県立医科大公衆衛生学

講義，福島，2010.5.28. 
23) 鈴木友理子：公衆衛生学．山形大学医学部医学科，公衆衛生学講義，山形，2010.6.29. 
24) 鈴木友理子：地域における災害後のこころのケア．平成 22 年度災害時こころのケア専門研修会，岩

手，2010.7.9. 
25) 鈴木友理子：メンタルヘルス・ファーストエイド：わが国での展開．東京大学医学部医学科精神神経

科メンタルヘルスリサーチコース，東京，2010.7.31.  
26) 鈴木友理子：災害時の支援・こころのケア．宮崎県臨床心理士会，宮崎，2010.11.14. 
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27) 鈴木友理子：日本における災害時の精神保健の疫学．中国四川大地震復興支援こころのケア人材育成

プロジェクト．平成 22年度中華人民共和国国別研修「（災害）精神保健」，兵庫県，2010.12.2.  
28) 鈴木友理子, 深澤舞子：新潟県中越沖地震 被災者こころと身体の健康調査結果. 新潟県中越沖地震

3年後調査結果報告会，新潟，2010.12.8.  
29) 鈴木友理子：災害時のコミュニケーションの留意点．平成 22 年度緊急災害対策派遣隊

（TEC-FORCE）研修．国土交通大学校．東京，2011.1.13. 
30) 鈴木友理子：災害時のこころのケア活動における役割分担と連携．平成 22 年度災害時こころのケ

ア従事者養成研修会．高知，2011.1.26. 
 
Ｄ．学会活動

学会役員

1) Kim Y: World Psychiatric Association, Committee of psychopathology. 
2) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会，常任理事． 
3) 金 吉晴：日本精神神経学会，ガイドライン委員． 
4) 金 吉晴：自殺予防学会，理事． 
5) 中島聡美：日本トラウマティック・ストレス学会，理事． 
6) 中島聡美：日本被害者学会，理事．企画委員 
7) 鈴木友理子：日本精神神経学会，アンチスティグマ委員． 
8) 栗山健一：日本時間生物学会，評議員． 
 
座長

1) Kim. Y (Chair): PL4-Japanese culture and its influence on children and their families. 20th IFP 
World congress of Psychotherapy, June16-19, 2010, Lutzern, 2010.6.18 

2) Kim. Y (Chair): G09 Paper presentations, psychotraumatology, Businessraum 1. 20th IFP World 
Congress of Psychotherapy, Luzern, 2010.6.19. 

3) Ito M, Greenberg, L, Iwakabe S, Goldman, R, Pascual-Leone A.: Self-soothing in 
Emotion-Focused Therapy ， 26th International Conference of Society for Exploration of 
Psychotherapy Integration, Florence, Italy, 2010.5.27-30. 

4) 金 吉晴：シンポジウム 8 認知行動療法と社会との接点, 第 106回日本精神神経学会学術総会，広島，

2010.5.20-21. 
5) 金 吉晴：一般演題（講演）42 2-H-28～2-H-32 神経症性障害・PTSD．第 106回日本精神神経学

会学術総会，広島， 2010.5.20-21. 
6) 金 吉晴：大規模災害や犯罪被害者等による精神科疾患の実態把握と介入手法の開発に関する研究．

厚生労働科学研究障害者対策総合研究成果発表会，東京， 2011.1.27. 
7) 鈴木友理子：第 69回日本公衆衛生学会総会． 一般演題（ポスター）． 第 10分科会 精神保健福祉， 

東京，2010.10.29.  
 
編集委員等

1) Kim Y: Cognitive Neuropsychiatry, editorial board. 
2) Kim Y: Psychopathology, editorial board. 
3) Kim Y: Psychiatry and Clinical Neuroscience, field editor. 
4) 金 吉晴：日本トラウマティック・ストレス学会，編集委員長． 
5) 金 吉晴：日本精神神経学会，編集委員． 
6) 松岡 豊：日本総合病院精神医学会学会誌「総合病院精神医学」編集副委員長． 
7) 松岡 豊：日本サイコオンコロジー学会，ニューズレター編集委員． 
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Ｅ．研修

研修企画

1) 金 吉晴：PTSD 医療研修，国立精神・神経医療研究センター，東京，2010.7.22. 
2) 金 吉晴：第 1回うつ病認知行動療法研修．国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所，東京，

2010.8.23-24. 
3) 金 吉晴：平成 22 年度 PTSD 認知行動療法研修．独立行政法人国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所，東京，2010.10.4-7. 
4) 金 吉晴：企画委員長. PTSD 基本技能研修（厚生労働省こころの健康づくり補助金事業）．東京，

2010.12.14-15. 
5) 金 吉晴：为催. 国立精神・神経医療研究センター第 2 回うつ病認知行動療法研修．東京，

2010.12.21-22. 
6) 金 吉晴：第 3 回うつ病認知行動療法に関する技術研修．国立精神・神経医療研究センター精神保

健研究所，東京，2011.2.14-15. 
7) 中島聡美：第 5 回犯罪被害者メンタルケア研修，国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所，

東京，2011.1.17-19. 
 
研修会講師

1) Nakajima S: Trauma and PTSD & Some Solutions. The Asian Postgraduate Course on 
Victimology and Victim Assistance. World Society of Victimology and the Tokiwa International 
Victimology Institute, Mito, Ibaraki, 2010.8.10. 

2) 金 吉晴：PTSD 医療研修，国立精神・神経医療研究センター，東京，2010.7.22. 
3) 金 吉晴：うつ病概論．第 1回うつ病認知行動療法研修，国立精神・神経医療研究センター精神保健

研究所，東京，2010.8.23. 
4) 金 吉晴：平成 22 年度 PTSD 認知行動療法研修．独立行政法人国立精神・神経医療研究センター

精神保健研究所，東京，2010.10.4-7. 
5) 金 吉晴： PTSD の治療法と介入技法．JICA 研修，兵庫，2010.12.7 
6) 金 吉晴：トラウマの概念と診断/PTSD 治療．PTSD 基本技能研修（厚生労働省こころの健康づく

り補助金事業）, 東京，2010.12.14. 
7) 金 吉晴：精神療法のコミュニケーションスキル. 国立精神・神経医療研究センター第 2 回うつ病

認知行動療法研修．東京，2010.12.21-22. 
8) 金 吉晴：犯罪被害者メンタルケア研修．PTSD の治療．国立精神・神経医療研究センター精神保

健研究所，東京，2011.1.19. 
9) 金 吉晴：H22 年度厚生労働省こころの健康づくり補助金事業による PTSD 研修事業の講習会．自

然災害時のメンタルケアの基本方針．アルカディア市ヶ谷, 東京, 2011.1.21. 
10) 金 吉晴：CBT の治療効果とエビデンス．第 3 回うつ病認知行動療法に関する技術研修．国立精神・

神経医療研究センター精神保健研究所，東京，2011.2.14. 
11) 松岡 豊：研究倫理の基礎．国立精神・神経センター2010 年度臨床研究研修制度 入門講座・倫理講

座，東京，2010.7.30. 
12) 松岡 豊：臨床研究論文の書き方. 国立精神・神経センター2010 年度臨床研究研修制度 実践講座, 

東京, 2010.11.24. 
13) 中島聡美：社会的援助と法的制度．第 1 回 PTSD 医療研修．平成 22 年度精神保健に関する技術研

修，国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所，東京，2010.7.22. 
14) 中島聡美：性暴力被害者の心理と支援．いばらき被害者支援センター平成 22 年度第 12 期被害者支

援活動員養成講座，茨城，2010.8.4. 
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15) 中島聡美：犯罪被害者の心理と対応．平成 22 年度ストーカー・配偶者暴力対策専科，関東管区警

察大学校，東京，2010.10.12. 
16) 中島聡美, 伊藤正哉：犯罪被害者の心理と対応．平成 22 年度ストーカー・配偶者暴力対策専科，

関東管区警察大学校，東京，2010.10.12. 
17) 中島聡美：犯罪被害者及び遺族への心理的ケア．平成 22 年度被害者支援専科，警察大学校，東京，

2010.10.25. 
18) 中島聡美：犯罪被害者と PTSD．平成 22 年度精神保健福祉専門研修Ⅰ，さいたま市こころの健康

センター・埼玉県精神保健福祉センター，埼玉，2010.10.26. 
19) 中島聡美：性暴力被害者のこころのケア．平成 22 年度性暴力被害者のこころのケア研修会，岩手

県精神保健福祉センター，岩手，2010.11.19. 
20) 中島聡美：犯罪被害者の心理と治療・支援．第 5 回犯罪被害者メンタルケア研修，国立精神・神経

医療研究センター精神保健研究所，東京，2011.1.17. 
21) 小西聖子，中島聡美：犯罪被害者治療の実際．第 5 回犯罪被害者メンタルケア研修，国立精神・神

経医療研究センター精神保健研究所，東京，2011.1.19. 
22) 中島聡美：性暴力被害による精神的影響．内閣府男女共同参画等研修，内閣府男女共同参画室，東

京，2011.3.2. 
23) 鈴木友理子，澤 大輔，佐藤玲子，加藤隆弘，橋本直樹，上原久美，神先 真：うつや自殺念慮/企図

のある人に関するメンタルヘルスファーストエイドプログラム．自殺予防学会ワークショップ，東

京，2010.9.10.  
24) 鈴木友理子：災害精神保健：行政の役割．JICA 四川大地震復興支援－こころのケア人材育成プロ

ジェクト．甘粛省天水市，2010.9.18.  
25) 鈴木友理子：災害時こころのケアのあり方．JICA 四川大地震復興支援－こころのケア人材育成プ

ロジェクト，甘粛省天水市，2010.9.19.  
26) 鈴木友理子：女性の心理的問題：行政およびワーカーがすべきこと．JICA 四川大地震復興支援－

こころのケア人材育成プロジェクト．甘粛省天水市， 2010.9.20. 
27) 鈴木友理子：精神保健. 平成 22 年度短期研修 健康危機管理研修（実務編），埼玉，2010.10.7.   
28) 白井明美：平成 22 年度厚生労働省こころの健康づくり補助金事業 PTSD 研修講師．東京，

2010.12.15. 
 
Ｆ その他

1) 金 吉晴：心的外傷後ストレス障害．精神疾病論．東京大学大学院院医学系研究科精神保健学分野，

東京，2009.5.14. 
2) 金 吉晴：宮崎県口蹄疫に関するこころと身体のケア担当者会議，厚生労働省専門家派遣．宮崎県

庁および宮崎県精神保健福祉センター，宮崎，2010.7.12. 
3) 金 吉晴：厚生労働省 WEB「みんなのメンタルヘルス総合サイト」「こころもメンテしよう」作成

協力．2010.9. 
4) 金 吉晴：厚生労働省「HIV 遺族実態調査検討会」座長，2010. 
5) 金 吉晴：第 1 回「原爆体験者等健康意識調査報告会」等に関する検討会．厚生労働省，東京，

2010.12.28. 
6) 金 吉晴：国立精神・神経医療研究センターHP「東北地方太平洋沖地震メンタルヘルス情報サイ

ト」開設，2011.3.14. 
7) 栗山健一：M3.com 学会レポート ストレス後の急性不眠，恐怖反応消去の適応的意義？

http://www.m3.com/academy/report/article/122527/，2010.7.7 掲載． 
8) 栗山健一：コメント [テストの科学] ．所さんの目がテン．日本テレビ，2011. 1.15.放送 
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3)  

. 2010.9. 6  
60 . 2010.10. 15  

 
 

1) Kodaka M, Tanaka S, Takahara M, Inamoto A, Shirakawa S, Inagaki M, Kato N, Yamada 
M.: Misalignments of rest-activity rhythms in inpatients with schizophrenia. Psychiatry 
and Clinical Neurosciences 64(1): 88-94, 2010. 

2) Kodaka M, Poštuvan V, Inagaki M, Yamada M: A systematic review of scales that 
measure attitudes toward suicide. International Journal of Social Psychiatry [Epub ahead 
of print], 2010. 

3) Kobayashi H, Ujike H, Iwata N, Inada T, Yamada M, Sekine Y, Uchimura N, Iyo M, 
Ozaki N, Itokawa M, Sora I: The adenosine A2A receptor is associated with 
methamphetamine dependence/psychosis in the Japanese population. Behavioral and 
Brain Functions 6(50): 2-7, 2010. 

4) Tsunoka T, Kishi T, Kitajima T, Okochi T, Okumura T, Yamanouchi Y, Kinoshita Y, 
Kawashima K, Naitoh H, Inada T, Ujike H, Yamada M, Uchimura N, Sora I, Iyo M, Ozaki 
N, Iwata N: Association analysis of GRM2 and HTR2A with methamphetamine-induced 
psychosis and schizophrenia in the Japanese population. Prog Neuropsychopharmacol 
Biol Psychiatry. 34(4): 639-644, 2010. 

5) Kishi T, Kitajima T, Tsunoka T, Okumura T, Okochi T, Kawashima K, Inada T, Ujike H, 
Yamada M, Uchimura N, Sora I, Iyo M, Ozaki N, Iwata N: PROKR2 is associated with 
methamphetamine dependence in the Japanese population. Prog Neuropsychopharmacol 
Biol Psychiatry. 34(6): 1033-1036, 2010. 

6) Ohtsuki T, Inagaki M, Oikawa Y, Saitoh A, Kurosawa M, Muramatsu K, Yamada M: 
Multiple barriers against successful care provision for depressed patients in general 
internal medicine in a Japanese rural hospital: a cross-sectional study. BMC Psychiatry 
10: 30, 2010. 

7) Yamada M, Shida Y, Takahashi K, Yamada M: Induction of the transcription factor 
Math2 and its target gene Prg1 after chronic treatment with selective serotonin reuptake 
inhibitors, sertraline and fluoxetine, in rat brain. J Mental Health 55:103-109, 2010. 

8) Kishi T, Fukuo Y, Okochi T, Kitajima T, Kawashima K, Naitoh H, Ujike H, Inada T, 
Yamada M, Uchimura N, Sora I, Iyo M, Ozaki N, Iwata N: Serotonin 6 receptor gene is 
associated with methamphetamine-induced psychosis in a Japanese population. Drug and 
Alcohol Dependence 113(1): 1-7, 2011. 

9) Takahashi K, Murasawa H, Yamaguchi K, Yamada M, Nakatani A, Yoshida M, Iwai T, 
Inagaki M, Yamada M, Saitoh A: Riluzole rapidly attenuates hyperemotional responses in 
olfactory bulbectomized rats, an animal model of depression. Behavioural Brain Research 
216 46-52, 2011. 

10) Saitoh A, Sugiyama A, Nemoto T, Fujii H, Wada K, Oka J, Nagase H, Yamada M: The 
novel δ opioid receptor agonist KNT-127 produces antidepressant-like and antinociceptive 
effects in mice without producing convulsions. Behav Brain Res. in press, 2011. 

11) Hayashi N, Igarashi M, Imai A, Osawa Y, Utsumi K, Ishikawa Y, Tokunaga T, Ishimoto K, 
Harima H, Tatebayashi Y, Kumagai N, Nozu M, Ishii H, Okazaki Y: Psychiatric disorders 
and clinical correlates of suicidal patients admitted to a psychiatric hospital in Tokyo. 
BMC Psychiatry 10: 109, 2010. 

12) Yamada M, Shida Y, Takahashi K, Yamada M: 
Math2 Prg1

 55: 103-109 2010. 
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1) Sugiyama A, Saitoh A, Nemoto T, Fujii H, Oka J, Yamada M, Nagase H  KNT-127, a 
newly synthesized opioid-delta receptor agonist, produced antidepressant-like and 
antinociceptive effects, without epileptogenic effect in mice. J Pharmacol Sci 115 Suppl: 
pp71, 2011. 

2) : 
( ). 

27(1) 67 2010. 
 

1) Vita Poštuvan : 
. 34 2010.9.9-11. 

2) : . 38
2010.10.2. 

3)  , ,  , ,  , ,  : δ
KNT127 . 4

, , 2010.11.20. 
4)  

106
2010.5.21. 

5)
23 10

 2010. 9. 25. 
6)

2010.5.7. 
7)

34
2010.9.9-11. 

8)   :
TRP Polysulfide activates TRP channels and 

increases intracellular Ca2+ in astrocytes. neuro2010 2010.9.2-4. 
 

1) Poštuvan V, Kodaka M, Inagaki M, Yamada M: Attitudes toward suicide -How do we 
measure them? The 13th European Symposium on Suicide and Suicidal Behaviour, Rome, 
2010.9.1-4. 

2) Sugiyama A, Saitoh A, Nemoto T, Fujii H, Oka J, Nagase H, Yamada M: The novel 
delta-opioid receptor agonist KNT-127 produces antidepressant-like and antinociceptive 
effects in mice without producing convulsions. 84
2011.3.22-24. 

3) ( )
106 2010.5.20-22. 

4) ( )
. 106

2010.5.20-22. 
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22 2010.11.20. 
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6 2010.11.5. 
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1) − −
16 ( ) 2010.6.19. 

2) 38
2010.10.2. 

3)
22 2010.5.28. 

4) 22 DV
2010.7.6. 

5) . , 
2010.9.28 

6)
 2010.10.30. 

7)
2010.11.5. 

8)  2010.11.12. 
9)

2010.11.13. 
10)

2010.11.17. 
11) 22

2010.11.18. 
12)

22 2010.11.24. 
13) 22 , 

2010. 12. 4. 
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14) 22
, 2010. 12. 9. 

15) 2011.1.14 
16) 2011.1.17. 
17) 22

2011.1.19. 
18) 22

2011.2.14. 
19) 22 3 , 2011.3.7. 
 

1)  
2)  
3)  
4)  
5) Mayo Neuroscience Forum  
6)  
7) Japanese Genetics Initiative for Drug Abuse: JGIDA group  
8)  

 

1)
16 2010.6.19. 

2) 34 2010.9.11. 
3) SSRI 20 / 40

2010.9.16. 
 

1)  
2)  
3)  
4)  
5)  
6)  
7)  
8)  
 

1)  1 2010.7.5-6. 
2)  2010.8.25-27. 
3)  2010.9.14-15. 
4)  

2010. 11. 8- 9. 
5)   : 2 2010.11. 30-12.  
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Kobayashi M, Ito H, Okumura Y, Mayahara K, Matsumoto Y, Hirakawa J: Hospital readmission 
and first-time admitted patients with schizophrenia: Smoking patients had higher hospital 
readmission rate than non-smoking patients. International Journal of Psychiatry in Medicine 
40(3): 247-257, 2010. 
Sawamura K, Ito H, Koyama A, Tajima M, Higuchi T: The effect of an educational leaflet on 
depressive patients’ attitudes toward treatment. Psychiatry Research 177: 184-187, 2010. 
Ito H: Changes in the remuneration system for psychiatric care in Japan. Die Psychiatrie 2011(8): 
16-22, 2011. 
Okumura Y, Higuchi T: Cost of depression among adults in Japan. The Primary Care Companion 
for CNS Disorders 13(3): e1-e9, 2011. 
Okumura Y, Sakamoto S: Depression treatment preferences among Japanese undergraduates: 
using conjoint analysis. International Journal of Social Psychiatry. in press. 
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Okumura Y, Sakamoto S: Statistical power and effect sizes of depression research in Japan. 
Psychiatry and Clinical Neurosciences. in press. 

Suicide Intervention Response Inventory (SIRI) 
52(6) 543-551 2010  

(56) 55-63 2010  

52(7) 661-669 2010. 

52 773-782 2010  

53 65-72 2011. 
, , , , , ,  , , , 

 : : ICD . 
. . 

 
 53 239-246 2011. 

 
39(9 1117-1125 2010  

―
69(6) 823-829 2010. 

Thornicroft G, Alem A, Dos Santos RA, Barley E, Drake RE, Gregorio G, HanlonC, Ito H, Latimer 
E, Law A, Mari J, McGeorge J, Padmavati R, Razzouk D, Semrau M, Setoya Y, Thara R, 
Wondimagegn D. WPA guidance on steps, obstacles and mistakes to avoid in the implementation of 
community mental health care. World Psychiatry 9: 67-77, 2010. 
Spaeth-Rublee B, Pincus HA, Huynh PT, Brown B, Rosen A, Durbin J, Goldbloom D, Lin E, Wiebe 
P, Griffiths H, Gaebel W, Zielasek J, Janssen B, Sommerlad K, Brogan C, Rogan M, Daly I, Ito H, 
Spronken P, Tromp J, Witte G, de Beer J, Chaplow D, McGeorge P, Silvestri F, Ruud T, Coia D, 
Cheng JJ, Adams N, Everett A, Parks J, Stuart P, Pincus H, Thompson K, Carroll C. Measuring 
quality of mental health care: a review of initiatives and programs in selected countries. Can J 
Psychiatry 55: 539–548, 2010. 
Ito H, Setoya Y, Suzuki Y: Lessons learned in developing community mental health care in East 
and South East Asia. World Psychiatry (in press). 

30(3) 6-9 2011. 
51 11 1487-1491 2010  

1)  
pp59-66 2010  

2) 4  
 pp418-419 2011  
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22

2011  
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 22

2011  

 
  37(6)( 213 ) 52-56  2010 (Kevin Ann Huckshorn

Reducing seclusion & restraint use in mental health settings Core strategies for prevention
Journal of Psychosocial Nursing 42 (9) 22-33 2004) 

 
  37(7)( 214 ) 54-57 2010 (Kevin Ann Huckshorn Reducing 

seclusion & restraint use in mental health settings Core strategies for prevention Journal of 
Psychosocial Nursing 42 (9) 22-33 2004) 

 
  37(7)( 215 ) 49-53 2010 (Kevin Ann Huckshorn Reducing 

seclusion & restraint use in mental health settings Core strategies for prevention Journal of 
Psychosocial Nursing 42 (9) 22-33 2004) 

 
  37(9)( 216 ) 65-71 2010 (Kevin Ann Huckshorn Reducing 

seclusion & restraint use in mental health settings Core strategies for prevention Journal of 
Psychosocial Nursing 42 (9) 22-33 2004) 

1)
PSYCHIATRIST14 34-46 2010. 
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2) 19(1) 143-144 2010  
3) 29(9) 10-17 2010  
4)    

127 2011. 
5)

2008-2009  
6) Current Therapy 29(3) 67 2011. 
7) 7 7-8 2011. 
8)  

 5  38(1) 65-69 2011. 
9) 57

238 2010  
10) 57

262 2010  
11) 1 57

165 2010  
12)

― 5 ― 57 165
2010  

13) Circulation Journal 
vol.74  Supplement II 2010  
 

1)
2010.10.29. 

2)  25 
2010.10.6. 

3)
2010.11.14. 

 

Sailas E, Putkonen H, Noda T, Lindberg N, Ito H, Joffe G: Staff attitudes towards schizophrenia, containment 
methods, ward atmosphere, and the use of seclusion and restraint. the 2nd Biennial Schizophrenia International 
Research Conference, Firenze, 2010 .4.10-14.

106 2010.5.20.

. 48 
2010.10.15.

. 48 2010.10.15.
DPC

48 2010.10.16.

- 109 -



精神保健研究所年報　第 24 号

23
2010.11.25-27.

eCODO 64
2010.11.27.

30 2011.3.4.

 22 2010.12.2. 
Maarit Kinnunen  
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Ichikura k, Matsuoka S, Okumura Y, Kobayashi M, Suzuki S, Kuwahara K, Ito H, Noda T, 
Yokoyama H, Kamakura S, Nonogi H:Cardiologists’ beliefs about  psychosocial problems for 
patients with inplantable cardioverter defibrillators: A national survey. International journal of 
behavioral medicine, Washington, 2010.8.4. 
Toshie Noda: Ward characteristics of SAKURA in Finland and Japan & duration of 
seclusion/restraint in Japan. SAKURA seminar at Helsinki University Central Hospital. Helsinki, 
2010.8.1. 
Toshie Noda: General health care system & challenge to change psychiatric care in Japan. 
SAKURA seminar at Helsinki University Central Hospital. Helsinki, 2010.8.16. 

 22
2010.6.30. 

2010.8.21. 
30

2010.10.4. 
22

2011.1.13. 
 30 2011.1.21. 

The 2nd Janssen Medical Management Seminar 2010 in 
Fukuoka 2010.12.4. 

36
2010.12.6. 

22
2011.1.13. 

30 2011.1.21. 
30 

2011.2.25. 
eCODO 17 

2010.2.6. 

1 2010.6.21. 
57 

2010.9.18. 
57 

2010.9.18. 
57 

2010.9.17.

5 57 2010.9.17. 
9 

2011.1.29. 

2010.9.25, 10.2.
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1) Moriguchi Y, Negreira A, Weierich M, Dautoff R, Dickerson B, Barrett LF: Differential 

hemodynamic response in affective circuitry with aging: An fMRI study of novelty, valence, and 
arousal. J Cogn Neurosci 23: 1-15, 2010. 

2) Kaji T, Mishima K, Kitamura S, Enomoto M, Nagase Y, Li L, Kaneita Y, Ohida T, Nishikawa T, 
Uchiyama M: Relationship between late-life depression and life stressors: Large-scale 
cross-sectional study of a representative sample of the Japanese general population. Psychiatry 
Clin Neurosci 64: 426-34, 2010. 

3) Aritake-Okada S, Higuchi S, Suzuki H, Kuriyama K, Enomoto M, Soshi T, Kitamura S, 
Watanabe M, Hida A, Matsuura M, Uchiyama M, Mishima K: Diurnal fluctuations in 
subjective sleep time in humans. Neurosci Res 68, 225-31, 2010. 

4) Kitamura S, Hida A, Watanabe M, Enomoto M, Aritake-Okada S, Moriguchi Y, Kamei Y, 
Mishima K: Evening preference is related to the incidence of depressive states independent 
of sleep-wake conditions. Chronobiol Int 27: 1797-812, 2010. 
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5) Kuriyama K, Mishima K, Soshi T, Honma M, Kim Y: Effects of sex differences and regulation 
of the sleep-wake cycle on aversive memory encoding. Neurosci Res 27: 2011 (in press). 

6) Abe Y, Mishima K, Kaneita Y, Li L, Ohida T, Nishikawa T, Uchiyama M: Stress coping 
behaviors and sleep hygiene practices in a sample of Japanese adults with insomnia. Sleep 
and Biological Rhythms 9:35-45, 2011. 

7) Igarashi T, Komaki G, Lane RD, Moriguchi Y, Nishimura H, Arakawa H, Gondo M, 
Terasawa Y, Sullivan CV, Maeda M The reliability and validity of the Japanese version of 
the Levels of Emotional Awareness Scale (LEAS-J). Biopsychosoc Med 5:2, 2011. 

8)
 57(12) 1066-74 2010. 
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9)  236 5-10 2011. 
10)  93(2) 205-11 2011. 
11)  14(3) 445-52 2011. 
12)

236 968-74 2011. 
13) 29(3) 8-12 2011. 
14) PROGRESS IN 
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15) : Neuroimaging ; .  51:141-150, 2011. 
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1  
1) Mishima K Synposium Sleep and society–People with sleep and circadian maladaptation to 

modern life style – Max Planck Institute & National Center of Neurology and Psychiatry Joint 
Symposium Tokyo 2010.10.13. 

2) Moriguchi Y: Mentalizing in alexithymia. Berlin Alexithymia Conference 2010, Berlin, 
Germany, 2010.11.8-9. 

3) Enomoto M Workshop Clinical application of newly developed waist-worn actigraphy to 
advance effective sleep medicine for hospitalized patients. 29th International congress of 
clinical neurophysiology, Kobe, 2010.10.28-11.1. 

4)
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5)
2010.6.3. 
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22)
2011.2.23. 

23) Neuroimaging 51
2010.6.26-27. 

24)
15 , , 2010.7.17-18. 

25) 11
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Neuro 2010 2010.9.2-4  

28) 17
2010.11.20-21  

29) 7  2011.2.20. 
30)

36 2010.12.4-6. 
 

1) Moriguchi Y, Lane R, LaBar K, Gondo M, Hida A, Mishima K, Hanakawa T, Honda M, 
Komaki G: Neural basis for neuroticism and emotional sensitivity to subtle changes of facial 
expression. 16th Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping, Barcelona, 
2010.6.6-10. 

2) Hida A, Watanabe M, Kitamura S, Kato M, Aritake S, Enomoto M, Moriguchi Y, Mishima K: 
Association of circadian gene polymorphisms with sleep characteristics in Japanese population. 
Sleep 2010, 24th Annual Meeting of Associated Professional Sleep Societies, San Antonio TX, 
2010.6.5-9. 

3) Kitamura S, Hida A, Watanabe M, Enomoto M, Aritake-Okada S, Moriguchi Y, Kamei Y, 
Mishima K: Evening preference relates to the incidence of depressive state independently of 
sleep–wake conditions. Sleep 2010, 24th Annual Meeting of Associated Professional Sleep 
Societies, San Antonio TX, 2010.6.5-9. 

4) Enomoto M, Kitamura S, Aritake-Okada S, Watanabe M, Hida A, Moriguchi Y, Kusanagi H, 
Kaneita Y, Tsutsui T, Mishima K: Five-year trends of sedative-hypnotics use in Japan. Sleep 
2010, 24th Annual Meeting of Associated Professional Sleep Societies, San Antonio TX, 
2010.6.5-9. 

5) Hida A, Watanabe M, Kato M, Kitamura S, Enomoto M, Moriguchi Y, Kamei Y, Kadotani H, 
Uchiyama M, Inoue Y, Takahashi K, Mishima K: Association study of circadian gene 
polymorphisms with circadian sleep disorders in Japanese population. 20th Congress of the 
European Sleep Research Society, Lisbon, Portugal, 2010.9.14-18. 

6) Enomoto M, Kitamura S, Aritake-Okada S, Watanabe M, Hida A, Moriguchi Y, Kusanagi H, 
Kaneita Y, Tsutsui T, Mishima K: Trends in prescription of hypotics in Japan, 2005-2009. 20th 
Congress of the European Sleep Research Society, Lisbon, Portugal, 2010.9.14-18. 

7)
  

35 2010.7.1-2. 

- 123 -



精神保健研究所年報　第 24 号

8)   

17 2010.11.20-21  
9)

5 35
2010.7.1-2. 

10) ( )
DLMO 17

2010.11.20-21  
11)

2
35 2010.7.1-2. 

12) ( )

63 2010.10.30-31. 
13) ( ) 

17 2010.11.20-21  
14)

35
2010.7.1-2. 

15)
17

2010.11.20-21  
16)

35 2010.7.1-2. 
17)

Neuro 2010 2010.9.2-4  
18)  

17 2010.11.20-21  
19)

17
2010.11.20-21  

20) , , , 
11 2011.1.11-13  

 

1) QOL 2010.4.29.
2) 2 QOL 2010.9.30.
3)

2010.5.27.

- 124 -



Ⅱ 研 究 活 動 状 況

4)
E 2010.10.19.

5)
2010.11.30-12.1.

6)
22

2011.5.23.
7) DLMO

26 2010.12.4
8)

5 22
2011.5.23. 

9) , , , , , , , 
22

2011.5.23. 
 

1) 22
2010.9.21. 

2) 22

2010.9.26  
3)

, 2010.12.24. 
4)

10 2011.2.26. 
 
 

 
1) 17 2010.11.20-21

 
1)  

 
 

2)  
 

  
1)  

 
2)  

 
 

- 125 -



精神保健研究所年報　第 24 号

  
1)  

 
 

 
 

 
Sleep Research Society 
Society for Research on Biological Rhythms 

2) American Psychosomatic Society 
 

3) Society for Research on Biological Rhythms 
American Academy of Sleep Medicine 

 
 

 
1) 106

2010.5.20-22. 
2)

35 2010.7.1-2. 
3) 17

2010.11.20-21  
4)

36 2010.12.4-6. 
5) 6 2011.2.26. 

 
 
1) Frontiers in Sleep and Chronobiology  
2) American Psychosomatic Society Program Committee  

 

 
1) 2010.8.19-20

 
1)

2010.8.19-20

- 126 -



Ⅱ 研 究 活 動 状 況

10  

22 4 1

ADHD

Department of 
Developmental Disorders

 

22
3

 
22 9

10 1
23 3

13

6

 
 

 
1  

ADHD

.
 

 
2  

Bronx waltzer bv ADHD
bv

GABA
 

 

- 127 -



精神保健研究所年報　第 24 号

3  

B  
 
4  

ADHD

 
 
5 ADHD  

ADHD
NIRS

 
 
6 ALD  

ALD

 
 
7  

 
 
8  

 
 

 
1  

 
 
2  

- 128 -



Ⅱ 研 究 活 動 状 況

  
 
3  

 
 
4  

22

 
 
5  

ADHD
 

 

1 Inoue Y, Inagaki M, Gunji A, Furushima W, Okada H, Sasaki H, Omori T, Takeichi H, 
Kaga M: Altered effect of preceding response execution on inhibitory processing in children 
with AD/HD: an ERP study. Int J Psychophysiol 77: 118-25, 2010. 

2 Sakuma H, Shimizu Y, Saito Y, Sugai K, Inagaki M, Kaga M, Sasaki M: 
Electrophysiological evidence of cerebral dysfunction in childhood opsoclonus-myoclonus 
syndrome. Mov Disord. 25: 940-5, 2010. 

3 Kita Y, Gunji A, Sakihara K, Inagaki M, Kaga M, Nakagawa E, Hosokawa T: Scanning 
strategies do not modulate face identification: Eye-tracking and near-infrared spectroscopy 
study. PLoSONE http://dx.plos.org/10.1371/journal.pone. 0011050 

4 Suzuki K, Shinoda H: Error-related components and impulsivity related by speed and 
accuracy trade-off. Human Cognitive Neurophysiology 3: 26-37, 2010. 

5 Matsuda Y, Inoue Y, Izumi H, Kaga M, Inagaki M, Goto Y: Fewer GABAergic 
interneurons, heightened anxiety and decreased high-frequency electroencephalogram 
components in Bronx waltzer mice, a model of hereditary deafness. Brain Res. 2011 
1373:202-210. 
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6 Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Sakihara K, Kaga M, Inagaki M, Hosokawa T: Self-face 
recognition in children with autism spectrum disorders: A near-infrared spectroscopy 
study. Brain Dev Dec 17, 2010. [Epub ahead of print] 

7 Mizuno T, Nakagawa E, Sakuma H, Saito Y, Komaki H, Sugai K, Sasaki M, Takahashi A, 
Otsuki T, Sakihara K, Inagaki M. Multiple band frequency analysis in a child of 
medialtemporal lobe ganglioglioma. Childs Nerv Syst 27: 479–483, 2011. 

8 Yonekawa T, Saito Y, Sakuma H, Sugai K, Shimizu Y, Inagaki M, Sasaki M: Augmented 
startle responses in opsoclonus-myoclonus syndrome. Brain Dev 33: 335-338, 2011. 

9

42: 15-21, 2010. 
10

42: 437-442, 2010. 
11

Social Skill Training 56: 81-87, 
2010. 

12 , LD
.LD  19: 281-289, 2010. 

13

 28: 401-408, 2011. 
 

1 50: 43-46, 
2009. 

2 14. 73: 808-810, 2010. 
3 AD/HD 42: 

224-226, 2010. 
4 38: 58-67, 2010. 
5  27:

125-138, 2010. 
6 ASD

. 53: 140-150, 2010. 
 

1 Inagaki M: Attention deficit/hyperactivity disorders of children with epilepsy. 
Neuropsychiatric Issues in Epilepsy, John Libbey Eurotext, 85-91, 2010. 

2 Gunji A, Takeichi H, Inoue Y, Okada H, Omori T, Inagaki M, Kaga M: Single one-minute 
trial assessment of speech processing in school age children. Proceedings of the Auditory 
Research Meeting, the Acoustical Society of Japan, 40: 857-861, 2010. 

3  2
257-262, 2010. 

4 2  
19 110-113, 2010. 
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20- - -009
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6
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22
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7
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8
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(B) pp47-61, 2011. 
 

- 131 -



精神保健研究所年報　第 24 号

10

(B) pp25-38, 2011. 
 

1 J Y
2011.1.15  

 

1 Inagaki M, Yamazaki H, Kobayashi T, Kita Y, Yatabe K, Gunji A, Kaga M: Magnocellular 
VEP in dyslexics. Clinical Neurophysiology 121: S27, 2010. 

2 Gunji A, Kita Y, Sakihara K, Inoue Y, Kaga M, Inagaki M: Facial cognition in autistic 
children. Clinical Neurophysiology 121: S57, 2010. 

3 Yamazaki H, Kita Y, Yatabe K, Inagaki M: Time frequency analysis of VEPs elicited by 
low spatial frequency and high reversal rate stimuli using complex demodulation 
method. Clinical Neurophysiology 121: S102, 2010. 

4 Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Kaga M, Watanabe K: Hand-actions implied in 
hand-written Chinese radicals in the human motor system. Clinical Neurophysiology 
121: S196, 2010. 

5 Sakihara K, Gunji A, Kita Y, Furushima W, Inoue Y, Inagaki M, Kaga M: Event-related 
oscillations to structural encoding of face in children with pervasive developmental 
disorders. Clinical Neurophysiology 121: S266, 2010. 

6 Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Inagaki M, Kaga M, Hosokawa T: A hemodynamic 
study of self-face recognition in autism spectrum disorder (ASD): Relation with ASD 
severities and self-consciousness. Clinical Neurophysiology 121: S266, 2010. 

7 Kaga M, Inagaki M, Gunji A, Nakamura M: Auditory perception in Landau-Kleffner 
syndrome. Clinical Neurophysiology 121: S35, 2010. 

8 Inagaki M, Kobayashi T, Kaga M, Kamio Y: Problems of reading and writing in elementary 
school children: Part I. Nationwide study in Japan. Abstracts from the second Excellence 
in Paediatrics Conference, 108, 2010. 

9 Kobayashi T, Inagaki M, Kaga M, Tanaka Y, Kamio Y: Problems of reading and writing in 
elementary school children: Part II. Relationship with ADHD rating scale. Abstracts from 
the second Excellence in Paediatrics Conference, 108, 2010. 

10 Kaga M, Inagaki M, Ohta R: Incidence of Landau-Kleffner syndrome (LKS) in Japan. 
Abstracts from the second Excellence in Paediatrics Conference, 70, 2010. 

11 II 5 2009
12-13. 

12 45
45

 32-33, 2010. 
13 40 21

38: 314, 2010. 
14 2 22

pp24. 
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15 Dyslexia ADHD
 12: 

118, 2010. 
16

 12: 117, 
2010. 

17
 12: 117, 2010. 

18
 KOBAYASHIKEN, . 2010. 

19
38: 345, 2010. 

20 Optical 
encephalography 38: 315, 2010. 

21
38: 362, 2010. 

22

 38: 343, 2010. 
23

Septo-optic dysplasia VEP NIRS
 38: 342, 2010. 

 

1 Inagaki M, Yamazaki H, Kobayashi T, Kita Y, Yatabe K, Gunji A, Kaga M: Magnocellular 
VEP in dyslexics. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, Japan. 
October 28-November 1, 2010. 

2 Gunji A, Kita Y, Sakihara K, Inoue Y, Kaga M, Inagaki M: Facial cognition in autistic 
children (Symposium 38: Face perception). The 29th International Congress of Clinical 
Neurophysiology (ICCN), Kobe, October 28-November 1, 2010. 

3 Kaga M, Inagaki M, Gunji A, Nakamura M: Auditory perception in Landau-Kleffner 
syndrome. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, Japan. October 
28-November 1, 2010. 

4
52 2010.5.21. 

5 15
2010.7.17-18.  

6 2008 2009 45
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2010.9.5. 
7 3

J-SANS2010 2010.9.25. 
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9 NIRS 28

 
2010.5.15. 

10 Optical 
encephalography 40

21 2010.11.2. 
 

1) Inagaki M, Kobayashi T, Kaga M, Kamio Y: Problems of reading and writing in elementary 
school children: Part I. Nationwide study in Japan. Excellence in Paediatrics, London, 

December 2-4, 2010. 
2) Gunji A, Inoue Y, Kita Y, Sakihara K, Kaga M, Inagaki M: Discrimination of one′s own face 

and familiar face in children with Pervasive Developmental Disorders (PDD): an event 
related potential (ERP) study. The 11th International Child Neurology Congress, Cairo, 
Egypt, May 1-7, 2010. 

3) Kaji Y, Inagaki M: The effects of handwriting action on memory for novel Japanese kanji 
character. 8th Tsukuba International Conference on Memory Tsukuba Japan March 
29-31, 2010. 

4) Kita Y, Gunji A, Goto T, Sakuma R, Koike T, Hosokawa T, Inagaki M, Kaga M: 
Intervention Effects of Social-Skill Training for Children with Autism Spectrum Disorders: 
Quantitative Behavioral Assessments with Two-Dimensional Motion Capture System. The 
11th International Child Neurology Congress, Cairo, Egypt, May 1-7, 2010. 

5) Inoue Y, Gunji A, Sakihara K, Kita Y, Inagaki M: Disorder-specific effect of preceding 
response execution on inhibitory processing in children with attention-deficit hyperactivity 
disorder: an ERP study. 18th Biennial Meeting of the International Society for 
Developmental Neuroscience: Portugal, June 6-9, 2010. 

6) Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Watanabe K, Kaga M: Motion Perception of Explicit and 
Implicit Hand Action Associated with Writing Letters. The 50th annual meeting of the 
Society for Psychophysiological Research, Marriott Downtown Waterfront, Portland, 
Oregon, USA, September 29 - October 3, 2010 

7) Yamazaki H, Kita Y, Yatabe K, Inagaki M: Time frequency analysis of VEPs elicited by low 
spatial frequency and high reversal rate stimuli using complex demodulation method. 29th 
International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, Japan, October 28-November 1, 
2010. 

8) Yatabe K, Inagaki M, Suzuki K, Kaga M, Watanabe K: Hand-actions implied in 
hand-written Chinese radicals in the human motor system. 29th International Congress of 
Clinical Neurophysiology, Kobe, Japan, October 28-November 1, 2010. 

9) Sakihara K, Gunji A, Kita Y, Furushima W, Inoue Y, Inagaki M, Kaga M: Event-related 
oscillations to structural encoding of face in children with pervasive developmental 
disorders. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, Japan, October 
28-November 1, 2010. 

10) Kita Y, Gunji A, Inoue Y, Goto T, Inagaki M, Kaga M, Hosokawa T: A hemodynamic study 
of self-face recognition in autism spectrum disorder (ASD): Relation with ASD severities 
and self-consciousness. 29th International Congress of Clinical Neurophysiology, Kobe, 
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Japan, October28-November1, 2010. 
11) Inoue K, Aoyagi N, Inoue Y, Itoh Y, Inoue Y, Matsuda Y, Inagaki M, Inoue T, Goto Y, 

Kohsaka S, Akazawa C: Sox10 BAC transgenic mouse modeling a complex 
neurocristopathy, PCWH. The American Society of Human Genetics 60th Annual Meeting. 
Washington DC, November 2–6, 2010.  

12) Kobayashi T, Inagaki M, Kaga M, Tanaka Y, Kamio Y: Problems of reading and writing in 
elementary school children: Part II. Relationship with ADHD rating scale. Excellence in 
Paediatrics, London, 2-4 December, 2010. 

13) Kaga M, Inagaki M, Ohta R: Incidence of Landau-Kleffner syndrome (LKS) in Japan. 
Excellence in Paediatrics, London, December 2-4, 2010. 

14) Gunji A, Takeichi H, Inoue Y, Okada H, Omori T, Inagaki M, Kaga M: Single one-minute 
trial assessment of speech processing in school age children.
2010.12.10-11. 
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11  

 

ACT
IPS

 
 

 
1 24  

 
 

 
 
 

   
 

   
1 25 Technical Officer  

  
 

  
  

 

1)  
   

  

ACT
 

 
2) 

  

New Long Stay
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3)  
Cogpack

  

11 23 7
 

 
4)  

22
23

 
 

1)   
 

 
2)   

ACT
 

 

 

SST  
 

3)   
8 ACT 2

8  
8 ACT  

2
 

 
4)   

 
23 1  
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5)   

1 1.5  
 

1) Setoya Y, Saito K, Kasahara M, Watanabe K, Kodaira M, Usami M Evaluating outcomes of 
the child and adolescent psychiatric unit: a prospective study. International Journal of 
Mental Health Systems 5:7, 2011 

2) Ng C, Setoya Y, Koyama A, Takeshima T The ongoing development of community mental 
health services in Japan: utilizing strengths and opportunities. Australas Psychiatry 18(1): 
57-62, 2010. 

3) Thornicroft G, Alem A, Antunes Dos Santos R, Barley E, Drake RE, Gregorio G, Hanlon C, 
Ito H, Latimer E, Law A, Mari J, McGeorge P, Padmavati R, Razzouk D, Semrau M, Setoya 
Y, Thara R, Wondimagegn D  WPA guidance on steps, obstacles and mistakes to avoid in 
the implementation of community mental health care. World Psychiatry 9:67-77, 2010 

4) ACT 53(2) 161-168
2011.  

5)   ACT-J
14(1) 97-100 2010. 

6)   
20(1) 17-

25 2011. 
 

1)  

10(3) 331-336 2010. 
2) 1

(1) 10(3) 413-416, 2010. 
3)

10(3) 327-330, 2010. 
4) 2

(2) 10(4) 549-554, 2010. 
5) 3

11(1) 142-148 2011. 
6)

7(3) 188-192 2010. 
7)  

2
27(2) 43-53 2010. 

8)

11(1) 16-23 2011. 
9) 11(1) 42-46 2011. 
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10) ACT 18(1) 46-54 2011. 
11)  

10(3) 327-330 2010. 
12)  

№143 25-30 2010. 
13) Schizophrenia Frontier11

34-38 2011. 
 

1)  ACT   
  EBM 2011-2012

pp52-56 2011. 
2)  

pp190-195 2010. 
3)  

pp147-164 2010. 
 

1)    

21

pp15-27 2010. 
2)   

19 21

pp23-29 2010. 
3)    

20
22

20 22 pp3-12 2011.  
4)   

  
22

Cogpack
pp32-38 2011. 

5)  

20 -8
20 22

pp149-165 2011.  
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6)      
 ACT 1

20 22

20 22 pp16-35 2011. 
7)   

20 -8

20 22 pp207-226 2011. 
8)  

20 -8

20 22 pp143-147 2011. 
9)    

21

pp57-123 2010. 
10)     

 ACT
20 22

20 22
pp38-68 2011. 

11)   
Assertive Community Treatment
20 -8

20 22 pp229-243 2011. 
12) 

, 21  
 pp1-49 2010. 

13)    
21

pp37-56 2010. 
14)  ACT-J

21
pp239-244 2010. 

15)  
21

pp9-16 2010. 
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16)  
― ― 21

pp28-37 2010. 
17)  

20 -8

20 22 pp167-176 2011. 
18) Cogpack

Brief Assessment of Cognition 
in Schizophrenia

22
pp25-30 2011. 

19) 
Cogpack

22

Cogpack
pp27-31 2011.  

20)  

20 -8

20 22 pp199-203 2011. 
 

1)
5 pp105-107 2010. 

2)  2010.10.30 2010. 
3)  

ACT-J 27(1) 35 2010. 
 

1) Setoya Y :Assertive Community Treatment in Japan - Experience from Asia -. International 
Conference on Schizophrenia IV. Chennai, Oct 22-24, 2010. 

2) ACT ACT 106
2010.5.22. 

3)
3 27

2010.6.5. 
4) ACT

64
2010.9.26.  
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5)
4 18

5 2010.10.23. 
6)  18

2010.10.23. 
7) 106

2010.5.20-22. 
8)

18 2
2010.10.23-24. 

 

1) Setoya Y, Yoshida K, Setoya N, Hanafusa K, Takahara Y, Tsunoda A, Kayama M, Oshima I, 
Ito J :Community Mental Health Service in Japan Comparing Service Profiles of Assertive 
Community Treatment, Psychiatric Visiting Nurse and Psychiatric Day Care. World 
Psychiatric Association International Congress 2010, Beijing, Sep 1-5,2010. 

2)  Setoya Y, Satake N, Takahara Y, Maeda K, Sato S, Takahashi M, Ito J :Nine months follow 
up study of the inpatients admitted to psychiatric emergency unit in Japan. 20th World 
Congress of Social Psychiatry, Marrakech, Oct 23-27, 2010. 

3)  Yoshida K, Setoya Y, Hanafusa K, Takahara Y, Ito J, Setoya N, Tsunoda A, Kayama M, 
Oshima I :The service description of Assertive Community Treatment program in Japan. 
World Psychiatric Association International Congress 2010, Beijing, Sep 1-5, 2010. 

4) Takahara Y, Setoya Y, Maeda K, Sato S, Takahashi M, Satake N, Ito J :Survey of Staff 
Members of the Psychiatric Emergency Unit about Introduction of Care Management. World 
Psychiatric Association International Congress 2010, Beijing,Sep 1-5,2010. 

5)  
18

2010.10.23-24. 
6)  

QOL
58 2010.10.9-10. 

7)   
18 2010.10.23-

24. 
8)  

PSW 18
2010.10.23-24. 

9)  ACT-J
27 2010. 6. 4 

10)  
18

2010.10.23-24. 
11)  

 ―
― 58 2010.10.9-10. 
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12)   
18

2010.10.23-24. 
13) 

38
2010.8.26. 

14)  
 

(CD-TEP ) 58 2010.10.9-10. 

1)  

20 -8
2010.12.2. 

2) Assertive Community Treatment
20 -8

2010.12.2. 
 

1) NPO CLIP
2010.5.8. 

2) 2010.7.1. 
3)

2010.7.16. 
4) ACT

2010.7.23. 
5)

2010.8.3. 
6) 2010.9.9. 
7)

2010 2010.9.10. 
8)

2010 2010.9.11. 
9)  

FORUM in 2010.10.7. 
10) 22

2010.11.5. 
11) ACT 2010.11.25. 
12) ACT

2010.12.4. 
13) 

2010.12.10. 
14) 

201012.11. 
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15) 
2011.2.8. 

16) 2010.2.19. 
17) ACT

2011.2.21. 
18) 2011.3.4. 
19) 

ACT
2010.6.21.  

20) ACT
2010.7.31. 

21) 
2010.10.2. 

22) 2010.10.31. 
23) H19 H21

2010.5.28. 
24) 22

2010.6.12. 
25) 

2010.7.15-16. 
26) 22

2010.10.1. 
27)  ACT

2010.5.10. 
28)  NPO KHJ

2011.1.15. 
  

1)   
 

 
 

1)  ACT 18 2010.10.24. 
2)

14
2011.2.25. 

3) 17
2011.3.11. 

 

1)   
 

 
2)   
3)   
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1) 22 2
2010.10.19-22. 

2) 22 8 ACT
2011.2.1-4. 

 

1) ACT ACT
2010.5.17. 

2) ACT-K
2010.6.8. 

3) ACT
ACTIPS 2010.6.11. 

4)  ACT ACT ACT
2010.6.17. 

5)
2010.6.19. 

6) ACT ACT ACT
2010.7.12. 

7) 22
2010.7.29. 

8) ACT ACT ACT
2010.8.9. 

9) 8 2010.9.2. 
10) ACT-K

2010.9.14. 
11) 2

2010.10.19. 
12) 33

2010.10.30. 
13) 

in 2010.11.13-14. 
14) 2 ACT ACT

2010.11.27-28. 
15) 

2010.12.3. 
16) 

2010.12.4. 
17) ACT-K

2010.12.14. 
18) 45

2010.12.18. 
19) 2011.1.13. 
20) ACT 2011.1.15. 
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21) ACT
2011.1.24. 

22) 8 ACT 2011.2.1. 
23) ACT

2011.3.3. 
24) 29

2010.7.11. 
25) ACT 2 ACT ACT

2010.11.27-28. 
26) 22 2010.6.12. 
27) 2

2010.10.19. 
28) 

2010.12.3. 
29) 8 ACT

2011.2.1. 
30)  ACT-J 8 ACT 2011.2.2. 
31)  

2011.2.15. 
32)  

2011.2.18. 
33) 2

2010.10.19. 
34) 8 ACT 2011.2.3. 
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15 7 10
10 11

3

 
22 22 4 23 3 22 7 31

23 1 1 23 1 1

22 11 30

 

 

 

5
22

5

 
 

2  

18 20
ver4.0
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3
 

 
17 18

 
17

 
 

4  

MRI SPECT PET

 

 
 
5)  

Lovell, Karina Baker, A. John

 

1)  

 

 

 
 

2)  
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3)  

22 5  
22  

 

 
22 5

 
 
4)  

 
 
 

5)  
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6)  

, 
 

 

1)  ( 22
18(2) 89-101 2009 2010  

1)
4 22(55).65-68 2010  

2) .
25(12) 1653-1660 2010  

3) 5(1) 48-54 2010  
4) 27(3) 242-247 2010  
5) 22(55) 79-88

2010  
6)

a’ la carte29(2) 227-232 2010  
7) 13(6) 44-51 2010  
8) 112(9) 872-786 2010  
9)

14(1) 28-36 2010  
10) 21(2)

127-132 2010  
11) 17(6) 573-580 2010  
12)

25(289) 226-227 2010  
 

1)

pp280-290 2010  
2)    

21 pp186-197 2010  
3) (8) pp105-106

2010  
4)

pp590-591,2010  
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5) CBT
pp111-114 2011  

6)
pp146 2011  

7)

― ― 2010  

1)
H20 011). 22

2011  
2)

H20 011). 20 22
2011  

3) 22

1―
― pp21-32 2011  

4) 22

2―
― pp33-41 2011  

5) 22

pp95-96 2011  
6) 22

pp7-19
2011  

 

1) Komatsu Y, Lovell K, Baker J: An exploration of patient choice in forensic mental health care: 
the views of mental health nurses and patients in Japan. Role Expansion of Nurses and 
Improvement of Professional Status. 2nd Japan Chine Korea Nursing Conference 104-105 2010. 
 

2) Richard P. Bentall, Madness Explained Psychosis and Human Nature Penguin 
Global,2004  

3)

131 2010  
4) 3  
5) JAMHP NEWS

38 11-12 2010  
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6)
3

5(1) 118 2010  
 

1) Fukui H Nishinaka H Yoshikawa K White matter changes in violent schzophrenia a diffusion 
tensor imaging study ECNS 2010 7th Annual ECNS/ISNIP Conference First Joint Meeting 
of ECNS ISBET ISNIP Istanbul-Turkey 2010.9.14-18. 

2) Kikuchi AT, Asanami C, Iwasaki S, Yoshikawa K Insight, depression and self-esteem in 
forensic patients with schizophrenia spectrum disorders in Japan 6TH World Congress of 
Behavioral and Cognitive Therapies Boston, Massachusetts 2010.6.2-5. 

3) Komatsu Y An exploration of patient choice in forensic mental health care the views of mental 
health nurses and patients in Japan. 2nd Japan China Korea Nursing Conference Tokyo
2010.11.20-22. 

4)
47 2010.11.27. 
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5) 20
2010.8.26-28. 

6) Brian K Diarmuid F
41 2010.7.22-23. 

7) TBSS
26 2010.9.19. 

8)
tract-based spatial statistics 32

2010.10.7-9. 
9)

CANTAB . 6 2011.2.5. 
10)

4 6 2010.6.4. 
11)

6 2011.2.5. 
12) Multisystemic therapy

27 2010.6.4. 
13)

32 2020.10.7-9. 
14) Moral Judgment

. 6 2011.2.5. 
15) NIRS

26 2010.9.19. 
16)

6 2011.2.5. 
 

1) 2 2010.11.13. 
2) 22

2 2010.11.19. 
3) 22

2 2010.11.19. 
4) 22

3 2011.1.22. 
5)

2011.1.27. 
6) 22

5
2011.1.29. 

7) 2011.1.30. 
8) 22

1 2010.6.18. 
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9) 22

1 2010.7.3. 
 

10) 22

2010.9.18. 
11) 22

2 2010.10.16 
12) 2 ( )

,2010.11.14. 
13) 22

in
2010.11.20. 

14) 5 5
2011.1.29. 

15) 22

3 2011.1.29. 
16) 22

1 2010.7.3. 
17) 22

2010.9.18. 
18) 22

2 2010.10.16 
19) 22

2010.11.20. 
20) 22

3 2011.1.29. 

1)
2010.6.26. 

2) 2010.6.28. 
3) 22 2007.7.6. 

- 157 -



精神保健研究所年報　第 24 号

4)
2010.7.30. 

5) 22 2010.9.30. 
6) 3 2010.11.5. 
7) 22 2

2010.11.8. 
8) 2011.1.6. 
9) 2011.1.12. 
10) MST

21 2010.5.15. 
11) 22

2010.6.11. 
12) 7

2010.6.14. 
1)

2010.4.23. 
2)

2010.4.24. 
3) 22

2007.7.6. 
4) 22 2010.9.30,10.1. 
5) 2

,2010.11.21. 
6) 2011.2.2. 
7) 51 2010.10.29. 
8)

2011.1.29. 
9) 2010.5.28. 
10) CBT 2010.12.21. 
11)

8 2011.2.26. 
12)

2011.2.28. 
 

1)  
2)  
3)  
4)  
5)  
6)  

EMDR
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1) 3 106
2010.5.21. 

2) 2 6 2010.6.4. 
3) 13 106 2010.5.21. 
4) 6 2010.6.4. 
5) 3 106

2010.5.21. 
6) 2010.10.20. 
7) EMDR

EMDR 5 2010.5.14. 
8) 2 EMDR EMDR

5 2010.5.14. 
9) 12

2010.10.9. 

1)  
2)  
3)  
4)  
5)  
6) American Academy of Psychiatry and the Law International Committee 
7) Criminal Behaviour and Mental Health  
8)  
9)  
10)  
 

1)   
22 5 2010.7.13-15. 

1) 2010.4.2. 
2) ICF

2010.7.7. 
3) 22 5 2010.7.13. 
4) 132 2010.7.21. 
5) 120 2010.8.23,24. 
6)

2010.8.28. 
7) 120 2010.9.7-9. 
8)

2010.9.11. 
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9) 22
2010.10.1. 

10) 42 2010.10.29. 
11) 133 2010.11.25. 
12) 7

2010.12.11. 
13) 57 2011.1.25. 
14) 3

2011.2.8. 
15) 4 2011.3.10. 
16) 2010.4.24. 
17) 36

2010.6.11. 
18) HCR-20

2010.6.25. 
19) 22 5 2010.7.13. 
20) 22 5 2010.7.13. 
21) HCR-20 (1)(2)(3)(4) 22 5

2010.7.14. 
22) 2010.4.20. 
23) 2010.4.24. 

 
24) 22 5

2010.7.16. 
25) . 5 ,2010.7.27 
26) 2010.8.11. 
27) 120 2010.8.23

24. 
28) 120 2010.9.7

8. 
29) 2010.9.22. 
30) IM Aripiprazole IMD 

Investigator Meeting 2010.10.2. 
31)  2010.10.13. 
32) ,2010.11.9.  
33) 2011.1.5. 
34) 22 2011.1.13. 
35) 10 ,

,2011.2.10. 
36) 22 5 2010.7.16. 
37) 2010.10.14. 
38)

2011.3.2. 
39) 2010.4.6. 
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40)
2010.5.18  

41)
2010.5.24  

42) HCR-20
2010.6.28-29. 

43) 1
2010.7.6. 

44) 2
2010.7.12. 

45) (1)(2)(3)(4) 22 5
2010.7.15. 

46) 2010.9.6. 
47) 3 2010.10.12 
48)

2010.10.23  
49) 2 ACT 2010.11.27-28. 
50) 2011.1.18. 
51) EMDR 2011.1.22. 
52)

2011.1.27. 
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10 3

 

18 10 1
 

3  
 

 
 

 
 

 
 

 5/16
6/1

(4/23 )
 

 
22

 
 

22
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/  
/ /

/

 

 
 

22
 7

1,419 5
917

 
 

2 22 4 5 66
100.0

22 4  

 
 

 

 

(2010.7.27  
 

NPO
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4 2010.8.25-27 1 2010.7.5-6
1 2010.11.8-9 2

2010.11.30-12.1
47 2010.6.30-7.2   

1 2010.11.8-9
47 2010.6.30-7.2 1 2010.7.5-6 4

2010.8.25-27 1 2010.9.14-15 2
2010.11.30-12.1  

1 2010.7.5-6 47 2010.6.30-7.2
4 2010.8.25-27 1 2010.9.14-15 1

2010.11.8-9 2
2010.11.30-12.1  
1 2010.9.14-15 1

2010.7.5-6 4 2010.8.25-27 1
2010.11.8-9 2 2010.11.30-12.1

 
 

 

22
2010.8.25-26

 
22

22
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2002
2010 9 5

(MEMORANDUM OF UNDERSTANDING 2010 COOPERATION IN MENTAL 
HEALTH PROGRAMS AS BETWEEN NCNP and THE UNIVERSITY OF MELBOURNE)

 

6  

 

 
 

 

1) Ohtsuki T, Inagaki M, Oikawa Y, Saitoh A, Kurosawa M, Muramatsu K, Yamada M: Multiple 
barriers against successful care provision for depressed patients in general internal medicine in a 
Japanese rural hospital: a cross-sectional study. BMC Psychiatry 10: 30, 2010. 

2) Kodaka M, Postuvan V, Inagaki M, Yamada M: A systematic review of scales that measure 
attitudes toward suicide. International Journal of Social Psychiatry [Epub ahead of print], 2010. 

3) Katsumata Y, Matsumoto T, Kitani M, Akazawa M, Hirokawa S, Takeshima T: School problems 
and suicide in Japanese young people. Psychiatry and Clinical Neurosciences, The Japanese Society 
of Psychiatry and Neurology: 64(2), 214-215, 2010. 

4) Sudo A, Yamauchi T: Risk cognition and risk behaviors concerning sexual victimization in female 
undergraduates. Pers Individ Dif 49: 13-18, 2010. 

5) Chee Ng, Setoya Y, Koyama A, Takeshima T: The ongoing development of community mental 
health services in Japan:utilizing strength and opportunities. Australasian Psychiatry: 18(1): 57-61, 
2010. 

6) Saito M, Iwata N, Kawakami N, Matsuyama Y; World Mental Health Japan 2002–2003 
Collaborators, Ono Y, Nakane Y, Nakamura Y, Tachimori H, Uda H, Nakane H, Watanabe M, 
Naganuma Y, Furukawa TA, Hata Y, Kobayashi M, Miyake Y, Takeshima T, Kikkawa T: 
Evaluation of the DSM-IV and ICD-10 criteria for depressive disorders in a community population 
in Japan using item response theory. Int J Methods Psychiatr Res. 19(4):211-22. 2010. 

7) Yoshimasu K, Kawakami N, Ono Y, Nakane Y, Nakamura Y, Kobayashi M, Fukao A, Oorui M, 
Horiguchi I, Yamamoto Y, Tachimori H, Takeshima T, Naganuma Y, Iwata N, Uda H, Nakane H, 
Watanabe M, Funayama K, Furukawa TA, Hata Y, Ahiko T, Kikkawa T. Epidemiological aspects of 
intermittent explosive disorder in Japan; prevalence and psychosocial comorbidity: findings from the 
World Mental Health Japan Survey 2002-2006." Psychiatry Research 186(2-3): 384-389, 2011. 

8) Mitsui T, Hirayama K, Aoki S, Nishikawa K, Uchida K, Matsumoto T, Kabuta T, Wada K. 
Identification of a novel chemical potentiator and inhibitors of UCH-L1 by in silico drug screening. 
Neurochem Int56(5): 679-86, 2010. 
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9) Takahashi K, Murasawa H, Yamaguchi K, Yamada M, Nakatani A, Yoshida M, Iwai T, Inagaki M, 
Yamada M, Saitoh A: Riluzole rapidly attenuates hyperemotional responses in olfactory 
bulbectomized rats, an animal model of depression. Behavioural Brain Research 216 46-52, 2011. 

10) Kodaka M, Tanaka S, Takahara M, Inamoto A, Shirakawa S, Inagaki M, Kato N, 
Yamada M: Misalignments of rest-activity rhythms in inpatients with schizophrenia. 
Psychiatry and Clinical Neurosciences 64(1): 88-94, 2010. 

11) , , , ,  , ,  , , , : 
―

―.  45 (6): 530-542, 2010. 
12)

45 (2): 104-118, 2010.
13)

 52(6)  
561-572. 

14)
 

57(7 , 550-560, 2010. 
15)

52 (9): 903-907, 2010. 
16)  

112(8), 720-733, 2010. 
17)

SOCRATES (Stages of Change Readiness and Treatment Eagerness Scale) 
 45 (5): 437-451, 2010. 

18)  
 45 (5): 452-463, 2010. 

19) , ―
―.  26 (2): 241-250, 2011. 

20) . 2, 
70-80, 2010. 

21) Suicide Intervention Response Inventory SIRI
 52(6) 543-551, 2010. 

22) , , , . 
 56, 55-63, 2010. 

23) , , 56, 65-79, 2010. 
24)  

31, 51-57, 2011. 
25)  

52(6): 583-589, 2010. 
26)  

29(9): 874-878, 2010. 
27)  

58(1):40-46. 2011. 
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28)  
 52 (12): 

1161-1171, 2010. 
29)

5(1)  
2-15, 2010. 

 
1)  29(3): 10-15, 2010. 
2)  74(11): 950-954, 2010. 
3)  74(12): 1034-1037, 

2010. 
4)  25(2): 29-34, 2010. 
5)  113(1): 68-69, 2011. 
6)  113(1): 70-73, 2011. 
7)  

75(4): 321-325. 2011. 
8)   

2010. 
9)   

 75: 9-12, 2010. 
10)  

52(7), 441-446, 2010. 
11)   104(6): 36-42, 2010. 
12)

 74(4): 325-329, 2010. 
13)  29(3): 251-257, 2010. 
14) : 1. 

74 (5): 419-422, 2010. 
15) . 

 650 (5): 16-21, 2010. 
16) .  24 (4): 229-238, 2010. 
17) .  233 (12): 1143-1147, 2010. 
18) .  14 (9): 14-19, 2010. 
19)   

  , 246, 2010. 
20)

 7 (1): 4-14, 2010. 
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<< I >> 9:10~11:50 
 

        O-1 
 (SST)  

 P300  
 

 
 (SST) 

 (PDD) 
SST

 ( )  (Event Related Potential: ERP) 
 

PDD  2  (SST  6:11 8:00) 
1 2 3  (SST 2 30 ) 2-3

10 1 2 1)  1 
2)  SST  6 

9 10 1) 1  3 
 ( ) ERP  P300  

 SST P300 
SST  1 SST 

  
P300  (Gunji et al., 

2009)  P300 SST 

PDD 

 

O-2
 

1) 1) 1) 2) 1) 

1) 2)  

 
(TAS-20) (SIBIQ) n=16 n=14

fMRI
(IRI)  

pain network

 

sensorimotor
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      O-3
 

 
 

 
(PDD) 1

PDD
PDD PDD

PDD
PDD  

(n=775)
2 PDD 56

22 (ADI-R, PARS, PDD-AS) ADOS) DSM- -TR
PDD 7 (6 12 : =4:3) 1 PDD

15 (6 11 : =11:4) 2
K-SADS-PL DSM-

/
/ /

 
PDD 7 5 (71.4%) PDD 15 4 (26.7%)

(χ2 , p<.05) 1 3
ADHD 4 PDD PDD ADHD

3.67  
PDD PDD

ADHD PDD  
 

        O-4 
KNT127  

 
1) 1,2) 3 3 2)  

3) 1) 
1) 2) 3)  

δ (DOR)
DOR SNC80

DOR
KNT127 KNT127 in vivo

KNT127  
ICR 5 6

30 30
20  

KNT127
KNT127 1 mg/kg 6 mg/kg

KNT127 3 mg/kg KNT127
DOR 1 mg/kg KNT127

KNT127 1 mg/kg KNT127
100 mg/kg KNT127
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O-5
ACT  

-1 - 
1) 1) 1) 1) 1)  

1) 2) 1) 
1) 2)   

Assertive Community Treatment: ACT

 
ACT7 21 10

2008 11  
 

1
/ 10 GAF SBS

GAF SBS  
 

 

1  
23 1 1 3

 
 

        O-6
 

PTSD  
 

 

PTSD Posttraumatic 
stress disorder PTSD

2 9

 

 

 

 

PTSD 2

PTSD  
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<< II >> 14:30~17:10 
O-7

 
1) 2 3) 1) 

1) ,2) ,3)  

 
158 444

H17 7 15 H22 12 31
 

72% 28%
43.4 13.2SD

36 27 25%
76

10% 5
267 60

177 40  

49.5%(220 )
Kaplan-Meier 

p<.05)

936.4 334.2SD 31.2
3

 

 

3
1

 
O-8

2004 9 2009 9
5 

2008 4 2009 9

1 2

5 15 2005 4.6

2009
2006 2003

2009 311,270 2006 9,038 2003 2006
3 8,788

192,329 182,125 10,204 2003 2006 3 8,606

2009 2006
10 2009

2009 9
5 15 2005 4.6

2009
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O-9
 

1),2) 1) 2) 3) 4)  
5) 2) 1) 

1) 2) 3)  
4) 5)  

 
210 241

Depression Attitude Questionnaire 20

21  
187 53.7±10.4 78.1%

5

1

2 3

General Practitioner  

 
 

O-10
EMA  

 
1) 2) 2) 2) 3) 1) 

1) 2)  
3)  

ecological 
momentary assessment (EMA)

Fukuo W, et al, 2009 EMA
 

20 23.6±4.2 1

 
p = 0.045

p = 0.049  
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1) 1) 1) 
1) 2) 3)  

19

 
19 21 10 12 19

3,308 20 6,065 21 6,015

 
19 1,281 38.7 20 1,574

26.0 21 1,573 26.2 18
679,480 19 912,602 20 634,392

18 512
0.4 19 1,765 1.4 20 1,770 1.2 3

119 3 1.06
1.00 19 50.8 20 52.7

21 55.4 19 61.0 20 48.4
21 46.6  

3

 
19 21  

 

O-12
 

 
 

50
CP-55,940

 
ICR (20 - 25g) conditioned place 

preference(CPP) CP-55,940 6 24 CPP
FR10 CP-55,940 CP-55,940

CP-55,940 9-  
(THC) CP-55,940 (1 mg/kg, s.c.) 1 2 5

6 AM251

NG108-15  
CP-55,940 CPP CB1

AM251 CP-55,940
THC CP-55,940 AM251

NG108-15 CP-55,940 2
 

CP-55,940
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<< >> 13:00~14:30 
 

        P-1 
 

 
 

2005

 
19 22 314

1
 

314 140 44.5 139
71 51.1% 68 48.9%

42 30.2 38 27.3% 37 26.6% 9 6.5%
13 9.4

55.4 44.6
“ ” 50

5 10
5 15 25

 

 

        P-2 

Developmental Dyslexia  
 

1) 1) 1) 2) 1)  

1) 2)   
(Developmental Dyslexia :DD)

Dyslexia DD

DD  
DD 8 ( 3 1 )

DD
( ) ( )

( ) DD

DD
1 1 3  

DD 4 1
DD 4 1

DD 2
 

DD
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        P-3 

 
 

 
Bronx Waltzer bv

phenotype
Matsuda et al., 2011 GABA interneuron

bv
 
3 6 bv homo: bv/bv; n=5 control +/+; n=5

80−500Hz
control CCK-8S 30μg/kg

bv CCK-8S control
10 Freezing  

bv γ control CCK-8S 
30μg/kg control

bv control
control CCK-8S bv

control Freezing control CCK-8S
Freezing  

GABA interneuron 
 

        P-4 
5  

 
 

 

 
33 2005 2009 4 1 6

30 3 20 74
22 5

3 1 flunitrazepam
2005 5

1  
11,000 13,000 3 2005

3 3.7 65

5
60% 80%

5 27.3% 1,312/4,807
2005 1  

~ 50
~ 2005

2005 4 6 4
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        P-5 
 

 
 

 
24

SCN
SCN τ 24 24

CRSD-FRT 1
CRSD-FRT

 
CRSD-FRT 6 13 36

CRs 28 FD FD CRs
FD

 
CRSD-FRT

CRSD-FRT  

CRSD-FRT  
 

      P-6 
 

 
1) 2) 2) 1)  

1) 2)  
ASD familiar (preference)

ASD ERP
STS ASD fMRI

ASD
ASD

 
ASD 11 8.6 IQ 98.5 IQ

11 9 IQ 109 familiar voice unfamiliar voice
3 ETG-4000

22ch 10-20 T3 T4 oxy-Hb 40
3 40 40 3

9 pseudo-random
 

oxy-Hb T3 T4 familiar
T3 unfamiliar T4 ASD oxy-Hb

2ch  ANOVA
unfamiliar voice familiar voice non-voice familiar 

voice p < .05, p < .01  
ASD

oxy-Hb ASD familiar voice
unfamiliar voice ASD non-voice

ASD
ASD
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      P-7
 

 
 

 
,2006 ASD

ASD

Kanne,2009 ,2010  

 
10 219 1 3 87,548

3  
SRS Social Responsiveness Scale

SDQ Strength and Difficulties Questionnaire
 

2 28.6% 25,075 12762
12313  

SRS T
SRS =34.1 SD 19.1

30.9 SD=17.2 SRS  
SRS T 3 ASD-Possible ASD-Probable

ASD-Unlikely SDQ 5
Possible 81% 72% Probable 35% 31%

SRS SDQ r=.68 r=.63 p<.001
SDQ Unlikely Probable 1 Possible

2.17  

ASD

ASD
 

        P-8
SYK-01  

 
1,2) 1) 1) 1) 1)  

1) 1,2) 2) 1) 
1) 2)  

SYK-01 SYK-01
SYK-01

SYK-01 Y  
Wistar SYK-01 0.5%

5
Y

Y 8
3

 
SYK-01 60

SYK-01 3 mg/kg 1 mg/kg
Y 1 mg/kg

SYK-01 3 mg/kg SYK-01
Y SYK-01
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        P-9 
Ndrg2  

 
 

 
Ndrg2 N-Myc downstream regulated gene 2

Ndrg2
Ndrg2

Ndrg2

 
Wistar 1-3

GR dexamethasone (Dex) Ndrg2 Real time PCR
GR RU38486 Dex 30 cycloheximide Dex 60
Dex 24 Ndrg2 Real time PCR Ndrg2

1003 960 904 853 800 755 701 601 475 bp 9
luciferase assay  

Ndrg2 Dex
GR RU38486 cycloheximide
Dex Ndrg2 mRNA Dex Ndrg2 GR

Ndrg2
luciferase assay 700 bp Dex

Ndrg2 GR Ndrg2 700
755 bp  

 
        P-10 

 
1) 1)  

1) 
1) 2)  

 
14 2009 10 1

2009 8 10 2010 5
10

PASW Statistics 18
 

504 547
37.36(±0.461) 37.80(±0.432) 94

18.9 144 26.3 7.4 1
11.32(±2.001) 9.08(±1.782)
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P-11
 

 
 

180
 

 
51

20
4

20
 

 
 

        P-12 
 

 
1) 1) 2) 3) 1) 

1)  
2)     

3)     
DSM-V

Brief Grief Questionnaire; 
BGQ  

BGQ
915 (40  79)

BGQ(Shear et al., 2006) K6(Furukawa et al., 2008)  
BGQ

 = .75 BGQ r = -.32, p < .01  
BGQ

BGQ  
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        P-13
Cardiovascular Activities during Mental Stress among Fish Eaters 
Kenta Matsumura1), Hiroko Noguchi2), Takehiro Yamakoshi3), Yutaka Matsuoka1) 

1)Department of Adult Mental Health, 2)Musashino University, 3)Kanazawa University 
Objective: Human studies have shown that habitual fish consumption protects against coronary heart disease. Recent 
studies on cardiovascular function and hemodynamics have elucidated the mechanisms underlying this cardioprotective 
effect. For example, habitual fish consumption is associated with reduced resting heart rate. However, no study, to our 
knowledge, has examined the effect of frequent fish consumption on cardiovascular activities during mental stress. This 
is surprising considering that exaggerated cardiovascular responses during mental stress have been implicated in the 
pathogenesis of coronary heart disease. Accordingly, we examined whether the reduced cardiovascular activities observed 
in fish eaters during rest persist during acute mental stress.  
Methods: Fish eaters (10 women and 2 men eating baked fish more than 3-4 times/week, M = 21.4, SD = 3.7 years, 
Japanese) and controls (11 women and 2 men eating fish less than 1-2 times/week, M = 21.9, SD = 3.1 years, Japanese) 
performed mental arithmetic (MA) and mirror-tracing (MT) tasks during which cardiovascular indices were measured. 
Measures included heart rate (HR), pre-ejection period (PEP), mean blood pressure (MBP), baroreflex sensitivity (BRS), 
and pulse wave velocity (PWV). 
Results: A series of separate 2-way mixed-design ANOVAs with the factors group (fish eater and controls) and period 
(baselines, MA, MT) revealed that HR, BP, and PWV were significantly lower, and PEP and BRS were significantly 
higher in the fish eaters than in the controls during rest and while performing tasks. No significant interactions were 
observed. 
Discussion: These findings clearly support the view that reduced cardiovascular activities during rest are also observed 
during mental stress in fish eaters, and that this is a characteristic of cardiovascular activity, rather than a response. 
Considering that elevated BP, HR, and PWV are cardiovascular risk factors, we recommended the practice of frequent 
fish consumption be adopted at a young age, rather than after symptoms of cardiovascular diseases appear, to the extent 
of choosing smaller and short-lived species that contain low toxic substances such as methylmercury, PCBs, and dioxins. 
 

         P-14 
 

 
1) 2) Lovell Karina 2) Baker John 2) 

1) 2)The University of Manchester 

 

4 3
 

 
 

- 234 -



Ⅳ 平成２２年度精神保健研究所研究報告会抄録

        P-15 
 

 
1) 2) 1)  

1) 2)  
17 7

6 8

Hoptman et al., 2002
 

14
10 11 12

DTI tract-based spatial statics (TBSS; Smith et al., 2006)
Franctional Anisotrophy (FA)  

FA Puncorrected<0.001
FA Puncorrected<0.001

3 FA Puncorrected<0.001

FA  
eyes gazing biological motion

 

        P-16
 

 
1) 1) 2) 3) 1) 2) 

1) 2) 3)  

, 2010
 

586

K10  
276

47.1% 20 140 50.7%
38 13.8

34 12.3%
30 10.9%

122 44.2% 109 39.5% 94
34.1% 70 25.4%  

1
1 1
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1) 2) /  
3) 4)  

4
20 22

 
24 20

22 12 1

4 3 1
850 22 12 15 23 2 4

 
23 1 21 15 3,352
54%(1,809 ) 40%

6.3% 18.9% 12.5% 24.1% 27.2% 3.1% 7.0%
23 1 21 370 43.5  

4 (1 3 )
5

 
 

       P-18 

SIRI  
 
 

Suicide Intervention Response Inventory SIRI
SIRI-J SIRI-J

SIRI-JS SIRI-J

SIRI-JS 1 SIRI-JS
2  

1 1 108 24 84
 

SIRI-J
SIRI  

2 5 3
13 SIRI-JS 2 α =.70 .82

SIRI-J r = .78 .89
 

2 2 75
73 12 61  

SIRI-JS
SIRI-JS

 
SIRI-JS

SIRI-JS  
SIRI-JS

SIRI-JS  
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       P-19 
11 31  

  
 

19

32
 

32
10

 
11

11 31
3,800 8,700 2,500 5,300 1,200 3,300

10 20 14 24 7 15
53 23

31 10  
11 31 10 20 23

31 17  
 

P-20

 
8 21.4±0.3 , 158±1.8 47±1.8 BMI18.8±0.6 /m2

3 12 36
fMRI 2 2.5

(weight estimate task)
(compare task) 5 2 BOLD 

signal fMRI 1.5T MRI (Siemens) SPM8  fMRI
kg 7

2 ( RSES)  
BMI RSES rs=0.896, p<0.005) BMI

rs=-0.824, p<0.05)
 

fMRI BMI
BMI

(thresholded at p < 0.005 (uncorrected) including at least 50 contiguous voxels)  
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P-21
 

1) 2) 3) 4) 5)  
1) 1)  1) 

1) 2) 3)  
4) 5)  

 
36 1 3 5,977

3,008 2,969 1 (EDE-Q 6.0) 28 , 2
22 , 3 , 80.0%,73.5%) EDE-Q6.0

ER EC  SC WC 4 Subscale
Global Score GS Subscale GS 4

GS4
22 BMI  

EDE-Q 4.0 ER( vs : 2.2  vs 0.5%) EC(0.3% vs 0.1%) SC(10.4  vs 
0.8%) WC(7.0  vs 0.8%) Global Score 4 (1.9  vs 
0.2%) (2 /28 ) (3.5  vs 1.3%) (10.3  vs 5.8%)

(2 /28 ) (1.1  vs 0.7%) (2 /28 ) (1.4  vs 0.9%) 8 (2 /28
) (3.6  vs 2.6%) (2 /28 ) (6.8  vs 3.8%) Global Score4

(OR 3.70, p<0.001)
(OR 1.83, p=.009) (OR 1.78, p<0.001) (OR 

1.77, p<0.001) (OR1.60,p=0.007) 5
( )

OR 2.43, p<0.001 OR 2.08, p<0.001
 

 

               P-22 
 

 
 

 P450(CYP) 
CYP

 
CYP 1A2, 

2D6, 2C9, 2C19, 2E1 3A4 MEDLINE MEDLINE vitro
vivo CYP Strain JJ 

(Heart Dis. 2001; 3(4): 248-62.) 67 66 64
CYP  

Strain JJ 64 CYP
31 CYP 3A4

13 CYP 3A4 6 CYP 2D6
9 CYP 5

Lithium CYP
28  

CYP
CYP 3A4 CYP 2D6

CYP 3A4 CYP 3A4
CYP 25-30 CYP 2D6 1-2

10
CYP 3A4 CYP 2D6

Lithium
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         P-23
 

 1  (2008 ) 1 2900 85%
 (Okumura, Higuchi: in press)

(1) 
(2) 

 
 

 2007 6  
  

 1  
 (1) (2)  ( ) (3) 

(4)  ( )  
  
 1 (1) 20 (2) 2

3
 

 287,807 229,753 621,648 430,629
6,628  ( : 39.1% : 50.3 ) 2,735  ( : 42.3%

: 63.2 ) 8,299  ( : 71.6% : 57.2 ) 5,832  ( : 70.9%
: 62.3 )  (g: 0.69)

4.6  (g: 0.69, 95% CI 0.66–0.73) 3.9  (g: 0.59, 95% CI 0.54–0.64)
2.3  (g: 0.38, 95% CI 0.34–0.41) 4.7  (g: 0.58, 95% CI 0.54–0.62)  

4
3  

 Okumura Y, Higuchi T: Cost of depression among adults in Japan. The Primary Care Companion for 
CNS Disorders. in press. 

P-24
HIV (MMT)

1980 HIV
HIV  

HIV (methadone maintenance therapy MMT)
HIV 80 HIV

 
PubMed  

only items with abstracts, Humans, English, Japanese, Field: Title/Abstract 
(("Methadone"[Mesh] OR "Buprenorphine"[Mesh]) AND "HIV Infections"[Mesh]) AND "prevention and control 
"[Subheading] 

2011 1 18  
209 HIV MMT

58 1991 90 (1991-95) 26
44 90 (1996-2000) 2000 (2001-2005) 9 (15.5 ) 5

(8.6 ) 2000 (2006-2010.1) 18 (31.0 ) 90 MMT
HIV MMT 2000

MMT MMT HIV
 

HIV MMT MMT
MMT  
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          P-25 
MDMA  

1) 2) 1)  

1) 2)  
MDMA(3,4-methylenedioxymethamphetamine)

(*1)
MDMA Ketamine

 
MDMA  

PC PC 500
PC

PC 22 10 ~12 3 2
PC 579 276

19 257 46.3% 7 20
44.4%  

34.2% 32.7% MDMA7.8%
6.2% 6.2% 3.1% p<0.001 30

(p=0.002) (p=0.006) (p=0.013)
p=0.014 (p<0.001) (p=0.001)

(p=0.06) (p=0.361) (p=0.799)
p=0.379  

 
*1  
 

         P-26 
 

 
 

Δ9-tetrahydrocannabinol (CB1)

 
CP-55,940 NG108-15 CytoTox-Glo™ 

Cytotoxicity Assay kit (Promega) DNA annexin-V
JC-1 CP-55,940 

 

CP-55,940 2 CB1

AM251 CP-55,940 2 DNA
caspase-3 CP-55,940 Ca2+

AM251 N Ca2+ ω- Ca2+

CP-55,940 ω- caspase-3 Z-DEVD-FMK
 

NG108-15 CP-55,940 CB1

CB1 Ca2+

CP55,940  
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研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

加我牧子 研究代表者 自殺の原因分析に基づく効果的な
自殺防止対策の確立に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

加我牧子 研究分担者 運動失調症の病態解明と治療法開
発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（難治性疾患克服研究事業）

厚生労働省

加我牧子 研究分担者 小児行動の二次元尺度化に基づく
発達支援策の有効性定量評価に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体･知的等障害分野））

厚生労働省

加我牧子 研究分担者 読み書き障害児の認知神経科学的
特性に基づいた支援法開発に関す
る研究

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B）

文部科学省

竹島　正　研究代表者 「改革ビジョン」の進捗状況のモ
ニタリングと評価に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　主任研究者 精神・神経疾患に係る大規模コ
ホートスタディの構築に関する研
究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

竹島　正　研究分担者 自殺の心理学的剖検の実施に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 既存の統計資料を用いた機能分化
の現状分析と将来予測

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 欧米を主とした諸外国の精神保健
医療福祉政策の調査、評価

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 早期介入の精神保健システムにお
ける位置づけの検討

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

立森久照 研究代表者 未成年者における精神障害に対す
る知識・意識に関する研究

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究Ｂ）

文部科学省

立森久照 研究分担者 精神保健医療福祉体系の改革のモ
ニタリングの詳細分析

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

立森久照 分担研究者 精神・神経疾患に係る大規模コ
ホート研究の実施計画の検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

立森久照 研究分担者 児童・思春期摂食障害に関する疫
学調査の実施基盤整備

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

�　�成��年度��お����研究課題

精 研
所 長
室

精 神
保 健
計 画
研 究
部
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研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

長沼洋一 研究代表者 学生支援における大学ソーシャル
ワーカーの業務確立プロセスに関
する研究

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究Ｂ）

文部科学省

小山明日香 研究代表者 精神障害に対するライフステージ
に応じた普及啓発の効果的な方法
の検討

文部科学省科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

文部科学省

川島大輔 研究代表者 生涯発達における死の意味づけと
宗教

文部科学省科学研究費補助金
（研究成果公開促進費）

文部科学省

荘島幸子 研究代表者 思春期・青年期の性的少数者と自
殺予防：学校における自己構築を
支えるモデルの構築

文部科学省科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

文部科学省

和田　清 主任研究者 アルコールを含めた物質依存に対
する病態解明及び心理社会的治療
法の開発に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

和田　清 研究代表者 薬物乱用・依存の実態把握と再乱
用防止のための社会資源等の現状
と課題に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

和田　清 研究分担者 飲酒・喫煙・薬物乱用に関する全
国中学生意識･実態調査（2010
年）

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

和田　清 研究分担者 薬物乱用・依存者のHIV感染と行
動のモニタリングに関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（エイズ対策研究事業）

厚生労働省

松本俊彦 研究代表者 薬物依存症に対する認知行動療法
の開発とその効果に関する研」

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 大規模災害や犯罪被害等による精
神科疾患の実態把握と介入手法の
開発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 司法関連施設における少年用薬物
乱用防止教育ツールによる介入効
果とその普及に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業）

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 自殺のハイリスク者の実態解明及
び自殺予防に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 自殺の原因分析に基づく効果的な
自殺防止対策の確立に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 様々な依存症における医療・福祉
の回復プログラムの策定に関する
研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

薬 物
依 存
研 究
部
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研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

松本俊彦 分担研究者 「医療観察法」指定入院医療機関
への入院患者を対象とした認知行
動療法の開発と普及に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

松本俊彦 研究代表者 刑事収容施設における自習ワーク
ブックを用いた覚せい剤依存離脱
プログラムの開発とその効果に関
する研究

2010年度社会安全研究財団
一般研究助成

社会安全研
究財団

舩田正彦 研究代表者 違法ドラッグの精神依存並びに精
神障害の発症機序と乱用実態把握
に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

舩田正彦 研究分担者 合成カンナビノイドの身体依存性
および細胞毒性の評価

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

舩田正彦 分担研究者 大麻成分の薬物依存性及び神経毒
性に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

嶋根卓也 研究分担者 若年者向け薬物再乱用防止プログ
ラムの開発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

嶋根卓也 研究分担者 クラブユーザーにおけるMDMA等の
クラブドラッグ乱用実態に関する
研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

嶋根卓也 研究分担者 大学新入生における薬物乱用実態
に関する研究（2010年）

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

富山健一 研究分担者 合成カンナビノイドの薬物弁別刺
激特性：カンナビノイド受容体の
役割

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業)

厚生労働省

小堀栄子 研究代表者 在日タイ人の健康に関するフィー
ルドワーク：社会階層の形成と格
差の広がりの中で

文部科学省科学研究費補助金 文部科学省

心 身
医 学
研 究
部

小牧　元 研究代表者 全ゲノム相関解析に基づく摂食障
害感受性遺伝子の同定と機能解析

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B）

独立行政法
人　日本学
術振興会

小牧　元 研究代表者 児童・思春期摂食障害に関する基
盤的調査研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

小牧　元 主任研究者 心身症の診断･治療ガイドライン
の標準化とその検証に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター
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研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

小牧　元 分担研究者 脳機能画像を用いた心身症発症メ
カニズムの解明研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

小牧　元 分担研究者 体型への不満ー脳機能画像を用い
た検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

小牧　元 研究分担者 脳機能画像解析と生体生理指標の
同時計測による心身相関メカニズ
ム解明

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究C）

独立行政法
人　日本学
術振興会

安藤哲也 研究代表者 女性のやせと食行動異常を決定す
る環境・遺伝要因の研究

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究C）

独立行政法
人　日本学
術振興会

安藤哲也 研究分担者 全ゲノム相関解析に基づく摂食障
害感受性遺伝子の同定と機能解析

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究B）

独立行政法
人　日本学
術振興会

安藤哲也 分担研究者 アトピー性皮膚炎における心身症
診断･治療ガイドラインによる心
身医学的診療の有用性について

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

権藤元治 研究代表者 脳機能画像解析と生体生理指標の
同時計測による心身相関メカニズ
ム解明

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究C）

独立行政法
人　日本学
術振興会

神尾陽子 研究代表者 1歳からの広汎性発達障害の出現
とその発達的変化：地域ベースの
横断的および縦断的研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

神尾陽子 主任研究者 精神科医療における発達精神医学
的支援に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

神尾陽子 研究代表者 発達障害の子どもと家族への早期
支援システムの社会実装

社会技術研究開発センター社会技
術研究開発事業
（研究開発成果実装支援プログラ
ム）

独立行政法
人　科学技
術振興機構

神尾陽子 研究代表者 「特定不能の広汎性発達障害」の
境界と異種性についての研究

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

神尾陽子 研究分担者 ガイドライン作成（成人期注意欠
陥・多動性障害の疫学，診断，治
療法に関する研究）

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

児 童
  ・
思 春
期 精
神 保
健 研
究 部

- 244 -



Ⅴ 平成２２年度委託および受託研究課題

研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

神尾陽子 研究分担者 ライフステージに応じた多次元的
鑑別指標の同定に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

小山智典 研究分担者 社会性の発達評価に関する研究 厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

小山智典 分担研究者 高機能広汎性発達障害に関する知
識の普及啓発活動の有効性に関す
る研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

井口英子 分担研究者 公的精神科医療機関における広汎
性発達障害に対する診療の実際

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

片桐正敏 研究代表者 自閉症のある人における注意機能
の特性と社会性の認知メカニズム
に関する研究

文部科学省科学研究費補助金
（研究活動スタート支援）

文部科学省

稲田尚子 研究代表者 発達早期の幼児における対人コ
ミュニケーション行動評価ツール
の開発

明治安田こころの健康財団研究助
成

明治安田こ
ころの健康
財団

稲田尚子 研究分担者 自閉症児と定型発達児の比較研
究：社会性発達成立基盤－自己制
御と共感

文部科学省科学研究費補助金
（挑戦的萌芽研究）

文部科学省

稲田尚子 研究分担者 自閉症スペクトラムを対象とした
感情コントロール促進プログラム
の開発

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

稲田尚子 研究分担者 青年・成人期に初めて気づかれる
自閉症スペクトラムの診断・評価
のための直接観察ツールの開発

ファイザーヘルスリサーチ振興財
団研究助成（国内共同研究）

ファイザー
ヘルスリ
サーチ振興
財団

金 吉晴 研究代表者 大規模災害や、犯罪被害等による
精神科疾患の実態把握と介入手法
の開発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

金 吉晴 研究代表者 健康危機発生時における地域健康
安全に係る効果的な健康保険医療
体制の構築に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（健康安全・危機管理対策総合事
業）

厚生労働省

金 吉晴 共同研究者 「恐怖記憶制御の分子機構の理解
に基づいたPTSDの根本的予防法・
治療法の創出」内「PTSDのエクス
ポージャー療法に対する増強療法
の開発」

戦略的創造研究推進事業　
（CREST）

独立行政法
人　科学技
術振興機構

金 吉晴 研究分担者 心的外傷後ストレス障害に対する
持続エクスポージャー療法の研修
システム

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

成 人
精 神
保 健
研 究
部
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金 吉晴 研究代表者 精神医療における認知行動療法の
効果的な均てん化と技能評価に関
する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

金 吉晴 研究分担者 心的外傷後ストレス障害に対する
持続エクスポージャー療法の無作
為比較試験

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松岡 豊 共同研究者 「恐怖記憶制御の分子機構の理解
に基づいたPTSDの根本的予防法・
治療法の創出」内「不飽和脂肪酸
によるPTSD予防法の開発」

戦略的創造研究推進事業　
（CREST）

独立行政法
人　科学技
術振興機構

松岡 豊 研究分担者 交通外傷後の精神健康に関するコ
ホート研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松岡 豊 研究分担者 「臨床研究に関する人材育成に関
する研究」と「臨床研究ならびに
医師主導治験の企画・計画に関す
る支援事業」

厚生労働科学研究費補助金
（医療技術実用化総合研究事業）

厚生労働省

中島聡美 研究代表者 複雑性悲嘆の認知行動療法の効果
の検証およびインターネット治療
のプログラムの開発

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究Ｂ）

独立行政法
人　日本学
術振興会

中島聡美 研究分担者 心的外傷後ストレス障害に対する
持続エクスポージャー療法の無作
為比較試験

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

中島聡美 研究分担者 性暴力被害者の急性期心理ケアプ
ログラムの構築に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

中島聡美 研究分担者 災害精神保健医療研修プログラム
の開発

厚生労働科学研究費補助金
（健康安全・危機管理対策総合事
業）

厚生労働省

中島聡美 研究分担者 犯罪被害者および災害被災者に対
するインターネットを利用した急
性期の心理ケアプログラムの開発

一般研究助成 財団法人　
社会安全研
究財団

鈴木友理子 研究分担者 オランダにおける強制治療および
保護者制度のあり方に関する検討

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業      
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

鈴木友理子 研究分担者 自殺対策のための複合的介入法の
開発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

鈴木友理子 研究分担者 災害精神保健に関する研修体制の
構築および効果評価研究の予備的
検討

厚生労働科学研究費補助金
（健康安全・危機管理対策総合事
業）

厚生労働省

鈴木友理子 研究分担者 災害精神保健医療マニュアル改訂
版作成の取り組み

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省
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栗山健一 研究代表者 睡眠中の作働記憶容量強化メカニ
ズムの解明

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

栗山健一 研究分担者 習慣的睡眠時刻前後の恐怖記憶特
性における性差

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松村健太 研究代表者 オメガ３脂肪酸の摂取が精神的ス
トレス負荷時の心臓血管系反応に
与える影響

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

松村健太 研究分担者 若年男子の心理社会ストレスを媒
介するアロスタティック負荷と血
管健康の横断縦断調査

日本学術振興会科学研究費補助金
（基盤研究B）

独立行政法
人　日本学
術振興会

松村健太 研究代表者 精神的ストレス負荷時の心臓血管
系反応と動脈の硬さの関係

（財）明治安田厚生事業団健康医
科学研究助成

財団法人　
明治安田厚
生事業団

本間元康 研究代表者 痛みの認識に基づく触知覚メカニ
ズムの検討：脳機能画像手法を用
いて

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

本間元康 研究分担者 解離症状への臨床治療アプロー
チ：脳機能画像手法に基づく触知
覚メカニズムの検討

立教大学学術推進特別重点資金
（立教SFR）

学校法人　
立教学院

伊藤正哉 研究代表者 共感的自己なだめによる感情調整
プロセス：課題分析に基づく心理
療法プロセス研究

日本学術振興会科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

独立行政法
人　日本学
術振興会

山田光彦 研究代表者 自殺対策のための複合的介入法の
開発に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

山田光彦 研究分担者 うつ病の最適治療ストラテジーを
確立するための大規模多施設共同
研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

山田光彦 研究分担者 精神・神経・筋分野における治
験・臨床研究の推進のための基盤
整備に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医療技術実用化総合研究事業）

厚生労働省

山田光彦 主任研究者 気分障害の病態解明と診断治療法
の開発に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

山田光彦 主任研究者 精神神経領域における大規模臨床
研究実施基盤の構築に関する検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

山田光彦 研究代表者 抗うつ病の作用メカニズムにおけ
るNotchシグナル伝達系の役割

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

精 神
薬 理
研 究 
部
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山田光彦 研究分担者 うつ病の治癒機転に関連する転写
因子MATH2の標的遺伝子の同定と
分子機構の解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

山田光彦 研究分担者 新規抗うつ薬結合蛋白質Dynamin-
1過剰発現マウスの抗うつ薬投与
後の行動解析

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

山田光彦 研究代表者 内科外来を受診する高齢患者にお
けるうつ病の自然経過についての
観察研究

（財）三菱財団社会福祉研究助成 財団法人　
三菱財団

斎藤顕宜 分担研究者 気分障害の病態解明と診断治療法
の開発に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

斎藤顕宜 研究分担者 抗うつ病の作用メカニズムにおけ
るNotchシグナル伝達系の役割

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

斎藤顕宜 研究分担者 うつ病の治癒機転に関連する転写
因子MATH2の標的遺伝子の同定と
分子機構の解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

斎藤顕宜 研究代表者 グルタミン酸神経調節薬による情
動調節機序に関わる脳内ネット
ワークの解明

調査研究助成金 財団法人　
精神・神経
科学振興財
団

斎藤顕宜 研究代表者 抗うつ薬の神経新生亢進作用にお
けるrho/rhotekin系の役割に関す
る検討

研究助成金 財団法人　
薬理研究会

斎藤顕宜 研究代表者 新規オピオイドδ受容体作動薬を
用いた鎮痛作用および抗うつ・抗
不安作用の検討

研究助成金 公益財団法
人　中富健
康科学振興
財団

米本直裕 研究分担者 うつ病の最適治療ストラテジーを
確立するための大規模多施設共同
研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

米本直裕 研究分担者 精神・神経・筋分野における治
験・臨床研究の推進のための基盤
整備に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医療技術実用化総合研究事業）

厚生労働省

米本直裕 研究分担者 急性心筋梗塞に対する病院前救護
や遠隔医療等を含めた超急性期診
療体制の構築に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（循環器疾患等生活習慣病対策総
合研究事業）

厚生労働省

米本直裕 研究分担者 我が国におけるチャイルド・デ
ス・レビューに関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（政策科学推進研究事業）

厚生労働省

米本直裕 研究分担者　「周産期医療の質と安全の向上の
ための戦略研究」に関するフィー
ジビリティ・スタディ

厚生労働科学研究費補助金
（厚生労働科学特別研究事業）

厚生労働省
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米本直裕 分担研究者 精神神経領域における大規模臨床
研究実施基盤の構築に関する検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

米本直裕 研究代表者 根拠に基づいた自殺予防ガイドラ
インの策定に関する研究

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

山田美佐 研究代表者 うつ病の治癒機転に関連する転写
因子MATH2の標的遺伝子の同定と
分子機構の解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

山田美佐 研究分担者　抗うつ病の作用メカニズムにおけ
るNotchシグナル伝達系の役割

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

山田美佐 研究分担者　神経新生とうつ病治療：末梢血因
子と内在性神経幹細胞活性化によ
る新治療ストラテジー

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

高橋　弘 研究代表者 グルココルチノイドのよる抗うつ
薬関連遺伝子Ndrg2発現誘導のシ
グナル解明

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

高橋　弘 研究分担者　抗うつ病の作用メカニズムにおけ
るNotchシグナル伝達系の役割

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

高橋　弘 研究分担者　うつ病の治癒機転に関連する転写
因子MATH2の標的遺伝子の同定と
分子機構の解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

岩井孝志 研究分担者　抗うつ病の作用メカニズムにおけ
るNotchシグナル伝達系の役割

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

岩井孝志 研究分担者　うつ病の治癒機転に関連する転写
因子MATH2の標的遺伝子の同定と
分子機構の解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

小高真美 研究代表者 ソーシャルワーカーを対象とする
効果的な自殺対策研修の開発に関
する研究

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

伊藤弘人 研究代表者 自殺のハイリスク者の実態解明及
び自殺予防に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業
（精神障害分野））

厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 健康日本21の中間評価，糖尿病の
「今後の生活習慣病対策の推進に
ついて（中間取りまとめ）」を踏
まえた今後の生活習慣病対策のた
めのエビデンス構築に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（循環器疾患等生活習慣病対策総
合研究事業）

厚生労働省

伊藤弘人 分担研究者 精神科急性期医療の最適化に関す
る研究

精神・神経疾患研究開発費 厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 医療経済・医療の質評価等の調査 厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

社 会
精 神
保 健
研 究
部
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伊藤弘人 研究分担者 精神医療全般の医療政策立案なら
びに精神科医療の評価に資する指
標の開発

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業
（精神障害分野））

厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 精神・神経領域の治験・臨床研究
における症状評価の課題検討

厚生労働科学研究費補助金
（医療技術実用化総合研究事業）

厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 現在リソースの特徴の分析 厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業）

厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 災害精神保健体制に関する行政評
価研究

厚生労働科学研究費補助金
（健康安全・危機管理対策総合研
究事業）

厚生労働省

伊藤弘人 主任研究者 経営戦略企画に係る研究 精神・神経疾患研究開発費 厚生労働省

伊藤弘人 研究分担者 早期介入の医療システムにおける
位置づけの検討

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

伊藤弘人 検討委員 精神疾患の社会的コストの推計 障害者総合福祉推進事業 厚生労働省

野田寿恵 研究分担者 疾病罹患による所得・健康損失に
関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（政策科学総合研究事業）

厚生労働省

堀口寿広 研究代表者 共生社会を実現するための地域づ
くりを促進する要因の解明

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

精 神
生 理
研 究
部

三島和夫 研究代表者 睡眠障害患者のQOLを改善するた
めの科学的根拠に基づいた診断治
療技術の開発

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

三島和夫 研究代表者 睡眠障害治療薬の臨床試験及び評
価方法のあり方に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器等レギュラト
リーサイエンス総合研究事業）

厚生労働省

三島和夫 研究分担者 1歳からの広汎性発達障害の出現
とその発達的変化：地域ベースの
横断的および縦断的研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

三島和夫 研究代表者 高齢者に対する向精神薬の使用実
態と適切な使用方法の確立に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金
（長寿科学総合研究事業）

厚生労働省

三島和夫 研究分担者 健康づくりのための休養や睡眠の
在り方に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（循環器疾患・糖尿病等生活習慣
病対策総合研究事業）

厚生労働省

三島和夫 研究分担者 向精神薬の処方実態に関する国内
外の研究比較

厚生労働科学研究費補助金
（特別研究事業)

厚生労働省

三島和夫 研究代表者 睡眠・覚醒リズム障害の迅速かつ
高精度な病態診断システムの開発

文部科学省科学研究費補助金　　　
（基盤研究B)

文部科学省
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三島和夫 分担研究者 睡眠医療における医療機関連携ガ
イドラインの有効性検証に関する
研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

三島和夫 研究代表者 体[睡眠・リズム]とこころの恒常
性維持及び破綻機構の遺伝子環境
相互作用に関する研究

脳科学研究戦略推進プログラ
ム

文部科学省

守口善也 研究代表者 リアルタイムfMRIによる脳機能画
像を用いた、ストレス関連疾患の
治療法に関する研究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

守口善也 研究分担者 睡眠障害患者のQOLを改善するた
めの科学的根拠に基づいた診断治
療技術の開発

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

守口善也 研究分担者 脳機能画像解析と生体生理指標の
同時計測による心身相関メカニズ
ム解明

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C)

文部科学省

肥田昌子 研究代表者 睡眠障害・生体リズム障害の新規
治療薬候補物質の探索

厚生労働科学研究費補助金
（創薬基盤推進研究事業）

厚生労働省

肥田昌子 研究分担者 睡眠障害患者のQOLを改善するた
めの科学的根拠に基づいた診断治
療技術の開発

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

肥田昌子 研究代表者 躁うつ病におけるＷｎｔシグナル
系と生物時計システム

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B)

文部科学省

肥田昌子 研究分担者 ヒト網膜のメラノプシンの遺伝子
多型およびその機能的役割の解明

文部科学省科学研究費補助金
挑戦的萌芽研究

文部科学省

肥田昌子 研究分担者 睡眠・覚醒リズム障害の迅速かつ
高精度な病態診断システムの開発

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B)

文部科学省

北村真吾 研究分担者 光の生理心理作用の脳内機序と健
康リスクへの適応

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B)

文部科学省

榎本みのり 研究代表者 身体疾患を持つ高齢者における睡
眠障害及び睡眠医療の実態調査

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B)

文部科学省

知 的
障 害
研 究
部

稲垣真澄 主任研究者 発達障害の神経科学的基盤の解明
と治療法開発に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

稲垣真澄 研究代表者 小児行動の二次元尺度化に基づく
発達支援策の有効性定量評価に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体･知的等障害分野)）

厚生労働省

稲垣真澄 研究代表者 読み書き障害児の認知神経科学的
特性に基づいた支援法開発に関す
る研究

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B）

文部科学省

稲垣真澄 分担研究者 顔認知障害の病態生理の解明とそ
の治療法の開発

文部科学省科学研究費補助金
（新学術領域研究）

文部科学省
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稲垣真澄 分担研究者 精神・神経疾患に係る大規模コ
ホートスタディの構築に関する研
究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

稲垣真澄 分担研究者 生涯に亘って心身の健康を支える
脳の分子基盤，環境要因，その失
調の解明

「脳科学研究戦略推進プログラ
ム」心身の健康を維持する脳の分
子基盤と環境因子（生涯健康脳）
課題Ｅ

文部科学省

稲垣真澄 研究分担者 1歳からの広汎性発達障害の出現
とその発達的変化：地域ベースの
横断的および縦断的研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

井上祐紀 分担研究者 脳形成異常の成立機序の解明と治
療法確立のための融合的研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

井上祐紀 研究分担者 学際的研究による顔認知メカニズ
ムの解明

文部科学省科学研究費補助金
（新学術領域研究）

文部科学省

軍司敦子 研究分担者 小児行動の二次元尺度化に基づく
発達支援策の有効性定量評価に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体･知的等障害分野））

厚生労働省

軍司敦子 研究分担者 顔認知障害の病態生理の解明とそ
の治療法の開発

文部科学省科学研究費補助金
（新学術領域研究）

文部科学省

軍司敦子 研究分担者 特別支援教育における脳科学の活
用に関する総合的研究

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究A）

文部科学省

軍司敦子 研究分担者 理解の認知神経動力学と特殊教育
への展開

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C）

文部科学省

軍司敦子 主任研究者 脳磁図を用いた発話時の聴覚
フィードバック機構とヒト脳機能
の研究

平成22年度自然科学研究機構生理
学研究所共同利用研究・生体磁気
計測装置共同利用実験

自然科学研
究機構生理
学研究所

矢田部清美 研究代表者 運動と認知の脳内統合モデルに基
づいた巧緻運動困難な学習障害児
への支援

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

矢田部清美 研究分担者 読み書き障害児の認知神経科学的
特性に基づいた支援法開発

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B）

文部科学省

後藤隆章 研究分担者 読み書き障害児の認知神経科学的
特性に基づいた支援法開発

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究B）

文部科学省

後藤隆章 研究代表者 視覚性語彙形成による総合的読字
支援プログラムの開発とその応用
に関する研究

文部科学省科学研究費補助金
（若手研究B）

文部科学省

北　洋輔 研究代表者 PDDを有する非行少年の背景要因
の解明と発達的支援システムの開
発

文部科学省科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

文部科学省

北　洋輔 主任研究者 PDDを有する非行少年の背景要因
の解明と発達的支援システムの開
発　—神経心理学観点からの実証
的検討をふまえて—

東北大学国際高等研究教育院・博
士研究教育院生研究費

東北大学　
国際高等研
究教育院
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伊藤順一郎 研究代表者 精神障害者の退院促進と地域生活
支援のための多職種によるサービ
ス提供のあり方とその効果に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　
（身体･知的等障害分野)）

厚生労働省

伊藤順一郎 研究分担者 精神障害者の認知機能障害を向上
させるための「認知機能リハビリ
テーション」に用いるコンピュー
タソフト「Cogpack」の開発とこ
れを用いた「認知機能リハビリ
テーション」効果検討に関する研
究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

伊藤順一郎 主任研究者 「地域中心の精神保健医療福祉」
を推進するための精神科救急及び
急性期医療のあり方に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

伊藤順一郎 研究分担者 精神疾患の受療中断者や未治療者
等を対象としたアウトリーチ（訪
問支援）の支援内容等の実態把握
に関する研究

厚生労働科学研究費補助金　
特別研究事業

厚生労働省

伊藤順一郎 センター長 地域精神科モデル医療センター 精神・神経疾患研究開発費
（専門疾病センター事業費）

独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

瀬戸屋雄太郎 研究分担者 精神障害者の退院促進と地域生活
支援のための多職種によるサービ
ス提供のあり方とその効果に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（身体･知的等障害分野)）

厚生労働省

瀬戸屋雄太郎 分担研究者 急性期病棟における医療ケアマネ
ジメントのモデル作りに関する研
究―プロセス評価・アウトカム評
価の検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

吉田光爾 分担研究者 地域精神保健危機介入モデルにお
けるAssertive Community 
Treatmentの役割等の検討に関す
る研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

前田恵子 研究代表者 精神科医療・福祉における訪問型
サービスの質の管理

文部科学省科学研究費補助金
（特別研究員奨励費）

文部科学省

吉川和男 研究代表者 心神喪失者等医療観察法制度にお
ける専門的医療の向上に関する研
究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

岡田幸之 研究代表者 心神喪失者等医療観察法制度にお
ける専門的医療の向上に関する研
究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

司 法
精 神
医 学
研 究
部

社 会
復 帰
研 究
部

- 253 -



精神保健研究所年報　第 24 号

研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

岡田幸之 研究代表者 全国の地方裁判所の裁判員制度に
おける精神鑑定の実態に関する調
査研究

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C)

文部科学省

岡田幸之 研究分担者 心神喪失者等医療観察法制度にお
ける社会復帰要因の評価手法に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

岡田幸之 研究分担者 他害行為を行った者の責任能力鑑
定に関する研究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

菊池安希子 研究代表者 触法精神障害者の再犯関連要因の
調査と介入プログラムの開発

文部科学省科学研究費補助金
（基盤研究C)

文部科学省

菊池安希子 研究分担者 医療観察法制度における治療プロ
グラムの開発と妥当性に関する研
究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

福井裕輝 研究代表者 限定された合理性に基づく意思決
定の神経基盤の解明と触法精神障
害者に対する応用

文部科学省科学研究費補助金
 （基盤研究C)

文部科学省

福井裕輝 研究分担者 医療観察法対象者の脳機能画像等
による評価に関する研究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

安藤久美子 研究分担者 通院処遇中の問題行動に関する研
究

厚生労働科学研究費補助金　
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野)）

厚生労働省

小松容子 研究代表者 医療観察法病棟におけるインボル
ブメント

文部科学省科学研究費補助金
 （若手研究B)

文部科学省

竹島　正　研究代表者 「改革ビジョン」の進捗状況のモ
ニタリングと評価に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　主任研究者 精神・神経疾患に係る大規模コ
ホートスタディの構築に関する研
究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

竹島　正　研究分担者 自殺の心理学的剖検の実施に関す
る研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 既存の統計資料を用いた機能分化
の現状分析と将来予測

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 欧米を主とした諸外国の精神保健
医療福祉政策の調査、評価

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　
（身体・知的等障害分野））

厚生労働省

竹島　正　研究分担者 早期介入の精神保健システムにお
ける位置づけの検討

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

自 殺
予 防
総 合
対 策
セ ン
タ ー
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Ⅴ 平成２２年度委託および受託研究課題

研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

松本俊彦 分担研究者 「医療観察法」指定入院医療機関
への入院患者を対象とした認知行
動療法の開発と普及に関する研究

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

松本俊彦 研究分担者 司法関連施設における少年用薬物
乱用防止教育ツールによる介入効
果とその普及に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器レギュラト
リーサイエンス総合研究事業）

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 全国の精神科医療施設における薬
物関連精神疾患の実態調査

厚生労働科学研究費補助金
（医薬品・医療機器レギュラト
リーサイエンス総合研究事業）

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 自殺既遂者の心理社会的特徴に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 少年施設入所者における被虐待体
験と精神医学的問題に関する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 薬物依存・アルコール依存者の自
殺の実態解明および自殺予防に関
する研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究代表者 薬物依存症に対する認知行動療法
プログラムの開発と効果に関する
研究

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究分担者 向精神薬乱用と依存 厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

松本俊彦 研究代表者 刑事収容施設における自習ワーク
ブックを用いた覚せい剤依存離脱
プログラムの開発とその効果に関
する研究

2010年度社会安全研究財団一般研
究助成

財団法人　
社会安全研
究財団

川野健治 研究分担者 地域における自死遺族への支援 厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

川野健治 研究代表者 若年層の自殺への態度に関する研
究

文部科学省科学研究費補助金　　
（基盤研究C)

文部科学省

稲垣正俊 研究分担者 地域における自殺と関連する精神
保健上の問題に関する実態把握の
方法と活用の検討

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

稲垣正俊 研究分担者 一般身体診療科におけるうつ病の
早期発見と治療への導入に関する
研究分担

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省

稲垣正俊 研究分担者 多施設共同研究における進捗運営
管理とデータ管理について

厚生労働科学研究費補助金
（障害者対策総合研究事業　　　　
（精神障害分野））

厚生労働省
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研究者氏名
主任,代表
分担の別

研究課題名 研究費の区分
研究費

交付機関

稲垣正俊 分担研究者 わが国のうつ病治療システムにお
けるコラボレーティブケアモデル
についての検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

稲垣正俊 分担研究者 自殺対策および精神神経領域にお
けるエビデンスを導く大規模多施
設共同研究においてプロトコー
ル、手順書、各種指針を遵守し実
施するための体制の検討

精神・神経疾患研究開発費 独立行政法
人　国立精
神・神経医
療研究セン
ター

川島大輔 研究代表者 生涯発達における死の意味づけと
宗教

文部科学省科学研究費補助金
（研究成果公開促進費）

文部科学省
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Ⅵ 平成２２年度精神保健研究所取材一覧

取材日 取材元 取材・撮影内容 番組名/掲載紙

H22.4.15 北海道新聞　報道本部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 インタビュー 北海道新聞

H22.4.27 毎日新聞社会部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 薬物と自殺問題 毎日新聞

H22.5.10 （株）日映企画
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 ＤＶＤ作成のための撮影
東京都福祉保健局  
企画[薬物乱用防止  

   講習会]DVD

H22.5.14 日経ＢＰ社
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正
自殺の現状、最近の傾向、企業や地域での対応の課題など
について

日経ビジネス

H22.5.12 毎日新聞社
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 ２００９年の自殺統計に関する分析 毎日新聞

H22.5.12 時事通信社
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 自殺統計について

H22.5.13
朝日新聞社                   
 科学医療グループ

所長 加我牧子 発達障害について 朝日新聞

H22.5.26 共同通信社
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 自殺のリスクが高い人への対応・研修について 加盟新聞社各紙

H22.6.9
朝日新聞社                   
  科学医療グループ

薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 「アルコール依存症と自殺」記事取材 朝日新聞

H22.6.28
ＮＨＫ制作局第一制作センター 
    文化福祉番組

精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 「自殺」関連番組の取材 ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ現代

H22.7.5,6 共同通信社
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

川野健治 心理職研修を取材 加盟地方紙

H22.7.6 （株）日刊現代
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 連載コラム「後悔しない治療法」の一つとして掲載 日刊ゲンダイ

H22.7.6 フリー（週刊朝日嘱託）
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 インタビュー 週刊朝日

H22.7.7 ＮＨＫワールド
精神保健計画部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 自殺問題についてのインタビュー Asia Biz Forecasr

H22.7.16 共同通信社 精神保健計画研究部 荘島幸子 性同一障害をとりまく日本の現状について

H22.7.13 共同通信社 自殺予防総合対策センター
松本俊彦 　
川野健治

境界性パーソナリティー障害と自殺予防について 加盟新聞社各紙

H22.7.22 北海道新聞　報道本部
精神保健計画研究部/　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正 自殺予防対策について 北海道新聞

H22.7.21 （株）じほう
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦
「向精神薬などの過量摂取を背景とする自殺を防止するた
めに～薬局薬剤師ができること」インタビュー

「調剤と情報」     
月刊誌

H22.7.21 毎日新聞社会部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 インタビュー・写真撮影 毎日新聞

H22.7.27 毎日新聞社 薬物依存研究部 和田　清 薬物依存問題 毎日新聞紙上

H22.8.13 毎日新聞盛岡支局 成人精神保健研究部 鈴木友理子
2008年の岩手・宮城内陸地震での被害と自殺の関連性や他
の地震での自殺事例と被災者に対する心のケアの重要性な
ど

毎日新聞

H22.8.12 ＮＨＫ 司法精神医学研究部 福井裕輝
「性犯罪加害者の処遇制度を考える会」発足に向けた準備
段階での取り組みについて

ニュース

H22.8.19 ＮＨＫ
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 インタビュー

H22.8.30 日本医事新報社 社会復帰研究部 伊藤順一郎 ＡＣＴについて及び「統合失調症」の特徴について 日本医事新報

H22.8.27 (株)保健同人社編集部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 インタビュー
暮らしと健康    　

11月号

H22.8.27 読売新聞東京本社社会部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 「働きざかりのうつ・自殺」に関するインタビュー

H22.9.6 日経ＢＰ社　日経ヘルス 心身医学研究部 菊地裕絵 心が体の凝りに及ぼす影響について 日経ヘルス

取材対象

�　�成22年度　精神保健研究所　取材一�
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取材日 取材元 取材・撮影内容 番組名/掲載紙取材対象

H22.8.31 共同通信社
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 自殺予防週間に合わせた企画記事
共同通信加盟の     

新聞各紙

H22.8.31 教育医事新聞社 所長 加我牧子 精神保健研究所便りについて
月刊｢教育医事新聞｣

立秋特別号

H22.8.31 教育医事新聞社
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦
心理学的剖検データベースを活用した自殺の原因分析に関
する研究について

月刊｢教育医事新聞｣
立秋特別号

H22.9.3 (株)じほう 精神薬理研究部 稲垣正俊
自殺対策における「富士モデル」の意義と制約、内閣府の
地域自殺対策強化基金の意義と制約に関して

Japan Medicine誌

H22.9.3 朝日新聞　鳥取総局 社会復帰研究部 伊藤順一郎 ＡＣＴ研修の活動について 朝日新聞鳥取版

H22.9.21 北海道新聞社
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦
「アルコールと薬物依存からみる自殺予防」に関するイン
タビュー

北海道新聞        
朝刊掲載

H22.9.15 毎日新聞社会部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 「向精神薬」に関するインタビュー

H22.9.22
(株)キャリアブレインＣＢ     
  ニュース編集部

精神保健計画研究部/　　　　
自殺予防総合対策センター

竹島　正
自殺予防総合対策センターの取り組みについてインタ
ビュー

H22.10.4 朝日新聞さいたま総局 児童・思春期精神保健研究部 神尾陽子 Ｍ－ＣＨＡＴの有効性と早期発見の必要性などの取材
朝日新聞          

朝刊埼玉版

H22.10.13 日本放送協会
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦
「パーソナリティ障害と自殺のリスク」に関するインタ
ビュー

ＮＨＫニュース 　　
　「おはよう日本」

H22.10.25 赤旗編集局（くらし家庭部） 社会復帰研究部 伊藤順一郎 総合失調症についてのインタビュー
しんぶん赤旗    

（日刊紙）

H22.10.26 (株)ノンプロダクション 心身医学研究部 小牧　元 番組ＶＴＲ内インタビュー撮影
ザ・ベストハウス

123

H22.11.8 ＮＨＫ報道局　科学文化部
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦
第1回自殺予防のための自傷行為とパーソナリティ障害の
理解と対応研修

H22.11.4 (株)医薬経済社
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 ＯＴＣ薬の乱用問題について
RISFAX

医薬経済

H22.12.22 (株)ニュートンプレス 心身医学研究部 小牧　元 ストレスが心身にあたえる影響についての記事作成のため
科学雑誌「NewTon」

2011年3月号

H22.12.24 (株)安寿 成人精神保健研究部 栗山健一 番組内で行う検証実験についての意見（電話取材）
日本テレビ「所さん

の目がテン」

H23.1.6 (株)安寿 成人精神保健研究部 栗山健一 インタビュー
日本テレビ「所さん

の目がテン」

H23.1.16 報道特集プロデューサー 成人精神保健研究部 福井裕輝
性犯罪加害者の治療や処遇について、福井室長活動や研究
内容について

TBSテレビ         
[報道特集」

H23.1.11 テンプル大学フェロー 精神薬理研究部 山田光彦 日本における自殺予防対策の情報収集のため
ミニ               
 ドキュメンタリー

H23.1.26 (株)ＮＨＫエデュケーショナル
精神保健計画研究部/　　　　
自殺予防総合対策センター

川野健治
「いじめ被害を親などに相談できない心理」「いじめられ
た人間が自殺に至る心理のメカニズム」などをインタ
ビュー

NHK教育「となりの
子育て／こどもの自
殺予防（仮題）」

H23.1.24 CJ　VISION（KBS）
精神保健計画研究部/　　　　
自殺予防総合対策センター

川野健治
自殺予防総合対策センター紹介、センターの役割について
インタビュー

KBS（韓国）21時ﾒｲﾝ
ﾆｭｰｽ報道企画

H23.1.13 中国新聞社報道部 成人精神保健研究部 金　吉晴
昨年7月、症原豪雨被害者への心のケア調査結果につい
て、専門家の客観的評価を得るため（電話取材）

中国新聞本紙

H23.2.16 (株)太平社
薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 「未成年飲酒、その心理的背景」（仮タイトル）
NEWS&REPOTS　
Vol.16No.3

H23.2.28
NPO法人里親子支援のｱﾝ基金    
           ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

薬物依存研究部/　　　　　　
自殺予防総合対策センター

松本俊彦 「思春期の自傷行為について」
子どもの虐待防止の

ｵﾚﾝｼﾞﾈｯﾄ（HP)

H23.2.16 読売新聞東京本社　立川支局 精神薬理研究部 稲垣正俊 発達障害に関する取材 読売新聞

H23.2.21 東京新聞生活部 精神保健計画研究部 赤澤正人 自殺とアルコールの関係、その予防について
東京新聞生活       

 ・くらし面

H23.2.21 共同通信社 心身医学研究部 小牧　元 摂食障害に関する研究について
全国各地の新聞、   

   TV局

H23.2.22 オランダ大使館科学技術部
精神薬理研究部
自殺予防総合対策センター

山田光彦
稲垣正俊

日本のおけるうつ病や自殺の現状と新規診断法開発に関し
て情報を収集

ｵﾗﾝﾀﾞ大使館        
科学技術部ﾚﾎﾟｰﾄ
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Ⅵ 平成２２年度精神保健研究所取材一覧

取材日 取材元 取材・撮影内容 番組名/掲載紙取材対象

H23.2.25 NHK報道局　科学文化部 自殺予防総合対策センター 竹島　正
境界性パーソナリティー障害をめぐる自殺予防・対策につ
いて

NHK総合           
「ｸﾛｰｽﾞｱｯﾌﾟ現代」

H23.2.25 NHK国際放送局多言語展開部 自殺予防総合対策センター 竹島　正
H23.3.3（木）ﾗｼﾞｵ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ「ｱﾝｸﾞﾙ～日本の自殺予防の取
組み」にて、海外に日本の取組みを紹介

ﾗｼﾞｵ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ「ｱﾝｸﾞﾙ
～日本の自殺予防の

取組み」

H23.3.2 日本経済新聞社 自殺予防総合対策センター 竹島　正 自殺の現状等について 日本経済新聞

H23.3.4 一般社団法人共同通信社 成人精神保健研究部 金　吉晴
ニュージーランド地震の被災者に懸念される心の問題や周
囲の対応法について

全国の地方新聞

H23.3.10 NHK富山放送局 成人精神保健研究部 金　吉晴 地震被災者の「心のケア」のポイントについて NHKニュース

H23.3.18 産経新聞社 成人精神保健研究部 金　吉晴 東日本大震災に対する、トラウマ、心のケアについて 産経新聞

H23.3.18 （株）教育医事新聞社 成人精神保健研究部 金　吉晴
東日本大震災時におけるトラウマが子どもにおよぼす影響
について

教育医事新聞

H23.3.24 IBC岩手放送 成人精神保健研究部 金　吉晴 東日本震災の被災者向け番組で災害のPTSDについて
ラジオ放送ワイド   

  ステーション

H23.3.25 産経新聞社 成人精神保健研究部 栗山健一 被災者の不眠症対策 産経新聞

H23.3.25 フリー（週刊朝日嘱託） 成人精神保健研究部 栗山健一 災害時の睡眠のケアについて 週刊朝日

H23.3.28 朝日新聞社社会グループ 成人精神保健研究部 金　吉晴
東日本大震災の避難所などでの心のケアの取り組みについ
て

朝日新聞

H23.3.25 毎日新聞社 成人精神保健研究部 栗山健一 東日本大震災における不眠について 毎日新聞
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